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「なんだか二人ふたりきりになっちゃいましたね、コーチさん」

　外側から鍵かぎのかかった体育倉庫の中、俺おれは小学五年生の少女と間近に向き合っていた。

「そんな言い方をしても、君の本心は分かっているつもりだ。……雅まさ美みさん」

「あは。女の子にそういう迫り方、いけませんよ。もっと優やさしくしてほしいです」

　薄うす闇やみの中、運動マットに腰掛け、その少女──藤ふじ井い雅美さんはやけに大人おとなびた妖よう艶えんな微笑ほほえみでこちらを見上げる。

「……誰だれかが俺たちに気付くまで、どれくらいかかるかな」

「どうでしょう。うっかり、カギを閉められた後ですからね。連絡しようにも、今は携帯持ってませんし。しばらくは、このままかも」

　確たしかに今の雅美さんは体たい操そう着ぎにスパッツ姿。連絡手段を所持していないというのは本当だろう。そして俺もまた同じく着替えを済ましていたので、貴重品はロッカーの中だ。

「それまでは、何が起きても闇の中、か……」

　いつものように慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かんを訪れて、更衣室を出たところで雅美さんに手を摑つかまれ、導みちびかれるまま倉庫に入ったとたん扉が施せ錠じようされてしまった。なんらかの作為を感じないと言えば噓うそになるが、どうあれそれがこの瞬しゆん間かんに至るまでの顚てん末まつだ。

「なんだか、寒いですね。風か邪ぜを引いてしまいそうです」

「十一月の末だからね」

　ぶるっと肩を揺らす雅美さん。そろそろ、暖房が恋しくなる季節である。俺もまた、多少の肌寒さは否めない。

「……あの。教え子の体たい調ちよう管理も、コーチの勤めなのでは？」

　おもむろに立ち上がり、雅美さんが手を伸ばせば触れられる距きよ離りまで身を寄せてきた。

「つまり……どうして欲しいのかな？」

「私に言わせるんですか？」

　その歩みは止まらず、気付けば肌と肌が触れそうな距離。

「暖めてください、コーチさん」

「………………」

「お願ねがいします。……抱きしめて」

　真下から、潤うるんだ瞳ひとみの上うわ目め遣づかいが向けられる。もともと端正な顔が恥じらいに彩られ、『蠱こ惑わく的てき』という、小学生を形容するにはあまりにも不釣り合いな単語が脳にちらついた。

「…………………雅美、さん」

　声が、詰まる。もはや平静を装ったままで対たい峙じするもどかしさに、限界を感じずにはいられなかった。

　だめだ、我慢できない。俺はこれ以上、この少女に対する熱ねつ烈れつな衝しよう動どうを、抑えきることが──。

「長は谷せ川がわさんっ！」

　あやうく本能のまま、雅まさ美みさんへ鋭い牙きばを向けてしまいそうになった、その寸前、

「紗さ季き!?」

　息を荒げながら倉庫の扉を開き、俺おれたちの時間を止めたのは、アイガードの奥で瞳ひとみを揺らす顔面蒼そう白はくの少女、永なが塚つか紗季だった。

「だ、大丈夫ですか長谷川さん!?　なにか、変なことをされませんでしたか!?」

「ああ、大丈夫。……でも助かったよ、ありがとう」

　一目散に駆け寄って、こちらを心配そうに見上げてくれる紗季に、安あん堵どの笑えみで答える。

　本当に、救われた。紗季が感づいてくれなかったら俺は今ごろ自制心を失って………………叱しかっちゃってたかもしれないからなぁ、雅美さんのこと。

『いい加減ふざけるのをやめてくれ！』

　と、怒ど鳴なるのをずっと我慢してたんだけど、そろそろ堪かん忍にん袋ぶくろの容量が危険域に達していた。でも、まだ正直五年生たちと良好なパートナーシップを築けているとはお世辞にも言えない状況。感情的になるのは、できるだけ避けておきたいのだ。

「ふん、あと少しだったのに……」

「あと少し、じゃない！　長谷川さんにこれ以上ご迷惑をかけないでって、何度言えばわかるのよ！」

　忌いま々いましげに舌打ちをする雅美さんを睨にらみ付け、紗季が強く糾きゆう弾だんしてくれる。実はここのところ、先ほどのようにあの手この手で雅美さんからイタズラを受け続けている俺なのであった。

　三み沢さわ真ま帆ほのお父とうさん主催による大会から紆う余よ曲きよく折せつを経て、ようやく公式大会に出場できる十人体制にたどり着いた慧けい心しん女じよ子しバスケ部。だけどこの通り、チームとしてまとまりを得たとは未いまだ言いい難がたく。

「あーもーうるさい。さ、練習練習」

「ちょっと！　まだ話は終わってない！」

　両手を中空でぶらぶら振りながら倉庫を出て行く雅美さんをすかさず紗季が追いかけ、俺はひとり取り残されたまま苦笑を重ねる。

「……それにしても、雅美さんは何を狙ねらっていたんだろう」

　なんか、籠ろう絡らくしにかかってるかのような振ふる舞まいだったけど、成功したところで（もちろん絶対に有り得ない話、と注釈しつつ）、彼女にどんなメリットがあるというのか。

　無む理り矢や理り解釈すれば、『紗季以上に俺と仲良くなることで、優ゆう位いに立とうとした』とか？

　雅美さんの対抗心は常に一〇〇％紗季だけに向いていることと鑑かんがみて、導みちびき出される仮説はせいぜいそれくらいだった。

　だとしたら、なんとも危なっかしい子だ。どう考えても見返りなんてないだろうに。

　紗季に勝つ、という自己満足のためになら、目的も手段もまったく選ばないのではと心配が募る。いつか、取り返しの付かない過ちに繫つながらなければ良いんだけど。

「さておき、練習の時間だ」

　そうならないために、俺おれができるのはコーチとして誠心誠意子どもたちと向き合うことだけだろう。幸い雅まさ美みさんの敵視は、バスケに対する意欲にも繫がっている。スポーツを通じて、彼女の意い識しきに良い変化が生まれることを願ねがうしかない。

　……まあ、目下の悩みの種は雅美さん一人ひとりだけではないのがますます痛いところなんだけれども。

　念ねん願がんの出場を目指す公式大会まであとひと月足らず。新生慧けい心しん学がく園えん女子バスケットボール部はこの日まで厳きびしい練習を重ねてきたが、まだ課か題だいは少ないとはいえない。

　だとしても、俺たちの絆きずなの集大成として、自分もまた悔いが残らないだけの情熱を注ぎ続けていかなければ。
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「よし、じゃあ次はスリーメン。智とも花か、真ま帆ほ、ひなたちゃんの三人から始めてみよう」

「はいっ、わかりました！」

「おっしゃー！　あたしのカレーライスなパスの出番だぜ！」

「おー。らいすぱす」

　名前を呼んだ順に、教え子たちが疲れを感じさせず機き敏びんに手を挙げる。

　小学生監かん禁きん事件（？）をなんとかノーポリスで回かい避ひし、幕を開けたこの日の部活もそろそろ中ちゆう盤ばん。ストレッチや各種基き礎そトレーニングを終え、いよいよ本格的にボールを使った練習へ入っていく。

　言いつけた『スリーメン』は、トリオでパスワークを繰くり返しつつエンドラインから逆サイドへ走り、シュートを決めて完了という、代表的な連携強化メニューのひとつだ。少々複雑な動きも混ざるが、ここまで何度も取り組んできた智花たちにとっては今さら迷うことなどないだろう。

「いくよ、真帆っ」

「ほいきた！」

　信頼、なんて大げさな言葉を持ち出すまでもなく、スムーズに始動する三人。まずは智花が前方に駆け出した真帆に向けて、ボールをパスする。

「からの～、ヒナっ！」

　そして矢や継つぎ早ばやに、ボールは併走するひなたちゃんへと渡され──

「とみせかけてボク登場っ！」

「おー？　なんだってー？」

　──なければいけなかったのだが。

「またか……」

　目の前で巻き起こった『やっかいごと』に、俺おれは思わず項うな垂だれて眉み間けんを押さえる。ああもう、これで何回目だったっけなあ。

「へへ～ん、ボールは頂いたよーん！　いくぜ、ひー！」

「がってん、つば！　一気にゴールだ～！」

「こらー！　わりこむなつばひー！」

　真帆の叫びにもどこ吹く風で、パスを強奪し勝手に連携を始めてしまったのは、竹たけ中なか椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃん姉妹。公式大会に出られる十人体制をついに実現させてくれた、おそらく今年ことし最後の慧けい心しん女バス加入メンバーたちだった。

　六年生との戦いに敗れ、一度はバスケの舞ぶ台たいから逃げ出そうとした二人ふたりだったが、偶然街中で出会った同学年のプレーヤーに受けた屈辱を晴らすため、もう一度ボールを追いかける気概を取り戻したらしい。しかも、その敗れた相手というのが智花たちにとっても因いん縁ねんのチーム、硯すずり谷だに女じよ学がく園えんの生徒だというから巡り合わせとは面おも白しろいものだ。

　とにかく、共通の目標が生まれたことで、五年生と六年生はこうしてひとつにまとまることが出来た。その僥ぎよう倖こうは、喜ばしい限りなのだが……。

「ぶー。ボール返して」

「イヤだよ～。欲しければひなたちゃんが自分で取り返してみれば～？」

　いかんせん、根本的な仲直りを達成した上での合流ではないせいで、ここのところ練習のたびにいざこざが絶えないのであった。

「くっそー、ぜったい止める！」

　悩んでる間に、コート内では３対２のミニゲームが始まってしまっている。実戦形式ももちろん大事とはいえ、このまま大会を迎えたら準備不足で散々な結果に終わることは火を見るよりも明らかだった。

　んん、そろそろ俺おれも叱しかることを躊躇ためらってる場合ではなくなってきたか。六年生たちは基本的にいつでも『いい子』であり続けてくれたので、ほとんど強い言葉を発した記き憶おくすらないが（せいぜい夏休みの宿題になかなか取り組もうとしない真ま帆ほを注意した程度）、保ほ護ご者しやを気どるなら付けるべきけじめはちゃんと付けないと。

　うーん、でも正直気が重い……。

「もー椿つばきちゃん柊ひいらぎちゃん！　いい加減にしなさいっ！」

　と、腹を決めかねているうちに、援軍の頼もしい叱しつ責せきが体たい育いく館かん内に響ひびき渡った。

「な、なんだよー葵あおいさん！　も、文句あるわけっ？」

「あるに決まってるでしょ！　早く二人ふたりとも戻ってくる！」

「……ちぇー」

　鋭するどい声で姉妹を呼び戻してくれたのは、幼なじみの荻おぎ山やま葵。五年生との合流が決まるや『最初は昴すばるも距きよ離り感かんとか戸惑うかもだし、ここでお役御免っていうのもなんか寂しいし』と、自らアシスタントコーチに就くことを志し願がんしてくれたのだった。

　俺としても断る理由などどこにも無い──というかむしろ、アシスタントというよりも二人目の正コーチが来てくれた、という感覚だった。五年生のやんちゃ組も、葵の言葉ならわりと素直に従ってくれるので、たびたびこういう事態が起こりながらもここまではなんとか部活崩ほう壊かいの域には達せずに済んでいる。

　どうやら合流前の特訓で、あのコンビを一ひと睨にらみで竦すくませられるほどの鬼教官ぶりを披ひ露ろうしてきたようだ。言うべき時には強く出られるという意味でも、やはりコーチとしての適性は自分より葵の方に軍配が上がる気がしてならない。

「すまん、いつも助かる」

「あはは、良いって。年下の女の子を怒るのは、昴には辛つらいでしょ。椿ちゃんたちも余計に身構えちゃうだろうし、こういう時は私に任せて」

「……ありがとう」

　不満たらたらで戻ってくる双子を尻しり目めに、そっと耳打ち。十人のメンバーが揃そろったという果報の他ほかに、こうして葵あおいが毎回練習に顔を出してくれるようになったという点も、大きな戦力補強だ。特に愛あい莉りやかげつちゃんにとっては、直接肌を触れ合わせながらインサイドプレーを体得できる機き会かいを得られているのがとても大きい。

　あとはただ、チーム全体として僅わずかでもまとまりが生まれてくれれば、という状況なんだけどなあ。

「椿つばき、柊ひいらぎもうふざけるのやめようよ……」

「トモカししょーのじゃまは、弟子としてみのがせまセン」

「べつに邪じや魔ましてないもん！　練習も焼肉定食！」

「違うよ、弱肉強食だよ、ひー！　でもとにかく、そーゆーこと！　試合で勝つためには、練習の時もマホたちになんて負けてられないもんね！」

　呆あきれ気ぎ味みに諭さとしてくれたかげつちゃんとミミちゃんの言葉にも、二人ふたりは聞く耳持たず。和を乱すのが目的というわけではなく、試合で勝つためにもっと上う手まくなりたい、という想おもいが根底にあるのはせめてもの救いだが、それにしたってゆゆしき現状だ。

　もう十二月は目の前。誰だれにとっても悔いのないチームで大会に挑むために、火急の対策が求められる。







　その後も、なにかと波は瀾らん万ばん丈じよう。

「よし！」

「よし、じゃないでしょ雅まさ美みっ！　なんで私のシュートにボールぶつけてくるのよ！　真ま面じ目めに練習しなさい！」

「あら嫉しつ妬と？　私の狙そ撃げき力りよくに恐怖を抱いてるのね。あは、笑える」

「……つまみ出すわよ、いい加減にしないと」

　と、雅美さんが紗さ季きの邪魔をしたり（ある意味ロングシュート以上にすさまじい精度だった）、かと思えば再び双子がメニューを無視して勝手に違う練習を始めたり、ため息が漏れる展開ばかりが続く。もちろん、人数が増えたことでより本格的なトレーニングを組めるようになったという利点も有るには有るのだが。

　それともう一つ良いこと探しをすれば、毎回締しめに行う５対５の紅白戦が文字通りの『ガチバトル』になるので、運動負荷という意味では遙はるかに昔より上昇していることか。

「はぁ……。本当にもう、ごめんなさい」

「はは、紗季が謝あやまることじゃ全然ないって」

　その紅白戦を控えしばしの休きゆう憩けいを取っている途中、アイガードを額ひたいの上に持ち上げた、日ひ頃ごろから皆のまとめ役を務める機き会かいが多い少女がため息混じりにぺこりと頭を下げた。もちろん本人も自分のせいだとは思ってなかろうが、古くからの知り合いである雅まさ美みさんの『大だい活かつ躍やく』に、ほとほと困り果てている様よう子すだった。

「椿つばきちゃんも柊ひいらぎちゃんも雅美ちゃんも、練習はすごく熱ねつ心しんなのに、難むずかしいね……」

　言葉に迷いながら、苦笑を漏らしたのは愛あい莉り。現在体たい育いく館かんの壁かべ際ぎわでひと息入れる俺おれの周りには六年生だけが集合しており、五年生たちは葵あおいに率いられる形で対たい角かく線せん上じように輪わを作っている。紅白戦の前はいつも自然とこういう布陣になるのだが、おかげでこちらの会話は向こうに届かない状況だ。

「まったくもー。おすしもつばひーもこまったもんだ。おし！　やっぱり、ここはあたしが代表して注意してこよう！」

「ま、真ま帆ほ……。でもまたこの前みたいに、喧けん嘩かになっちゃうかも……」

　義を燃もやし拳こぶしを握って立ち上がる真帆を、智とも花かがなだめるように制する。実際、過去にも何度か真帆と竹たけ中なか姉妹は強い対立を引き起こしており、状況打破を願ねがってくれる真帆の気持ちは嬉うれしいものの、正攻法で大きな前進は望めそうにないのが実のところであった。

「うーん。つばひーたち、わがままだもんなー」

「おにーちゃん。ひな、けんかはいやかも。どうしたらいい？」

「うん……。俺ももちろん、このままじゃいけないとは思ってるんだけど……」

　腕を組む真帆と、澄すんだ瞳ひとみでこちらを見上げるひなたちゃんに、己おのれの無力感が募る。今さらだが、小学生のコーチを気取るなら本来こういう内面でのトラブルこそ避けては通れぬ課か題だいに違いない。そのことに気付かず、最近はそれなりにコーチとしてチームを導みちびくことが出来ていると錯さつ覚かくしていた自分の、なんと愚かなことか。

　ただまあ、逆説的に感じ入ることは。

　湊みなと智花。

　三み沢さわ真帆。

　永なが塚つか紗さ季き。

　香か椎しい愛あい莉り。

　袴はかま田だひなた。

　以上五名、マジ天使。

　いやはや、ほんとこの日まで、皆の純朴さに俺自身がどれほど癒いやされ、救われてきたのだろうと暖かな吐息が漏れる。

「…………」

「ん？」

　などと一人ひとりで和なごんでいた折、ふと紗季の表情が目に留まった。やや困り加減の微笑ほほえみは、気のせいでなければどこか言いたいことを我慢しているかのような。

「紗さ季き、どうかした？」

「えっ!?　い、いえ！　なんでもないんです！」

　不ふ思し議ぎに思って尋たずねてみれば、慌て加減に両手を振り返された。うん、どうやら予感は正しそうだ。

「えっと、もし言いたくないことなら無理には訊きかないけど、遠えん慮りよはしないでね」

「……ありがとうございます。でも、本当に大丈夫なんです。……下へ手たをすると、ますます雅まさ美みと対立することにもなりかねないし」

「紗季ちゃん……？」

　再度声をかけても要領を得ない返事に、愛あい莉りも不思議そうに首を捻ひねっている。雅美さんと、対立？　なんとも気になる言葉だ。それだけに、このまま流すべきではないのでは、という予感がよぎる。

「雅美さんと関係があるなら、なおさら話だけでも聴きかせてもらえないかな。今はなんでも良いから、この状況を改善するヒントが欲しいし」

　命令する感じにならないよう気をつけつつ補足すると、思慮深き少女は顎あごを引いて少し考え込むような仕し草ぐさを見せる。どうやら、気持ちに同どう調ちようしてもらうことはできたようだ。

「…………改善に、繫つながるとはとても思えないのが申し訳ないのですが。……実は」

　やがて覚悟を決めるようにして、もう一度俺おれの方をまっすぐ見つめる紗季。

「うん」

「以前、もしかしたらお話ししていたかもしれないんですけど。私の家がある『すずらん通どおりアーケード』で、ちょっとしたお祭りがあるんです。来週の日にち曜よう日びに」

「……おお、そういえば」

　確たしか、商店街のお店でたくさんの屋台を出して盛り上げるイベントが催されるという話だった。

「あれ、でもそのお祭り。『秋』にやるって言ってなかったっけ？」

　記き憶おくをたどっていくうち、違和感にぶつかる。今はもう、冬と称するのが一般的な時期のような気がするけど。

「はい。いつもの年ならもっと早い時期なんですけど、実は少し前、急にアーケードの補修をしなくてはいけなくなったせいで、延期が決まったんです。それで、今年ことしだけ来週に」

「なるほど」

　事情を知って、図はからずもほっとする。十月、十一月と、ここのところ週末は行事が目白押しだったので、普ふ段だん通どおりの開催なら他ほかのイベントと重複していたかもしれない。幸い来週の日曜日なら予定は空いているので、少なくともバスケ部としては有あり難がたいタイミングになりそうだ。

「おおっ！　そいや来週だっけ？　もちもち行っていいよねっ？」

「ええ、ぜひ遊びに来て。……それどころか、ちょっとお願ねがいできたら嬉うれしいことがある、というか」

「ほえ？　お願ねがい？」

　目を輝かがやかせる真ま帆ほに頷うなずいたのち、どうしたのか紗さ季きはまた少し言葉を濁にごした。普ふ段だんの明朗さが感じられず、智とも花か、愛あい莉り、ひなたちゃんの三人も心配して顔を見合わせている。

「ええとね。実は今年ことしのお祭り、ちょっと人手不足になりそうなの。ウチのお店」

「えっ、『なが塚つか』が？」

　驚おどろいて訊きき返したのは愛莉。紗季の実家といえば、商店街でも指折りに有名なお好み焼き屋さん。当然お祭りでも目玉の出店になるだろうし、人手不足というのは俺おれも気になる話だった。

「うん。いつもお祭りの時は臨りん時じでアルバイトの方に来てもらったりして、お店と屋台の両方を切り盛りしてたんだけど、今年は日程が読めなくて募集がうまくいかなかったのよ。だから、このままだとお店の方で手一杯で、屋台を出すのは諦あきらめなきゃいけないかも……」

　なるほど、そういう事情だとすれば、紗季の『お願い』というのもおぼろげに見えてきたような気がするな。

「おー。ひな、お手て伝つだいしたい」

「役に立てるかはわからないけど、私にもやらせてもらえないかなっ？」

　皆もすぐにぴんと来たようで、次の言葉を待たずしてひなたちゃんと智花から立候補の挙手が。真帆と愛莉もやる気に満ちた顔で頷うなずき合っている。

「俺もその日は予定空いてるし、もしよかったら手伝わせてくれない？　紗季のご両親にも、日ひ頃ごろからお世話になってるし」

「みんな……長は谷せ川がわさん……。そう言って下さって、本当に嬉うれしいです。ただ、でも。今は部の方が大会前だし、こんなタイミングで他ほかのことをお願いしていいのかなって……」

　迷いを受けて、全員が一斉にはっと視し線せんを俺に向ける。

　ああ、なるほど。言い出しづらそうにしていた理由のひとつはそれか。ならば、ここはコーチとしてきっぱり断言しなくてはなるまい。

「大丈夫。バスケだけじゃないけど、スポーツは決められた時間の中でどれだけ集中して取り組めるかが大事なんだ。だから、他の予定まで犠ぎ牲せいにする必要なんて全然ないよ。むしろ大会前のちょうど良い息抜きになりそうで、願ってもないチャンスだ」

　笑いながら首を振ると、紗季を筆頭に五人の表情がぱっと華やいだ。

　建前などではなく、実際問題として練習の量をいたずらに増やすのは上達に繫つながらないばかりか、オーバーワークで身体からだを痛める最悪の結果にも繫がりかねない。とある全国区のバスケ強豪高校も、全体練習の長さ自体は一日二時間程度という話だ（その替わりメニューはとてつもなくハードらしいけど）。ましてや伸び盛りの小学生、今は心と身体をバランス良くはぐくむことが肝要な時期なのだから、過度に追いつめるような指し導どうは最大の御ご法はつ度とだろう。

「ほ、本当ですか!?　よかった……。で、では、みんなにお手伝いをお願いしてもよろしいでしょうか？」

「もちろん。俺おれが止めたりなんかは絶対しないよ」

「よっしゃ～！　さすがすばるん！　ほんじゃほんじゃ、日にち曜よう日びはサキんちのすけっとだ～！」

「わーい。すけすけ」

「えへへ、がんばらないとっ」

「ちゃんと役に立てるか不安だけど、なんでも言ってね！」

　安心した様よう子すの紗さ季きに、真ま帆ほ、ひなたちゃん、愛あい莉り、智とも花かの順番でやる気に満ちたガッツポーズが届けられる。良い意味で普ふ段だん通どおりのみんなを見ていると、何ともいえない居い心地ごこちの良さを感じずにはいられなかった。

「邪じや魔まにならないよう頑張るから、俺もよろしくね」

「そんな、長は谷せ川がわさんにまでお時間を頂いてよろしいのでしょうか……？　もちろん、そう言って下さるのは本当に嬉うれしいのですが」

「迷惑じゃなければぜひ。むしろこっちの方からお願ねがいしたいんだ」

「……ありがとうございます。ふふ、はい！　では、お言葉に甘えさせてください！」

　このリラックスした雰囲気も間違いなくチームの武器だし、大会前だからと変に固くならないほうが、きっと良いムードを保てるはず。そんな想おもいが伝わったのか、紗季もあまり遠えん慮りよすることなく、すぐに快かい諾だくを示してくれた。

「みんなも本当にありがとうね。もしかしたら屋台が出せないかもって心配していたけど、おかげですごく楽しみになったわ。今回、もし手て伝つだってもらえるのならアイデアとかは任せるってお父とうさんが言ってくれたから、もし何か思いついたらぜひ教えて」

「わはは、あたしが手伝えば百おくまん人力！　よっしゃ、部活終わったらみんなでいろいろ相そう談だんしよっ！」

「おー。ひな、またあたらしいお好み焼き考えたい。ちょこばなな味はちょっとしっぱいだったけど、今度はきっとおいしいのができるはず」

　早くも週末に思いを馳はせる真帆とひなたちゃん。おし、そろそろ頃ころ合あいだし休きゆう憩けいを切り上げて、まずはきっちり紅白戦を完了するか。その方がみんなも気兼ねなく相談に熱ねつを入れられるだろうし。

「……ふぅん。紗季たち、出店手伝うんだ。ふぅん」

「雅まさ美み!?」

　そう決めて立ち上がろうとした寸前、紗季に続いて俺もドキリと首を捻ひねる。見ればいつの間にか雅美さんが六年生の輪わに加わり、しゃがみ込んで自分の膝ひざの上に頰ほお杖づえを突いているではないか。

　うむ……。既に感づきつつあったが、紗季が言い淀よどんだもう一つの理由は、この少女の存在だろう。

「実はウチのお店──『寿すし藤ふじ』も今年ことしは人手不足で困っているのよね。……ふぅん、そっか。紗さ季きたちは、『なが塚つか』を手て伝つだうんだ。……楽しみね」

　一方的に言い残し、微笑ほほえみ混じりで自陣に帰って行く雅まさ美みさん。ああ、こりゃますます。

「嫌いやな予感がするわ……」

　渋い顔で溜ため息いきを漏らした紗季に、みんなも苦笑で応じる。『なが塚』と、雅美さんの実家である『寿し藤』は同じ商店街。そして今のやりとりと、雅美さんが紗季に対し強いライバル心を抱いていることを総合すれば、不ふ穏おんな空気はどうしても拭ぬぐいきれない。

「と、とにかくみんなで頑張ろうっ」

「う、うんっ！　そうだね」

　しかしまあ、あまり警けい戒かいしすぎるのも考えものか。こちらから変に釘くぎを刺しても逆効果だろうし、笑え顔がおを繕つくろう智とも花かと愛あい莉りに従って、俺おれも余計な勘ぐりは控えよう。

　それに『噓うそから出た実まこと』というほどでもないが、先ほど紗季を説得する際伝えた通り、五年生たちと部活以外でも顔を合わせる機き会かいが得られるのは悪い要素だけではないような気もする。対抗心の中から、友情を育はぐくんで……なんていうのはスポーツ脳が過ぎるのかもしれないけれど、この際だからプラス思考でいよう。

「よーし、じゃあそろそろ、ラストの紅白戦を開始します！」

　不安を押し込めて開始を告げたミニゲームは、相変わらずいつ取っ組み合いが始まってもおかしくないほどの一触即発ムード。

　でも、本当に乱らん闘とうになったことって、その実一度も無いんだよな。

　バスケのコートの中では、あくまでバスケで。そのラインだけは絶対に崩さない竹たけ中なか姉妹と雅美さんなのだから、どうしようもなく聞き分けの悪い子たちというわけではないのだ。

　何かひとつ歯車が嚙かみ合えば、互いにとっての進展を迎えられそうなのだが……。
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「ほほう、そんじゃ、ましゃみんちも屋台出すんだ！」

「ええ。お父とうさんが手て伝つだわせてくれるって。だからどう？　みんなも来ない？」

「もちもち！　マホたちもいるんでしょ？　そんじゃー負けてられないもんね！」

　椿つばきの問いに、雅まさ美みは誇らしげに胸を張って応じる。

　慧けい心しん学がく園えんで部活動を終えた翌日、荻おぎ山やま葵あおいは五年生たちと竹たけ中なか家けに集合していた。いろいろな思惑が重なって六年生と合流を果たした五人であったが、全員の希望で今もなお部活のない日はこうしてたびたび秘密特訓を重ねているのだった。

　今日きようもたっぷり汗を流した後、竹中姉妹の部へ屋やで話題は週末に。昴すばるが心配していた通り、どうやら件くだんのお祭りはやや波乱含みとなりそうな気け配はいである。

「打倒、なが塚つかね。……じゃあ土ど曜よう日びに、軽く仕事の説明を受けにウチに来て欲しいんだけど良い？」

「いくいく！　ましゃみんちで遊ぶの、そういえば初めてだね！」

「おすし！　おすし出る!?」

「あは、どうかしら。おやつくらいは頼んでおくけど。それじゃ、かげつとミミもよろしく頼んだわよ」

「ご、ごめん雅美。私はもう姉ねえ様さまと争うわけには……」

「ししょーをうらぎるワケにはまいりまセン」

「ちょっと～！　ミミとゲッタンはどっちの味方なのさっ？」

「ボクたち、チームじゃんか～！　そんなんじゃ試合にも勝てないぞ！」

『…………』

　武ぶ闘とう派は三人ににじり寄られ、どうしたものかと目配せするかげつ＆ミミの穏おん便びん派は。それ以上言い返さないのは、三人だけを孤立させてはならないという思いやりが葛かつ藤とうを生んでいるからだろうか。もしそうだとすれば、葵からも密ひそかにお礼を言いたい気分だった。

「葵さんは？　手伝ってくれる？」

「……んと。そうだね、お邪じや魔まじゃなかったら一緒に参加させてもらおうかな」

「やた！　そうこなくちゃ！」

　問いに、少し悩みながらも首肯する。葵もまた、今は対立の図式を三人対七人にすべきではなく、形の上だけでも五年生対六年生に留とどめておくべきだろうという考えだ。三人だけで自由にさせると、どんどん負のサイクルで六年生たちと溝を作っていってしまいそうな気がする。

　部活に追加しての特訓を買って出ているように、やる気自体は本当に素す晴ばらしいのだ。あとはただ、ベクトルさえ。向く方角さえ一致すれば、十人が本当の意味で『チーム』となれるはずなのだが。昴すばるとも、何度となくそんな話をしている。

　まあ、ケガの功名とでもいうべきか。おかげで高校の昼休みでは輪わをかけて昴と密な会話を交わすことができており、その事に関しては三人に感かん謝しや──

「っ!?」

　慌ててぶんぶん首を振る葵あおい。違う違う、公私混同をしては……いやそれも違う。別に、昴と会話をすることに対し葵にはもちろん特別な感情などない。ぜんぜん。これっぽっちも。

「どしたの葵さん？　急におっぱい揺らして」

「……おっぱいは揺らしていません」

　つい独ひとり相撲ずもうを取ってしまったせいで、子どもたちから不ふ思し議ぎそうな瞳ひとみを向けられてしまった。いや、柊ひいらぎのその言い分も大概だと思うが。

「……前から思っていたけど、高校生のくせにけっこうすごいわよねコレ」

「ひゃう!?」

　姿勢を正した矢先、雅まさ美みの人差し指が左胸の中心に勢いよくめり込んだ。唐突な刺し激げきに、葵は思わず甲かん高だかい声を漏らしてしまう。

「おっ、さすがましゃみ！　ボクたちにできないことをヘイゼンとやってのける」

「そこにシビあこ、超シビあこ。まあ、チャンスがあったら手を出そうと思っていたけど」

「ややややめなさい！」

　さらに反対側を、柊がむんずと鷲わし摑づかみ。慌てて海え老びの如ごときキックバックで逃れようとするが、動きを先読みしたらしい椿つばきが背後に回り、細腕で羽は交がい締じめを繰くり出してきた。これでは下へ手たに暴あばれるとケガをさせてしまいそうで身動きがとれない。

「あれ？　なんか思ってたよりもカタいね？」

「ブラジャーのせいじゃない？　けっこうキツキツに締め付けるものなのね。これ苦しくないんです？」

「……ブラジャー。それは、ワタシもきになりマス」

　そこへ、下着に興きよう味みを示したらしいミミまでもが参戦。全方位から伸ばされる指先に翻ほん弄ろうされ、葵の全身から力が抜ける。

「これ、どうやって外すんだろ？」

「たしか、後ろの方にホックがあるはず。お母かあさんのはそうなってたわ」

「ホック、ドコでしょう？」

「ゆゆゆゆ指を挟み込まないでください！　お、お願ねがいかげつちゃん助けてぇ～！」

「え、ええと。どうしたら。で、でも……ぶ、ぶらじゃー。そろそろ姉ねえ様さまにも、必要な時期かも……。勉強、しておいた方が良いのかな……？」

　涙目になりながら最後の良心の持ち主にすがるも、その表情はどちらかというと仲間に入りたそうに見えて絶望が深まる。

『──ただいま～。練習用のタオル忘れちまったよ』

「あ、にーたん帰ってきた」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　悲ひ劇げきの連れん鎖さは留とどまることを知らず、今度は階下から竹たけ中なか夏なつ陽ひの声が。いけない、こんな姿を見られたら……もとい、晒さらしてしまったら教育者として懲ちよう戒かい免めん職しよくものだ。いや、兄妹とはいえ男女間でそう易やす々やすと部へ屋やの行き来などしないとは思うものの。

「にーたんおかえり～！　ねーねー、今葵あおいさんのおっぱいもんでるんだけど、いっしょにやらない～？」

　──がたーん！

　なにやら、いたいけな少年が玄関で派は手でにずっこけたような気け配はい。いや、葵とて急迫不正の侵害に苛さいなまれている最中でなければ同じ事になっていた可能性が高いが。この双子、天てん衣い無む縫ほうすぎて恐ろしい……。

『お、お前らバカか!?　ヘンなことしてるんならさっさとやめろ！』

　ものすごい勢いで階段を駆け上る足音に、葵は千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを見いだす。よし、この隙すきに拘こう束そくを逃れてしまえばあとは夏陽のサポートで双子の暴ぼう走そうを食い止められるはず。頼もしき少年の登場に深い感かん謝しやを抱きつつ、少しだけ強引に身をよじる葵。

「ウィ、やりまシタ！　ブラジャー、とれました！」

「でかしたわミミ！　これで直じか揉もみし放題ね！」

　その動作が意図せぬサポートとなってしまい、無情な衣きぬ擦ずれの響ひびきと共に、服の間から一枚の布がするりと抜け落ちる。

「え……きゃ、きゃああああ夏陽くんストップー！　いいい今は入らないで！」

　──ごちーん。

　叫んだや否や、とてつもない音と共に、部へ屋や全体が激はげしく揺れた。もしかして、いやもしかしなくとも、これは急ブレーキを踏んだ夏陽が勢いを制しきれず壁かべにぶつかった因果……。

「に……にーたん……!?」

　あまりの衝しよう撃げきに、皆が茫ぼう然ぜんと扉の方を見つめている。おかげで椿つばきの羽は交がい締じめは緩ゆるんだし、なにより夏陽の安否が気になる。このタイミングを逃してはならぬと葵は自分の鞄かばんを鷲わし摑づかみに、部屋の外へ単身飛び出す。

「だ、大丈夫夏陽くん……!?」

「へ、へーきだ。それより葵さん、今のうちに逃げろ……」

　胸元を押さえながら廊下を見回せば、すぐに涙目の少年が視界に入る。額ひたいに赤い痕あとこそあれど、きちんと直立できているしどこかを痛めた様よう子すもない。とりあえず怪け我がをさせるという最悪の結果は免まぬがれたようだ。

「こらー、待て葵さん！」

「にーたん大丈夫!?　あ、大丈夫そうだねよかった」

　ほっとしたのもつかの間、双子が部へ屋やから飛び出してくる。もし捕まったら今度こそ夏なつ陽ひにはしたない姿をさらしてしまう。

「っ！　ご、ごめん。また今度ね！」

　そうなる前にと、葵あおいは頭を下げて竹たけ中なか家けを飛び出す。門の外でひとまず息を潜ひそめるが、どうやら外までは追いかけて来ないようで一安心。深呼吸しつつ、乱れた制服の裾すそと襟えりを正す。

「……………………あ」

　そこでようやく、とんでもないミスに気がついた。

「ないじゃん……。ブラジャー、とられたままじゃん……」

　ずーんとうちひしがれてしゃがみ込み、両手で顔を覆おおう。まさか、このまま帰れはしない。五年生女子の自宅というだけならまだしも、夏陽の家に下着を置き帰ったなんて事実を残したら、これからどの面つら下げて昴すばると会えば良いのか。

「──葵さ～ん！　やっほ」

　声に導みちびかれてふと見上げれば、何やら白いネコミミのようなものを頭に載せた椿つばきが、自室の窓からニコニコと手を振っている。

　……いや、違う。ネコミミなんかじゃない。

　あれこそまさしく、今さっき奪われた、葵自身の。

「よろしい、ならば戦争ね」

　二重の意味で震ふるえる胸に、冷たい覚悟が宿る。是が非でも、しかし竹中家にご迷惑をかけることなく、スマートに、エレガントに、ノーブラ……否！　ノーブルに『忘れ物』を取り返さなくては。

　二階を睨にらみつけながら、葵は断固たる決意で誓うのだった。
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「そっか、紗さ季きが」

　週半ばの早朝。自宅の庭先でシュートを繰くり返しつつ、嬉うれしそうな智とも花かから報告を受ける。

「はいっ。土ど曜よう日びに研修会をして、いっしょにお好み焼きを作らないかって」

　日だまりのように暖かく微笑ほほえんで、ボールを胸に抱える智花。

　もっともっと、五人でいろんな思い出を作りたい。おそらくだけど、紗季はそんな風に考えたのではないだろうか。智花もまたそれを漠然と察したからこそ、こんなにも愛おしげに週末へ思いを馳はせているような気がした。

「うん、俺おれもぜひ受けさせて欲しいな。『なが塚つか』の研修」

「ほ、本当ですかっ!?」

「料理はぜんぜんできないから手て伝つだえることは少ないかもしれないけど、だからこそ他ほかにどんな仕事があるか確たしかめておきたいし、こちらこそお願ねがいしたいよ」

「よかった……。昴すばるさんが来て下さったら、私たちもますます楽しみになりますっ！」

「新作のメニュー決めも順じゆん調ちようそうだし、いろいろ待ち遠しいな」

「はいっ。みんなでアイデアを出し合って、すごく良いのができそうなんですよ。自信作なので、昴さんにも早く召し上がって頂きたいです。………………でも」

「ん？」

「お好み焼き、上じよう手ずに焼けるかどうか……。私、あまり経けい験けんがなくて」

　快活さが僅わずかに曇くもってどうしたのだろうと思えば、コテ捌さばきに不安を感じているらしい。そっか、小学六年生だと鉄板の前に立つ機き会かいも多くないだろうしな。それに今までは、紗季が万事面めん倒どうを見てくれていたという歴史もあり。

　ふむ、できれば何か自信を付けるためのお手伝いをしてあげたいところだけど、いかんせん門外漢すぎる分野なのが……。

「あ、そういえば」

「……？　昴さん？」

「ごめん、ちょっと待ってて。母かあさんに伝言してくる」

「は、はいっ」

　俺じゃ力不足かと諦あきらめかける寸前、ふと気付く。そういえば母さんがさっき用意していた朝食のメニューって。

「あ、やっぱり」

「あら、どうしたの昴くん？」

　窓越しに庭からキッチンを覗のぞき込むと、やはり思った通りの献こん立だてが着々と準備されている最中だった。

「くん付けやめろって。……あのさ、それ焼くの、少し待ってくれない？」

「えっ。今日きようは、別のが良かったかしら？」

「そうじゃなくて、実は智とも花かに作らせてあげて欲しいんだ。ちょっとワケありというか、練習というか」

「智花ちゃんに？　ふふっ、わかったわ。じゃあ仕上げはバスケットが終わった後にするわね」

　ちゃんと理由も伝えない頼み事だったけど、母かあさんはすぐに快かい諾だくしてくれる。ありがたく思いつつ、あとはくん付けさえ止やめて頂ければとせつに願う長は谷せ川がわ昴すばる十六歳でございました。

「おまたせ」

「いえっ。ええと、どうなさったんですか？」

「ん、すぐに分かるよ。まずはしっかりと練習終わらせちゃおっか」

「は、はいっ！」

　とにもかくにも用は済んだので朝練に復帰。いつも通り激はげしく智花と身体からだを重ね、お互い冬の寒さも忘れるほど汗だくで呼吸を昂たかぶらせる。

「おつかれさま。準備できてるわよ～」

「いつもありがとうございます……あっ」

　そしてメニュー完遂後、シャワーなどもろもろの身み仕じ度たくを済ませてリビング兼ダイニングに入ると、食卓の上には熱ねつしたホットプレート、そしてクリーム色の生き地じがたっぷり入ったボールが置かれていた。

「今け朝さはホットケーキみたいだったから、母さんに頼んでおいたんだ。智花、焼いてみなよ。お好み焼きとは勝手が違うかもしれないけど、練習の練習くらいにはなるんじゃないかな」

　はっとして振り返る智花に、にこりと答える。

「で、でも……失敗してしまうかもです」

「うふふ、いいのよ。ちょっとくらい焼き加減が違っても美お味いしく食べられるし、それにみんなで焼いた方が楽しいもの、ね？」

「あ……」

　一度は遠えん慮りよした智花だったが、母さんの説得を聴きくと表情を和やわらげ、

「…………はいっ、ありがとうございます！　で、では、お言葉に甘えさせてください！」

　はにかみ混じりで同意を示してくれた。『みんなで焼いた方が楽しい』というフレーズが、どうやらいちばん響ひびいた様よう子すだ。

　というわけで、早朝の共同作業開始。

「うん！　そろそろ良いと思うわ。あまり温度を下げすぎると生地が膨ふくらまないから、ほんの少しだけ高めに設定して。……そうそう、上じよう手ずよ智花ちゃん。あとは焦がさないように、頃ころ合あいを見てひっくり返すの」

「や、やってみます！」

　母かあさん指し導どうのもと、エプロンを纏まとった智とも花かはあえてコテの二丁使いでホットケーキに挑みかかる。表情には少し緊きん張ちようも見て取れたけど、それ以上に新たなチャレンジを楽しんでいる雰囲気が伝わってきた。

　そんな様よう子すを見て、自分の中でもまた愛いとおしさが膨ふくらむ。何気ない日常の瞬しゆん間かん瞬間も、振り返ればきっとかけがえのない思い出になるんだろうな。

　智花たちと過ごす毎日を、大切にしたい。窓から差し込む朝日を浴び、実の親子のように奮ふん闘とうする二人ふたりを見ながら、俺おれは静かに瞼まぶたを細めた。

「うふふ、なんだか楽しいわ。もし、智花ちゃんがうちにお嫁さんに来てくれたら、毎日こんな感じかしら～」

「ぶっ!?」

「ふ、ふぇえええええっ!?」

　と、和なごんでいた最中、母さんが無自覚にぶっ飛んだ発言を繰くり出して危うく口に含んだ水を噴ふき出しかけた。

「そ、そそそそそそのっ、ふぁう、わ、私は……！」

　智花も顔を真まっ赤かにして、激はげしく取り乱している。ま、まったく。どうしてこう、毎回毎回、母さんは発想が三段跳びなのか……。

「こ、こほん。智花。そろそろ頃ころ合あいなんじゃないか？」

「ふぇっ!?　こ、頃合いって、すすっ、昴すばるさん、それはどういう……!?」

「い、いやほら。ホットケーキ。もう、焼けたかなって」

「……………………………………あ。し、失礼しました………………ふぁう」

　図はからずも生まれたぎこちない空気を払ふつ拭しよくしようと無む理り矢や理り助言を試みたが、智花は真まっ赤かになってますます戸惑いを深めてしまった模様。ど、どう間違えたか定かではないが、余計なことはするもんじゃないな。どことなくしゅんと萎い縮しゆくして料理を皿に移す後ろ姿を見ながら、密ひそかに後悔。

「す、昴さん……ど、どうですか？」

「あ、ああ。美お味いしいよ、すごく！」

「よ、よかった、です……！」

　その後、席について朝食を頂いてる最中も、なんとなくぎくしゃくしてしまう。さておき、甘酸っぱいいちごジャムがたっぷり添えられた今け朝さのホットケーキは、お世辞抜きで絶品の出来映えだった。

「これなら毎日でも食べたいよ。智花が作ってくれたと思うとなおさらだ」

「……ふぇ」

「い、いや！　毎日って変な意味じゃなくて！」

「ふぁ!?　す、すすすすすみません！　こちらこそ、また取り乱してしまって……うう」

　いかん、どうにも調ちよう子しが狂ったままだ。

　でも、予行練習に関しては間違いなく成功だろう。多少なりとも週末に向けての手て応ごたえを得てもらえた気がするし、あとは土ど曜よう日びに紗さ季きの指し導どうを受ければ、きっと楽しく当日を迎えられるはず。

　五年生の動向など気になることもあるけど、なによりもまずは、俺おれたちらしくお祭りを堪たん能のうしないとな。
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　迎えた土曜日。朝練を終えた足で、約束通り『なが塚つか』研修会を受けに会場である三み沢さわ家けを訪問する。使わせて頂く調理場は家庭科室並に広くて、ここでなら不自由なく技術を磨くことができそうだ。紗季だけでなく、恵まれた環かん境きようを貸してくれた真ま帆ほにも改めて感かん謝しやせねば。

「それじゃ、さっそく始めましょうか」

「おー。よろしくおねがいします」

　ぽんと手を鳴らし、純白のかっぽう着を纏まとった五人を率いる紗季。

「まずは……あら？」

「およ、誰だれか来たみたい。やんばるかな？　……はーい！」

　しかしその直後、突然室内に心地ここちよい鈴の音が響ひびいて説明が止まる。どうやら外からの合図みたいだけど。

「──みなさま、本日はようこそいらっしゃいました」

「あ、おかーさん」

　真帆の声に応じるようなタイミングで扉が開き、中にいらしたのはメイド服姿の女性二名。一人ひとりは真帆の予想通り久く井い奈な聖ひじりさん。そしてもうお一方は、このお屋や敷しきの実質的最高権力者との呼び声も高い、三沢萌め衣いさんだった。

　いやはや、それにしても未いまだにこの方と真帆が親子であるという事実に驚おどろいてしまう。確たしかに二つ結びの栗くり色いろの髪と透き通った瞳ひとみはうり二つなのだが、その凜りんとして静せい謐ひつな立たち居い振ふる舞まいが、普ふ段だんのパワー全開な真帆といまいちうまく結びつかないというか。

「お邪じや魔ましています萌衣さん。いつもワガママなお願ねがいばかりをして本当にすみません……」

「いいえ、大歓迎ですよ。むしろいつも真帆を正しく導みちびいてくれて、紗季にはとても感謝をしています」

「いえっそんな、私には過ぎたお言葉です！」

　などと思っているうち、紗季が小走りに駆け寄って深々とお辞じ儀ぎ。萌衣さんもかすかに口角を上げ、娘の友人の礼儀正しさを喜びながら颯さつ爽そうと応じる。

「謙けん遜そんしなくとも良いですよ。普ふ段だんからお店の手て伝つだいや家事に進んで取り組むその立派さ。毎度の事ながら真ま帆ほと同じ小学六年生とは思えません。差が付いたのは、私の教育のせいでしょうか……」

「ほ、本当に褒ほめすぎですってば」

　なるほど。よくよく考えてみれば、紗さ季きと萌め衣いさんってかなり波長が合いそうだよな。呼び捨てなのも高圧的な印象ではなく、むしろよき理解者同士として対等に話している感じだし。

「……むー」

　あれ。そんな二人ふたりを見て、真帆は微妙に不ふ機き嫌げんそう。これはもしかして……ジェラシー？

「ねーねーサキ！　さっさとはじめようよ～！　サキがやりたいってみんなのこと集めたんでしょ！」

「……真帆。どうして貴女あなたはいつもそう落ち着きがないのです。なんでも急せかそうとするのは悪い癖くせです」

　その推測が定かかどうかは分からないが、真帆が唐突に紗季に対して不服を露あらわにしだした。連れん鎖さ的てきに、嘆いて溜ため息いきをもらす萌衣さん。

「………………むぅ～」

　結果、真帆の頰ほおは焼きたてのお餅もちみたいにぷっくり。あはは……なんだろう、このもどかしくも微笑ほほえましい感じ。智とも花かと愛あい莉りも同じ事を思っているのか、揃そろって困り笑いを浮かべ顔を見合わせている。

「おー？」

　ひなたちゃんは天使なので嫉しつ妬とという概念すら持ち合わせていないため、いまいちピンときてないようだ。

　それはそれとして、この後どうなるか多少心配ではある。やり場を失った激げき情じようを真帆はどう扱うか。もし、喧けん嘩かなどに発展するなら止めなくちゃいけないよな。

「──ふんだ！」

「あら？　……ふふっ」

　動向を注目した結果、真帆の取った行動は『久く井い奈なさんのロングスカート内に侵入し、立てこもる』という謎なぞを孕はらんだものだった。

　……いや、そこまで謎でもないか。言葉にするのは難むずかしいけど、俺おれも何となく気持ちはわからないでもなかった。

　念のため言っておくけど『俺も久井奈さんのスカートに飛び込みたい』という意味ではないぞ、断じて。ただ真帆は、隠したかったのだろう。うまく気持ちが伝えられず裏腹な行動をとってしまう、自分自身を。

「何をしているのです……」

「おかーさんはもう帰ってよ～！　あたしたち、今からケンシューなの！　いそがしいの！」

　スカートを挟んだ、親子の会話。シュールな光景だけど、妙に胸が温かくなる。

「奥様、ここは私が」

「…………そう。仕方ないですね。申し訳ありませんが任せます、久く井い奈な」

「はい」

　真ま帆ほを庇かばう久井奈さんはどこか嬉うれしそうでもあり、誇らしげでもある。自分をあてにしてもらえたのが、まさしく光栄なのかも。

「それでは、皆様。またのちほど。真帆のわがままに困ることもあると思いますが、何なに卒とぞよろしくお願ねがいします」

「いえ、いつも楽しくさせてもらっています！　今日きようは本当にありがとうございます！」

　そうして、部へ屋やを後にする萌め衣いさん。ほどなく真帆もほふく前進で久井奈さんの足元から這はい出てきた。

「真帆の家だから床は綺き麗れいでしょうけど、もう一度手を洗ってね」

「わかってるよ～っだ！」

　呆あきれ笑いの紗さ季きにあかんべーして、わざわざ少し離はなれたところの蛇口を使いに行く真帆。んー、まだ少し表情が硬いか。

「まったく、真帆だって良い子なのにな～」

　衝しよう動どう的てきに、俺おれは真帆に歩み寄ってそっと頭の上に手を置く。萌衣さんに異を唱える気なんてさらさらないんだけど、今はストレートな『味方』になってあげるのがいちばんのような気がした。

「だよねだよね！　なのにおかーさん、いっつもサキばっかりひーきしてさー！　ほんとはあたしより、サキがこどもだったらよかったのかも……」

　そんなわけない。だから笑って否定しようかとも思ったけど、

「…………」

　横顔が、わりと本気で不安そうにも見えたので考えを改める。

　どうやらここは論ろんより証拠が必要な場面か。

「じゃあ、今日きようこの後萌衣さんに見てもらおうか。真帆が、紗季に全然負けてないってところをさ」

「…………………………どうやって？」

　お。努めてさりげなさを振ふる舞まっているけど、その実興きよう味み津しん々しんとみた。

　手て応ごたえを感じ、俺はおもむろに紗季と目配せ。

「……ふふ。それじゃ真帆、そろそろ研修会を始めるわよ。あんたもしっかりお好み焼きが作れるようになるまでビシバシいくから、覚悟してね。目標、私と同じレベル！」

「…………!!　あたしも、サキみたいに。…………ふふん、いーともさ！　やったろーじゃん！」

　さすが察しの良い紗季は、すぐさま意図を汲くんでくれる。真帆の方も思うところがあった様よう子すで、気合いを露あらわにしながら駆け足で五人の輪わに帰き還かんしていった。

「真ま帆ほさま、みなさま。どうか頑張って下さいませ。他ほかに必要なものがございましたら私が調ちよう達たつしますので、なんでもおっしゃって下さい」

　その様よう子すを見つめながら久く井い奈なさんが慈愛の籠こもった瞳ひとみで微笑ほほえみかけ、

「わーい。みんなでいっしょに、おこのみやき名人になる」

「私たち一人ひとり一人が、紗さ季きと同じくらい上じよう手ずに焼けるように……」

「難むずかしいと思うけど、その気でがんばらないとだねっ」

　ひなたちゃん、智とも花か、愛あい莉りもそれぞれが高い目標を言葉にして、互いが互いを鼓こ舞ぶしあう。

「俺おれも本番に向けて、必死で仕事を覚えないとな！」

　さあ、明日あしたのため。それにもう一つ、急きゆう遽きよ加わった新たな目標のため。『なが塚つか』研修会にフルパワーで参加させて頂こう。







　……と、非常に大きな志で取り組み始めたは良いが、一時間ほど経過した辺りで不肖長は谷せ川がわ昴すばる、涙のドロップアウトである。

　いや！　断じてやる気がなくなったとか、心が折れたとかそういうわけではないのだが、いかんせん包丁の扱いにおいて俺のレベルが周りと比して低すぎた。さすが小学生たちは現在進行形で家庭科の実習を受けてるだけあり、みんな基き礎そ的てきな技術に関してはいちいち復習するまでもない。対してこちらはみじん切りのやり方から手取り足取り教えてもらわねば先に進めぬ状況なので、合同で取り組むにはまさしく足手まといなのだ。

　そのため現在俺はひとり輪わを離はなれて、久井奈さんのマンツーマン指し導どうでキャベツの粉砕スキルを磨いている次第。当日も、なるべく皿洗いなどの単純労働を買って出た方が全体の効率がよくなりそうだ。

「情けなや……」

「ふふ、そんなことはありませんよ。うちのクラスでも男子はみんな家庭科苦手ですし、それにこの短時間ですごく刻みが丁てい寧ねいになってます」

　思わず独り言を漏らしてしまうと、ちょうどこちらを気にかけていたらしい紗季が笑え顔がおで否定してくれる。レベルアップの度合いはさておき、気き遣づかいの嬉うれしさでわりと元気が出た。

「ありがとう。せめてこの作業くらいは、明日あしたまでに手て伝つだえるようになっておくよ」

「もう充分、お役に立てると存じますよ。さすがすばるんさまです」

　向かい側から俺の手元を見つめてくれている久井奈さんも、にっこりと太鼓判。とはいえ、同じ時間内で対面のボウルには既に五倍量くらいのキャベツが蓄ちく積せきされているのだけど。トップクラスであろう料理スキルをお持ちの方と比べるのもおこがましいだろうが、この歴然たる差を見たらなかなか自うぬ惚ぼれるのも難むずかしい。

　まあ、自分のことは置いておこう。肝心の子どもたちであるが、四人ともその上達っぷりは素人しろうと目めにも惚れ惚れするめざましさだった。

「とー。ぶたたまさん、くるっとな」

「ひなちゃんすごい！　もうなんどひっくり返しても失敗しないねっ」

「愛あい莉りもとっても上じよう手ず……！　私も負けないように……えいっ。……ほっ。うまく出来た」

　ひなたちゃん、愛莉、智とも花かの順で繰くり出されたコテ捌さばきには、もはや貫かん禄ろくさえ感じられる。その無む駄だのないスマートなフォーム、まさしく紗季から伝承された職しよく人にん芸げいだ。

「良い感じ。三人とも、それだけできれば充分合格点だわ」

　師匠本人も恍こう惚こつの表情を浮かべ、仲間の情じよう熱ねつに感服の様よう子す。今焼いているのは新作メニューではなく、もっとも基本となる『豚玉』だが、難なん易い度どは変わりない。間違いなく明日、三人は紗季と同等に近い活かつ躍やくができることだろう。

「さあ、真ま帆ほの番よ」

「……おうよ」

　残るは、あと一人ひとり。輪をかけて念入りに作業を進めていたためワンテンポ遅れての『返し』だが、工程に挫ざ折せつがあったわけではない。間違いなく真帆が単身で具材を合わせ、鉄板に流しこみ、成形したお好み焼きが、今まさに栄光に向けての最終競きよう技ぎに挑む。

「おりゃー！」

「……うん、ＯＫ！」

「いよっし！　へへーん、どーだ！　紗さ季きじゃなくたって、あたしだってちゃんとひとりでお好み焼きつくれるもん！」

「ふふ、そうね。とりあえずは、素直に認めてあげる」

　勢いよくコテが舞まい、なんの危なげもなくムーンサルトを果たした豚玉。

　よし、あとはソースとマヨネーズで味付けをすれば、誰だれの手も借りず真帆が自分の力だけで作り上げた手料理の完成だ。

「みんな、さすがだね！　よーし真帆。さっそく盛りつけて、萌め衣いさんに食べてもらおう」

「…………うんっ」

　ごくりと喉のどをならし、真剣極まりなく頷うなずく真帆。

　大丈夫。愛まな娘むすめの手料理だ。母親の心にならば、絶対に届く。







「お、おかーさんっ！」

「……？」

　久く井い奈なさんのメイドネットワークを頼りにして、無事三み沢さわ家け本ほん館かんの廊下で家事に勤いそしむ萌衣さんを発見。じっと待っているのも落ち着かないし、真帆も望んでくれたので俺おれたちは調ちよう理り場ばから全員総出でここまで帯同させてもらった。

「どうしたのです、そんなに慌てて。……それは？」

　彫像にハタキをかける手を止め、歩み寄る萌め衣いさん。そしてすぐに真ま帆ほが両手で抱えている食器の存在に気付き、淡々と問いかける。

「あ、あたしが作った！」

「……真帆が？　紗さ季きの手て伝つだいをしたのですか？」

「いいえ。今回私は、そのお好み焼きに一度も触れていません。真帆が、材料を切るところから全部一人ひとりで仕上げました」

　紗季の補足を受けて、萌衣さんはほんの一いつ瞬しゆんだけ両の瞼まぶたを大きく開く。しかし感情に変化を見せたのはその一瞬だけで、すぐに普ふ段だんの静かな雰囲気を取り戻した。

「…………っ」

　リアクションが薄うすかったせいか、たじろいだ姿を見せる真帆。大丈夫だ、自信を持って。

「た、食べてみて！」

　全員で祈り念を送っていると、ようやく意を決して真帆は皿を前に差し出す。

　よし、よく頑張ったな。

「…………」

　静かに受け取り、続けて久く井い奈なさんから差し出された箸はしを構える萌衣さん。緊きん張ちようが廊下全体に伝わり、あちこちからごくりと喉のどの鳴る音が響ひびく。

　さくり、と萌衣さんの手元でほどけるお好み焼きの生き地じ。柔らかさをキープした、絶妙の焼き加減で仕上げられている証拠だ。

「……ど、どうっ？」

　無言のまま、ついに真帆の手料理が萌衣さんの口の中に運ばれた。はやる気持ちを抑えきれずに問う娘を、しばしの間無言の咀そ嚼しやくが焦じらす。

　さあ、感想を聞かせてあげて下さい。きっとその一言で、真帆は心から安心できるはず。

「久井奈」

「………………………………え？」

　眼まな差ざしに期待を乗せ、静かに見守っていた俺おれたちの前で、萌衣さんはあまりにも予想外の行動に出た。

　真帆が丹精込めて作った好み焼きの残り全部を、なんと一口食べただけで久井奈さんに手渡そうとしたのだ。

「っ!?」

　ショックを隠しきれず、歯は嚙がみして俯うつむく真帆。まさか、そんな……。厳きびしい方なのは理解しているが、このひと皿を『食べる価値無し』と判断したというのなら、それはあまりにもむごすぎる評価ではないか。

「お、奥様!?」

「どうしたのです、久く井い奈な。受け取って下さい」

「しかし！」

「早くしてくれないと…………せっかくのお好み焼きが冷めてしまいます」

「…………………………ほぇ？」

　もはや、泣き出す寸前だった真ま帆ほ。しかし、たった今萌め衣いさんの口から発せられた言葉のおかげで、その顔が僅わずかに持ち上がる。

　……ふふっ。そりゃ、そうだ。僅かでも心配してしまった自分が、なんだか情けない。

「奥様、それはつまり……」

「つまりもなにも、娘がこんな丁てい寧ねいに焼いてくれた素す晴ばらしいお好み焼きを、廊下で立って食べるなんて無礼は許されないでしょう。食堂に運んで下さい。その間に、私は手を洗ってしっかり身を清めたいので」

「…………あ！」

　俄が然ぜん、女バスメンバー全員の顔がぱっと華やぐ。いや、それだけではない。久井奈さんはもちろん、いつの間にか心配して集まってくれたのであろう他ほかのメイドさんたちも一斉に表情を綻ほころばせ、母と娘の気持ちが通じ合った瞬しゆん間かんに彩りを添えている。

「お、おかーさん。……え、えっと」

「すごいですね、真帆。こんなに美お味いしいお好み焼きを作れるようになっていたなんて、驚おどろきました。そして、さっきは子ども扱いしすぎてごめんなさい。……成長、していますよね。真帆だってちゃんと。もちろんそれは分かっているのですが……いつもつい、癖くせで」

　ばつが悪そうに眉まゆ尻じりを下げながら、今まで見た中で最も明めい確かくな笑えみを浮かべる萌衣さん。

　その表情は……ああ。真っ正面からきらきらとした瞳ひとみで母親を見上げる娘と、まさしくうり二つだ。

「おかーさん！　おかーさんおかーさんおかーさんっ！」

「……あら、甘えん坊なのは相変わらず。コーチさんや同級生の前で恥ずかしくないのです？」

「今はいーの！　恥ずかしくないのっ！」
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　やがて、感極まり全身で抱きつく真帆。そんな様よう子すを見つめながら、俺おれたちもまた一つ素す敵てきな思い出を心に刻むのだった。





＊






「いやはや、本当に胸が熱あつくなるな……」

　感動を反はん芻すうしながら、俺は単身で三み沢さわ家けの廊下を歩く。美しき親子愛を拝見し、なんとなく身も心も清らかになったような気分だ。




　さて、ところで今、俺おれの右手には真ま帆ほのパンツが握りしめられている。




　うむ、わかってる。心温まるエピソードが台無しだな？

　だがしかし、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ。この機きを逃のがすわけにはいかない。秋の京きよう都と旅行で断行したひなたちゃんのパンツ返却大作戦。そちらの方は無事成功を収めたのだが、あろうことか入れ替わりで持ち帰る羽目になってしまった『しましま案件』。こいつを有るべきところに戻すならまさにこの時。

　そんなこんなで、広大な邸宅内にてソロクエストを遂行している最中なのであった。

　なお、子どもたちは引き続き厨ちゆう房ぼうに籠こもり、明日あした出す新作メニューの最終協きよう議ぎに熱ねつを入れている。そして俺が席を外したのは当の五人からのリクエストである。なんとも有あり難がたい話だが、完成した新作の試食第一号を、お祭り当日俺に勤めて欲しいのだという。よって新しん鮮せんな印象を保つためにも、明日までメニューのネタばらしは避けたいというのが皆の共通意見。

『ごめんだけど、すばるんは少しだけバスケして待ってて！』

　そんな真帆の言葉に快く頷うなずき、ボールとしましまパンツを抱いて外に飛び出したのだ。

「……最低すぎる」

　そもそも我ながら表現に語ご弊へいがあった。実際のところ、手に持っているのは各種荷物を詰め込んだ鞄かばんであり、なにも抜き身のパンツを生づかみしているわけではない。そんな一発アウトにも程がある装備でうろついたら今ごろは三み沢さわ家けのメイドさんに通報されて事情聴ちよう取しゆの真まっ只ただ中なかだろう。あるいは真ま帆ほのお父上である風ふう雅がさんに乱らん舞ぶ系けいの超必殺技を賜たまわった後か。

　まあ、風雅さんは今日きようも出張でお留守とのことなので、後者の可能性は低いけど。

「おっと。確たしかあそこだ」

　各種バッドエンドを想像し震ふるえながら歩いていくうち、目当ての扉の前に無事たどり着く。真帆の自室ではない。乙おと女めの部へ屋やに無断侵入するというのは罪が二重になる気がして憚はばかられたので、返却ポイントは別の『自然』そうなところに定めた。

「うん、正解」

　どなたかの眼めがないか注意深く確かく認にんしてから扉を開けると、待ち構えていたのは数台の洗せん濯たく機き、それに学校の水飲み場のように並んだ水道の蛇口だ。クリーニング室とでも言うべきか。正確な名称はわからないが、この部屋の存在は以前皆でかくれんぼをしたときに偶然知った。

　ここならば、パンツが落ちていてもまったくおかしくはないはず。

「さて、あとは置き場所だけど……」

　可能な限り、メイドさんの不手際と思われるような残し方は避けたい。論ろん外がいだが、床に放りだしたら後で誰だれかが怒られてしまうかもしれない。なるべく、取り込みそこねても不ふ思し議ぎはないイレギュラーなところで、なおかつちゃんと見つけてもらえるような……。

　──がちゃり。

「っ!?」

　余計な思考を重ね長居してしまったことが、大ミスに繫つながる。部屋の中心で腕組みをしていたさなか、唐突に外からドアノブが捻ひねられる音が聞こえ、俺おれは反射的に一番奥の洗濯機の陰かげに滑り込む。ま、まずいぞ、誰かが来てしまった。

「…………」

　とんとん──と、穏おだやかな足音はまっすぐこちらに近付いてくる。このまま鉢合わせになってしまったら、なぜこんなところにいるのか言い訳も難むずかしいし、明らかに絶体絶命のピンチ……！

「…………（あ、この扉！）」

　もはやこれまでかと諦あきらめる寸前、すぐ近くの壁かべにもう一つ奥に続く部屋があることに気付く。しかも神の思おぼし召しか、半開きだ。これならあまり音をたてずに忍び込める！

「……っ」

　思うが早いか一いつ瞬しゆんで移動を完遂し、小さく息を漏らす。以前のかくれんぼの時にもそういえば確かく認にんしていたが、中は浴室だった。三沢家のお風ふ呂ろにしてはやけにこぢんまりとしていて、一般家庭にあるものと変わらない広さだ。根拠のない推理だが、洗濯機で洗いきれないような大物を扱うのに都合が良いから、あえて大浴場とは別に設置してあるのかも。

　だとすれば、使用頻ひん度どはかなり低いはず。ここを覗のぞき込まれる心配は……ないと信じたい。

「……………………」

　息を潜ひそめ、暗い室内でじっと待たい機き。ドアの隙すき間まからは、衣きぬ擦ずれの音が幽かすかに聞こえてくる。洗せん濯たく機きに布を放り込んでいるのだろう。それならば、たぶんこちらには──。

「!?」

　安あん堵どしかけた矢先、最悪の事態が発生した。なんと、浴室に電灯が点ともされてしまったのだ。そんな馬ば鹿かな、と嘆く間もなく、さらに続けざまゆっくりと足音が近付き、扉が開け放たれ、

「──まぁ。どうなさいました、すばるんさま」

　俺おれは、久く井い奈なさんと涙の対面を果たした。

　もちろん、久井奈さんであったことは不幸中の幸いだろう。他ほかのメイドさんならば、申し開きするチャンスすらなかったかもしれない。

　だがしかし、別の理由でもはやここに救いなどない。

　なぜなら久井奈さんは今、正面をハンドタオル一枚で隠しているだけの、一糸まとわぬ姿なのだから。

「あ、あああああああの」

「道に迷われたのでしょうか？」

「そ、そそそそそそその」

「それとも、運動をなさるとおっしゃっていたので汗を流しに？　くす、それでしたらどうぞご遠えん慮りよなく、大浴場を使って下さってかまいませんよ。こちらは、使用人専用ですので」

　し、しまった。このお風ふ呂ろは、久井奈さんたちメイドさんがお使いになるためのものだったのか。安全を求めたつもりが、その実いちばん『アウト』なところに足を踏み入れてしまっていたらしい。

　……って、よくよく思い返せば『迷ったのか？』という問いにすぐ返事をしておけば危機から抜け出せたのでは……!?　ああ、自らチャンスを潰つぶすとはなんと愚かな。

「と、とりあえずどうか、服を着て下さい！」

「あら、これは失礼しました。この格好で大浴場までご案内するわけには参りませんものね」

　そう言って、久井奈さんは深々とお辞じ儀ぎを──

「ノー!!」

「えっ？」

　もはや手段も選んでられず、俺は両手で久井奈さんの肩を抱き、有無を言わせず上体を起こしてもらう。ハンドタオルを持っただけの状態でぺこりと頭を下げるという行為が、どれだけ機き密みつ保持に対して脆ぜい弱じやく性せいがあるのかお願ねがいだから気付いて頂きたい……！

「久井奈さん、もっとご自分を大切になさって下さい」

「そ、それはどういった……？」

　両手を添えたまま真しん摯しに説得を重ねるが、目の前の女性はまったく合が点てんがいっていないご様よう子す。天然……というとなんだかバカにしているみたいだから避けたい表現だが、この方、ときどき妙に浮うき世よ離ばなれした反応を見せることがあるような。

「男の前でいたずらに素肌を晒さらすのは、避けるべきかと」

　なんだか泥どろ棒ぼうが家主に防犯上の不備を指摘しているかのような構図だ……。しかし、ダイレクトな言葉でないと届きそうにないので、あえて『お前が言うな』のそしりを覚悟する。

「そんな、お気き遣づかいありがとうございます。でも、大丈夫ですよ。すばるん様には真ま帆ほ様やもっかん様たちのような女性がいつも傍そばにいらっしゃるので、私などものの数に入りませんでしょう？」

　ど、どうしよう……。真帆たち五人は小学生ですよ！　と声高に叫びたい気持ちもあるが、現状として優ゆう先せんすべきは、

「そんなわけありません！　久く井い奈なさんがそんな格好でいらっしゃって、気にも止めない男などいるはずがないです！」

　まず、ご自身の危うさに気付いてもらうことか。

「えっ」

　そう思って久井奈さんの瞳ひとみをまっすぐ見つめながら伝えると、ようやく表情に小さな変化が。

「あ、あの……。ひとつ、確かく認にんさせて頂きたいのですが。す、すばるん様の眼めに、私は……その。……異性として、映っているのでしょうか？」

「当たり前でしょう！」

「し、しかしですが！　……メイド、ですよ？」

「久井奈さんはメイドである前に、ひとりの女性です！」

　だんだん自分でも何を口走っているのか分からなくなってきつつあるが、とにかく思い浮かんだ言葉を全すべてそのまま伝達する。

「…………………………は、はゎ」

　すると、唐突に久井奈さんの顔……というか全身が桃もも色いろに染まり、あわあわと手が添えられた口元から今まで聴きいたことのないような高い声が漏れ出た。

「……やっと、気付いて下さいましたか」

「こ、こここここここれは、た、たいへん、はしたない姿を……ど、どど、どうしましょう」

　ようやく立ち位置も、正しく男女のそれに。普ふ段だんのクールな印象からほど遠い動揺に罪悪感が激はげしくぶり返すが、とにかくこれで素肌を隠して頂くという目的は達成できそうだ。




「──あら、騒さわがしいと思えば」




　と、安あん堵どしたのもつかの間。まさかこれ以上の『最悪の事態』が訪れようとは、さすがに想像すら出来なかった。

「め、萌め衣いさん!?」

「お、奥様……!?」

　唐突に、再び開いた浴室のドアから視し線せんを注ぐ真ま帆ほの母君を前に、全裸の久く井い奈なさんと、その肩を抱き止めたままの俺おれは全身を硬直させ全すべての動きを止める。

　絶望的だ。どう好意的に解釈して頂いたとしても、このシチュエーションが不問でスルーされる可能性など無に等しい。そればかりか、久井奈さんにも何かしらご迷惑をおかけしてしまう結果にさえ繫つながりかねない。

「久井奈」

「は、はいっ……」

　名を呼ばれ、青ざめた顔で背筋を伸ばす久井奈さん。もはや万事休すといった感じの諦てい観かんを目まの当あたりにして、どうお詫わびを告げて良いかわからない……。

「とても立派です」

「……………………えっ。お、奥様？」

　しかし、そんな後悔をすり抜けるように、萌衣さんが見せたのはまさかの微笑ほほえみだった。

「昴すばるさんの、お背中を流して差し上げようとしていたのでしょう？　聴きけば、真ま帆ほに自力でお好み焼きを作るよう持ちかけて下さったのも昴さんだとか。おかげで私も、娘の成長をたっぷりと味わうことが出来ました。何か、ご奉仕でお礼をしなくてはとちょうど考えていたのです。命じずとも私と志を同じくしてくれる久井奈は、さすがですね」

　……その発想はなかった。

　し、しかしながらこれは地獄に仏というやつか？

　迷いつつ久井奈さんに視線でご意見を求めれば『話を合わせましょう！』という力強い眼まな差ざしが。ええい、やむなし。自分の罪を棚に上げるのは心苦しいが、久井奈さんを巻き添えにするというシナリオだけは避ける必要がある。

「そ、そうなのです。どうしてもご奉仕させて頂きたくて」

「で、でもやっぱり申し訳ないような……」

「遠えん慮りよは必要ありませんよ、昴さん。むしろ人の役に立てることこそ、久井奈の喜びなのですから」

「はい！　ぜひご奉仕させて下さいませ、すばるん様！」

「それにしても久井奈、どうしてこちらの浴室なのです？　大浴場を使えばいいものを」

「っ!?　し、使用人として、あちらに入るわけには……！」

「妙なところで頑固ですね……。お客さまと一いつ緒しよなら問題ないでしょうに。まあ、そこまで準備が出来ているのなら今さら移動も手間でしょう。さ、昴さん。どうか久井奈のため、そして私のためにも、ご奉仕を受けて頂けませんか？」

「きょ、恐きよう縮しゆくですが、では……」

　これは、遠えん慮りよで逃れきるのは難むずかしそうだ。観かん念ねんして、俺おれはいったんクリーニング室に戻り服を脱ぐ。よくよく見れば、すぐ近くの棚に脱衣用のカゴとバスタオルが設置されているな……。もう少し冷静なら、この浴室が本来の用途で利用されていることなどすぐに察することができたろうに。

　ともあれ、まずはこの試練を乗り越ねば。恥を忍んで腰にタオル一丁だけを纏まとい、再び浴室に戻る。ひとまず、萌め衣いさんが満足して立ち去るまで久く井い奈なさんに辛しん抱ぼうしてもらおう。

「そうです。石せつ鹼けんはしっかり泡立ててから使って差し上げて」

「…………は、はいっ」

　ところが萌衣さん、一歩も動く気け配はいなし。ど、どうもこの感じ、最後まで久井奈さんのご指し導どうに当たる心こころ積づもりでは。

「……久井奈、行ぎよう儀ぎが悪いですよ。なぜ片手で作業しようとするのです。きちんと両手を添えないと昴すばるさんに失礼でしょう」

「…………………………も、申し訳ありません、奥様」

　久井奈さんが片手なのは、もちろん小さなハンドタオル一枚で身体からだを覆おおいながら困こん難なんに挑んでるためだ。ふと、もしかして萌衣さん、全部分かった上で遊んでいるのではという予感がよぎったが、真ま帆ほから聴きいた話や普ふ段だんの仕し草ぐさなどから判断するに、その手の悪戯いたずらを好む方ではなさそうなんだよな……。全すべては生き真ま面じ目めさ故の、暴ぼう走そうか。

「…………すばるん、様」

「は、はい！」

「私とて、三み沢さわ家けメイドのはしくれ。奥様の前……いえ、お客さまの前で、いい加減な仕事はできません」

「く、久井奈さん？」

　困り果てていると、俄が然ぜん久井奈さんが頰ほおを朱あかく染めたまま、やけに真剣な視し線せんで正面の鏡かがみ越ごしに見つめてくる。

「つきましては……その。眼めを、閉じていて下さると助かります。……できれば、なるべく、ずっと」

「な!?」

　どうにも、嫌いやな予感がした。

　もしかしてこれから、とんでもないことが起こるのでは……？

　しかしひとつ確たしかなことは、もしご希望に添わなければ『ますます取り返しが付かなくなる』という一点のみだ。

「わ、わかりました！」

　こくこくと何度も頷うなずきながら瞼まぶたを閉ざすが早いか、久井奈さんの喉のどがごくりと鳴る。

「……ご厚意、感かん謝しやいたします」

　そして。

　──はらり、と何か布のようなモノが浴室の床に落ちる気け配はいが。

　もう、何もかも考えるのは止やめよう。後ろを意い識しきするな。意識したら、久く井い奈なさんの覚悟が無む駄だになってしまう。

「し、失礼します」

　ついに、背中にぴたりと温かな感触が宿る。

　と、というかこれ。布やスポンジのようなものの存在が感じられないのだが……まさか、直じか手て──!?
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　い、いや！　気のせいだ！　考えるな！

「そうです。ゆっくり、丁てい寧ねいに」

「…………はいっ」

　萌め衣いさんのご指し導どうに従い、久井奈さんの両手が俺おれの背で円運動を繰くり返す。次第にその動きは肩口まで上昇し、そこから両腕をなぞるように前へ──




　──ぷにゅん。




　い、今なんらかの豊満な柔らかさが背の中心に…………考えるな、何も！

「お、お手を拝借いたします」

「ど、どうぞ！」

　続いて、右の手のひら全体が優やさしく包み込まれる。気配を察するに、久井奈さんは中腰になって俺の頭の上に覆おおい被かぶさるような、たいへん危険な体勢を取られている気がしてならないが、しかし既に長は谷せ川がわ昴すばるは生物と鉱物の中間と化し、考えるのを止めている。

「次は、左を……きゃっ!?　も、申し訳ありません！」

「ななななな何も問題ありません！」

　右手を洗い終え、逆の手に移ろうとした久井奈さんが足を滑らせたらしく、後頭部から背中の全域にかけて肌と肌が触れ合うしっとり温かな感触が伝わろうとも、考えるのを止めているので気にならない。

　……うそです。死ぬほど気になります。ああもう、久井奈さんにはこの後どうお詫わびしたら良いのか。普ふ段だんミスなんて絶対にしない方が何もないところで躓つまずくあたり、ご本人も激はげしく動揺されていらっしゃるのは明めい確かくだし、罪の意識で存在ごと爆ばく散さんしてしまいそうだ……。

「お疲れ様でした、久井奈。昴さんにもきっとよろこんで頂けたことでしょう」

「お、恐れ入ります」

　やがて、たっぷり十分以上かけた久井奈さんのご奉仕に萌衣さんが満足を示し、浴室を引き上げて下さったあとも、お互い心身とも衰弱したせいかすぐには身動きが取れなかった。

「……ええと、あの。ごめんなさい」

「私の方こそ、とんだご迷惑を……。そ、その……お気に召して頂けましたか？」

　ようやくかろうじてタオルを拾い上げた久く井い奈なさんが、恥じらいを顔全体に宿した上うわ目め遣づかいで尋たずねてくださる。

「そ、それはもう……！　すごく、気持ちよかったです」

「でしたら、冥みよう利りに尽きます」

　ああ、ここでそんな微笑ほほえみを見せないで下さい……。申し訳なさを積つみ上げつつ、この人こそメイドさんの鑑かがみであると、俺おれは感動に震ふるえるのを禁じ得なかった。

「すばるん様、このことは……真ま帆ほ様たちにはご内密にしておいた方が良いかと。その、誤解に繫つながるとよろしくないですし」

「く、久井奈さんの一存に従います」

　居直る気はないのだが、これ以上迷惑はかけられないからな……。

　そんなこんなで秘密を共有し、ようやく外に出た俺たち。

「あ、すばるんとやんばるいた！　どこに行ってたの～？」

「ご、ごめん！　ちょっと道草しちゃってたよ」

　真帆たちと合流したのちも、しばらくはぎくしゃくとした空気が抜けきらなかったが、意い識しきしすぎたら逆に久井奈さんのご迷惑になるだろうし、なるべく早く平常モードに復帰できるよう俺おれも努力する。

「どうかな、新作のお好み焼きは完成した？」

「ふふ、ばっちりです！」

「明日あした、楽しみにしていて下さいねっ」

「おー。まずはおにーちゃんに、プレゼント」

「うまく焼けるように、みんなで頑張りますっ」

　準備の方はこれにて万端に調ととのったみたいなので、今日きようのところは解散。久く井い奈なさんの運転で、それぞれの家に送ってもらう。いやはや、本当に明日が楽しみだ。

「あの、すばるん様」

　最後に俺だけが残り、自宅にたどり着く直前。久井奈さんが静かに口を開く。もうその仕し草ぐさに、普ふ段だんと違うところはない。

「は、はい。なんでしょう？」

「……嬉うれしかったです。一人ひとりの女性とおっしゃってくださって」

「っ!?　あ、あの……ええと」

「くすっ。なんでもありません。もう、このお話は止やめましょう。嬉しかったのは本当ですけれど」

「…………わかりました。ただ、俺も噓うそを伝えたりはしていません」

「…………すばるん様は、やっぱり天然なんちゃらです」

　フロントガラスを見つめたまま、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる久井奈さん。いやいや、天然という意味ならきっと久井奈さんの方がウワテだと思います。

　しかし、なんだか今日は、普ふ段だん給仕なさってるときにはなかなか見られない表情をたくさん拝見してしまったなあ。

　そして、真ま帆ほのきらきらした笑え顔がおが何より忘れられない。申し訳ない粗相もしてしまったのに勝手極まるが、またしても思い出深い最高の一日を過ごせたとしみじみ感じ入る。




　……パンツも、どさくさに紛れて無事返せたしな。
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　ブラジャーをスマートかつエレガント、かつノーブルに無事取り返した数日後の土ど曜よう。葵あおいは翌日に控えた屋台出店の打ち合わせのため、雅まさ美みの実家である『寿すし藤ふじ』を訪れていた。

　店てん舗ぽ内ないのカウンターに面したテーブルに通してもらい、雅美以外の四人と言葉少なに待ち続けてそろそろ五分ほどが経過しただろうか。今は昼休みの時間で他ほかに来客はないが、てっきり雅美の自室辺りで説明を受けるものだと思っていたので少し萎い縮しゆく気ぎ味みの葵であった。子どもたちも同様なのか、あの椿つばきと柊ひいらぎでさえ行ぎよう儀ぎ良くちょこんと椅い子すに腰掛け、神妙に店内を観かん察さつしているほどだ。

　あとはもしかしたら、緊きん張ちようはこの出いで立たちにも起因しているのかもしれないなと、自らの胸元を見下ろす。到着するや、雅美から寸法のぴったり合った『寿し藤』の白衣を手渡され、全員で着替えてくるよう指示を受けたのである。かるい雑用を手て伝つだうくらいの気持ちでいたから、まさかここまで周到に用意をしてもらっているとは思わなかった。

「みんな、お待たせ」

　いろいろ考えているうちに、雅美が戻ってきた。服装は全員共通のデザインであるはずなのだが、雅美だけ妙に様になっているのはやはり着こなしてきた年季の差だろうか。

　まさに『いなせ』という単語に相応ふさわしく、背筋を伸ばして歩く雅美の姿に見とれながら、そんなことを感じる。

「え、なにこれ？」

　と、そんな彼女が運んできたのは氷水の張られた洗面器。それも一つだけではなく、何度も往復して人数分の器をテーブルの上に設置しはじめた。

　無性に、『場違い』な気分が葵の中に宿る。……なんだか、これではまるで。

「雅美のご友人方。今日きようは来て下さって、感かん謝しやする」

　意図を確たしかめるよりも早く雅美の後ろから聞き覚えのない男性の声が響ひびいて、葵たちは全員ではっと振り返る。

「よろしくお願ねがいします、お父とうさん」

　深々と頭を下げた雅美を見て、葵も慌てて立ち上がり一礼。四人も雰囲気に導みちびかれる形でそれに続いた。

　──雅美の、父上。すなわち目の前の男性こそ、この『寿し藤』の親方なのだ。なるほど、強い眼がん光こうと信念に満ちあふれたシャープな顔立ちは確かに雅美とよく似ているし、いかにも職しよく人にんといった感じの力強さを抱かせる。

「明日あしたの屋台を手伝って頂けるとのことで、前日からご徒労願って済まない。それでは早速『寿し藤』で働いて頂くための実習を始めよう。なに、弟子として雇うわけではないので必要最低限だ。三時間もあれば終わるだろう」

　──三時間!?　という無言の叫びを驚きよう愕がくの表情に乗せ、顔を見合わせたのは椿つばきと柊ひいらぎのコンビ。むしろこの二人ふたりをして声が出なかった辺り、出鼻から威い厳げんに気け圧おされたなと葵あおいは苦笑する。かくいう自分も例外ではないが。

　いやはや、既に少しずつ予兆は感じていたものの、それにしてもまさかこんな本格的な修行を体たい験けんすることになるとは。もちろん親方の言葉通り、実際に寿す司し職しよく人にんを目指すとなれば三時間なんて序章にも満たない短さだろうが。

「みんな、がんばって付いてきて」

　深く頷うなずき、仲間を鼓こ舞ぶする雅まさ美み。この店で働く訓練となればこれくらいは当然といった様よう子すで、間違ってもだまし討うちを仕掛けたなどという後ろめたさは感じさせない。むろん葵とて騙だまされたとは思っておらず、ただ単に『寿司屋を手て伝つだう』という行為に対する認にん識しきが甘かっただけだと自覚はしているものの。

「ヤマトダマシイ、デスね……！」

　子どもたちもその辺は同じ気持ちらしく、怖おじ気けづく気け配はいこそあれど、不平不満は出てこない。逆にミミは憧あこがれの日に本ほん文化を体験できると知って目を輝かがやかせてるくらいだ。

「うん。……よろしくお願ねがいします！」

　葵も覚悟を決め、改めて一礼。こうなったらやるしかない。親方に認めて頂けるよう、しっかり店員として研けん鑽さんを積つもう。

「こちらこそよろしく。それではまず、食べ物を扱う上での基本の基本……衛えい生せい管理だ。最初に手をしっかり洗い、それから用意した氷水に三分浸して熱ねつを落とす。慣なれるまで少し辛つらいかもしれないが、頑張ってくれ」

　……その決意も、序の序の工程を聴きいた瞬しゆん間かんに揺らぎかけたが。

「こ、氷水に三分ですか……。もう十二月なのに……？」

　顎あごを落とすかげつに、葵も気持ちの上では同どう調ちようを禁じ得なかった。どうやらこの三時間、部活の猛特訓並みにハードな試練となりそうだ。







「これが、ジャパニーズ・シュギョウ……」

　予感は現実のものとなり、商店街が夕暮れを迎えた頃ころ、葵たちはもはや立っているのもやっとの状態だった。

　それでも、強く感じる。

　──今日きよう、ここに居ることができて、本当によかったと。

「ありがとうございました、雅美ちゃん、親方。……おかげでこれから、お寿司を食べるとき感かん謝しやを忘れずにいられそうです」

　しみじみ呟つぶやいて頭を下げると、疲れを忘れたように瞳ひとみを輝かがやかせた椿つばき、柊ひいらぎ、かげつ、ミミは微笑ほほえみつつもかぶりを振る。

「ちがうよ、葵あおいさん」

「お寿す司しだけじゃなくて、食べ物全部だよ」

「生き物の命を『いただく』って、すごく大変で、でも、だいじなこと……」

「だからこそ、ソマツにはできません」

「……そうだったね。うん。お寿司だけじゃなくて、食べ物全部だ」

　野菜のほんの切れ端や、出し殻と呼ばれるようなものであっても、決してぞんざいな扱いをしてはいけない。集中講こう義ぎの中、親方から受け取った情じよう熱ねつは、葵たちの食育において多大なる影えい響きようを与えた。

「私の想おもいが伝わって、嬉うれしく思う。これで明日あしたは安心して屋台を任せられそうだ。売り上げは気にする必要などない。ただ、『食べたい』とおっしゃって下さったお客さまの気持ちに誠心誠意応こたえられるよう、丁てい寧ねいな仕事を心がけてくれればそれで充分だ」

『はいっ！』

　誰だれの合図も必要とせず、綺き麗れいに揃そろう六つの声。……このお店のお寿司を、お客さまに届けたい。葵が抱える思いもまた、その一心だ。昴すばるや六年生たちと形の上で対立しなければならないことに気を揉もむのは間違いなかろうが、それでもなお、葵は『寿し藤』の店員として自分の出来うる仕事を全まつとうしなくてはと、崇すう高こうなる信念で誓うのだった。

「あは。とはいっても、紗さ季きたちには勝っちゃうでしょうけどね。……うちのお寿司が、負けるわけないもの」

　まあ、直じか弟子たる雅美本人の入れ込みは、そうそう単純に解消するものではなさそうだが。
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「おはようございます、長は谷せ川がわさん！」

「おはよう紗さ季き。みんなも」

　そして迎えた日にち曜よう日び。期待とトラブルへの不安を同居させながら、俺おれはすずらん通どおり商店街最寄りの駅に降り立った。

「こら～、おそいぞすばるん！」

「ごめんごめん、お待たせしちゃったね」

「おー。まだ五分まえだからだいじょうぶ」

　遅刻はしていないが、自分の到着が最後になってしまった模様。さすが小学生、日曜の朝でも元気いっぱいだ。もっと早く家を出るべきだったと反省しつつ、あまり恐きよう縮しゆくしすぎてもみんなを困らせるだろうから顔には出さないでおくことに。

「すみませんが今日きようもお世話になります。それではご案内しますね」

「うん。準備の方はどんな感じ？」

「順じゆん調ちようです。……けど」

　先陣を切ってくれる紗季に尋たずねてみたところ、どこか言葉に困ったような苦笑が返ってきた。これはいきなり禍か根こんの気け配はいかと、開店前の店てん舗ぽが並ぶアーケードの中を進みながら他ほかの四人とアイコンタクト。

「あっ、姉ねえ様さま」

「おー。かげ、おとなりさん？」

　はたして、目的地に到着するや、紗季が言葉を濁にごした理由をみんなすぐに悟る。

　お祭りのメイン会場となるのは、駅から数分歩いたところにある広場のようだ。そこに、すずらん通りの飲食店が屋台を出しているのだが、

「ふふん、遅い到着ね。これは準備の時点で勝負あったかしら？」

　──『なが塚つか』の看板の隣となりに躍おどる文字は、なんと『寿すし藤ふじ』。

　いかにもお寿す司し屋やさんといった白衣に身を包んだ雅まさ美みさん率いる五年生たちと、どうやら隣同士になってしまった模様なのだ。

「勝負も何も、今日はただお客さんに楽しんでもらうため、商店街のみんなでがんばる日でしょ。順位付けなんて、雅美がいつも勝手に騒さわいでるだけじゃない」

「でも売り上げはちゃんと数字になる。ごまかして逃げようったってそうはいかないわよ」

　呆あきれて嘆息する紗季に、あくまでも勝ち気な態度をとり続ける雅美さん。

「そーだそーだっ、ボクたちぜったい負けないもんね～！」

「おすしですし！　職しよく人にんのワザはちょーすごいですし！」

　さらに双子が同どう調ちようして嚙かみつき、前ぜん線せんの緊きん張ちよう感かんが図らずも高まってしまう。

「こ、困りましたね姉様……」

「まったく、けんかは『めっ』ですなー」

「ししょー。ニクシミは、なぜ生まれてしまうのでしょう」

「む、難むずかしい問題だね……。それとミミちゃん、もう、私の呼び方『ししょー』で決まっちゃったのかな……。や、やっぱり恥ずかしいんだけどなぁ」

　もっとも袴はかま田だ姉妹、それに智とも花かとミミちゃんの師弟コンビ（？）は相変わらず仲むつまじく、闘とう争そうはあくまで局地的なものでしかないのだけど。

「す、すばるん！　なんかあたし、今日きようあんまり目立ってないかも!?　も、もっとチョーハツした方がいいっ？」

「大丈夫だ。おしとやかでお姉ねえさんな真ま帆ほもすごく素す敵てきだ」

「そっか！　あはは、ならばよし！」

　場の空気に乗り損ねたと感じたらしい真帆を宥なだめることにも成功し、ほっと一息。確たしかにトラブルの傍かたわらで真帆が蚊か帳やの外というのは、わりと珍しい構図かもしれない……って、それは少し失礼か。

「昴すばる、おはよ」

「おお葵あおい。今日はがんばろうな、お互い」

「うん。必要なときは協力するから、なんでも言って」

　輪わを取り持つ意味も込めて来てくれたのであろう葵とも、穏おだやかに挨あい拶さつ。もちろん屋台にはそれぞれのお店から大人おとなの店員さんが指揮を執りに来てくれてるみたいだが、バスケ部のコーチ陣としてもなるべく和わ気き藹あい々あいとしたムードを演出し続ければ、雅まさ美みさんの興きようを削ぐことができるかもしれない。お手て伝つだいと平行して草の根の平和維持活動もがんばっていこう。

「ちょっと！　敵方と仲良くしないの！　もう戦いは始まってるのよ！」

　そんな気け配はいを察知したのか否か、会話を断ち切るように人差し指を突き出す雅美さん。その負けん気の強さ自体は決して悪い面ばかりではないとも思うのだが、いやはや難なん儀ぎである。

「……ねえ、雅美。今日はお互い、なるべくたくさんのお客さんに美お味いしい食べ物を召し上がって頂く。それで良いじゃない。勝ち負けなんて、私たちで争うことじゃないわ」

　俺おれも葵も困り笑いを浮かべてしまう中、一歩前に出て雅美さんと握手を求める紗さ季き。さすがひとつ年上なだけあってお姉ねえさんらしい慈愛がとても頼もしい。

「ふん！」

　しかし、鼻息の荒い今の雅美さんに対してその余裕は逆効果だったようで、反応はひたすらに冷め切っていた。

「ふざけないで。そういう台詞せりふは一流の職しよく人にんじゃないと言っちゃいけないのに、ナマイキよ！　今年ことしはお父とうさんと協力して特別なメニューを考えたんだから、もう絶対に負けたりなんて、しないん──もが!?」

　ついには自らの腕を振り上げ、握手を求める紗季の掌てのひらを払い飛ばさんという仕し草ぐさを見せた、その刹せつ那な。

「いつまで騒さわがしくしているの！」

　後ろから雅まさ美みさんの至近に迫った見知らぬ大人おとなの女性が、頰ほおをつねり上げてすんでの所で攻こう撃げきを阻止して下さった。

「あ、おはようございます。雅美のお母かあさん」

　その顔を覗うかがうや呟つぶやいた紗さ季きの言葉を聞いて、一息で納得。服こそ白いエプロンを纏まとった洋装だが、色白な肌や背筋の伸びた毅き然ぜんたる姿など、多くの相似が認められるその容姿。うん、疑うべくもなくこの方は雅美さんの肉親だろう。

「おはよ、紗季ちゃん。いつもごめんね、雅美がうるさくして」

「いえ、そんな」

「いふぁい！　おふぁーふぁんいふぁい！」

　頰を引っ張られたまま、涙目で抗こう議ぎする雅美さん。でも無理に逃れようとはしない辺り、母親に対しては普ふ段だんからわりと従順なのかもしれない。

「み、都みやこ先せん輩ぱい。可哀かわい相そうですよぅ」

　と、続けてもう一人ひとり、大人の女性が駆け付ける。こちらの声はもちろん聞き覚えがある。紗季のお母さん、永なが塚つか亜あ季きさんのものだ。

「あら亜季、いいのよ。ほんと迷惑かけてばかりの娘で困ったものだわ……」

「いえ、そんなっ。それはこちらこそですっ」

　親密そうに話すお二方の雰囲気には、ちょっとした予感を抱かせる特徴があった。いや、そんなもったいぶって語るほどのことではなく、誰だれにとっても明らかだろうが。

「紗季。紗季のお母さんと雅美さんのお母さんって、昔からの知り合いなの？」

「はい、大学の先輩と後輩だったそうです」

　なるほど、やっぱりか。もちろん後輩なのは紗季のお母さんの方だろう。

「……ね、昴すばる。もしかしたらお母さん同士の関係も、雅美ちゃんが紗季ちゃんに対して強く出たがる理由なのかもね」

　そう耳打ちしてくれたのは葵あおい。なるほど、母親は先輩なのに、自分はひとつ下の後輩。そのズレというか、逆転現象のせいで、紗季との先天的な関係に不満を覚えてしまう気持ちも分からないではない。

「あら、ご挨あい拶さつが遅れてごめんなさい。貴方あなたたちがバスケ部コーチの長は谷せ川がわ昴さんと、荻おぎ山やま葵さんね。いつも雅美がお世話になっています。母親の、藤ふじ井い都です」

「あっ、いえ！　こちらこそです！」

「いろいろ未み熟じゆくですけど、コーチさせて頂いてますっ」

　想像を働かせていたら、都さん（いきなり名前は無礼と思うが、紗季お母さんも雅美さんもいる場なので脳内ではそう呼ばせて頂くことに）の方から丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをされてしまった。いけない、本来こちらからご挨あい拶さつせねばならなかったのに。葵あおいと共に、慌てて腰を直角に。

「あの。昨日きのうはご自宅にもお邪じや魔ましてたんですけど、ご挨拶できずすみませんでした！」

「あれ？　そうだったのか、葵」

「うん、実習させてもらってた」

「ええ、旦だん那なから話は聴きいてたわ。私が買い物に出てただけだから全然気にしないで」

　屈託なく笑う都みやこさんは、両手を振りながら気さくにお話を続けて下さる。

「むしろ、この前の試合の時も私たちは到着がギリギリになっちゃって、しかも終わったらすぐ帰っちゃったからいつかお詫わびしなきゃって思ってたの。あの時は申し訳なかったわ。……雅まさ美みが紗さ季きちゃんとおなじ部活に入りたいって言ったときは驚おどろいたけど、すごく嬉うれしかった。いろいろご迷惑をかけてごめんね。この子、紗季ちゃんのことが好きすぎてツンケンしてるだけだと思うから。私としても、デレる良いきっかけになってほしいんだけど」

「そ、そんなわけないじゃない！　お母かあさん、変なこと言わないでよ！」

　それまでわりと神妙に頰ほおをつねられっぱなしだった雅美さんだったが、話題が紗季に及ぶといよいよ我慢の限界とばかりに拘こう束そくを逃れ、顔を朱あかく染めながら声を荒げる。

「べーっだ！　今日は絶対負けないから！」

「こら雅美！　どこに行くの！」

　そしてあかんべーを披ひ露ろうし、遠くに走り去ってしまった。どうせ戻ってこなきゃいけないだろうに、当座の緊きん急きゆう回かい避ひといったところか。

　はは、なんかいつもより子どもらしい振ふる舞まいを見せてもらえて、ちょっと和なごんだ。母親の前で、つい素の顔が出てしまったのかも。

　だとすれば、雅美さんもれっきとした小学五年生ということだよな。こちら側も、普ふ段だんから変に構えて接したりはしない方が良いのだろうか。

「さてと、ひとまずこの後の打ち合わせをしましょう。今日、屋台の方の監かん督とくはお母さんにしてもらえることになったわ。みんな悪いけど、母さんが困っていたら助けてあげて」

　そんなことを考えていると、紗季がぽんと手を叩たたいてきりりと眼鏡めがねの位置を直す。はは、言い間違い……ではないのだろうな。話によると亜季さんは俺の母親並か、もしかしたらそれ以上の『ドジ』癖ぐせ持ちらしく、事実目の前でお転びになる姿とかも拝見したことはあるのだけど。

「……うう、紗季ちゃんから信用がない。だ、大丈夫だよ！　今日はお母さん、絶対にミスなんてしないで役に立ってみせるから！」

「そう。それは頼もしいわ」

「うん、任せて！」

「ならまず……そのスカートについたままのクリーニングのタグを外してね」

「え……きゃ、きゃあっ！　お、お恥ずかしいです……」

　指摘されて亜季さんが下げた目め線せんを追うと、確たしかにスカートの横に黄き色いろい札のようなものがホチキスで留められたままだった。反応に困り、俺おれは葵あおいと微妙な笑えみを向け合ってしまう。

　さておき、『なが塚つか』の屋台は紗さ季きのお母かあさんともう一人ひとりの女性店員さんがメインスタッフで、あとは俺たちお手て伝つだい組という編へん成せいのようだ。これは思った以上に責任重大かも。

「こらー葵さん！　なんでそっちいんの!?」

「葵さんはボクたちのミカタでしょー！」

「あっ!?　ご、ごめんねすぐ戻る！　ん、じゃあみんな、また後でね。私からも、なるべくもめ事にならないよう気をつけるけど、役に立たなかったらごめん！」

　襟えりを正していると、背後から椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんの抗こう議ぎ。そこでようやく、違和感なく葵がこちら側に加わっている事実に気付いた。本人含め、全員で笑いながらしばしの別れを交わして、両陣営とも再び本来の配置へ。雅まさ美みさんも、気付けば店内に復帰していた。

　何だか葵にはスパイみたいな立ち位置を強しいてしまってるような気もするが、俺たちには敵対する意志がないのだからそんなに気にしなくても良いか。それより五年生に、葵が『仲間』としてしっかり認知されていることを有あり難がたく思う。でなければ、チームの統合など夢見ることすら叶かなわなかっただろうし。

「よし、それじゃあみんな、一日よろしくね」

「おー。こちらこそ」

「あたしたちの考えたサイキョーのお好み焼き、ばりばり売りまくろ～！」

「練習の成果を出して、ちゃんと役に立てるようがんばりますっ」

「昨日きのうの通りできれば、きっと上じよう手ずに焼けるよねっ」

　気持ちを切り替え改めて挨あい拶さつすれば、ひなたちゃんも真ま帆ほも智とも花かも愛あい莉りもやる気まんまんだ。どこか部活に臨のぞむときと似た高揚と緊きん張ちよう感かんが、実に心地ここちよい。

「隣となりも気になりますけど、何よりお祭りの雰囲気を楽しんで頂けたら嬉うれしいです」

　エプロンを結び直す紗季とも、にっこり頷うなずき合う。そうだな、まずはなにより普ふ段だん通どおり、みんなと過ごす時間をたっぷり堪たん能のうしよう。







「そうだ。そろそろ、今日きよう作るメニューについて聴きかせてもらってもいいかな？」

　身み仕じ度たくを調ととのえ、紗季主しゆ導どうのもとで一通り調理器具を準備し終わった頃ころ、俺は意を決して尋たずねてみる。

「ふふ、それじゃみんな。いよいよ最初の一枚に取りかかりましょうか」

「わは、さんせーさんせー！　そーしようぜぃ！」

「わーい。しようぜー」

　少し催促するみたいな形になってしまったかもしれないが、メニューによって自分がどんなお手伝いが出来るか変わってくるかもしれないし、早めに知っておいた方が良いだろう。

　なんて。正直なところ、ただ新作に興きよう味み津しん々しんだっただけという説もありますが。

「ありがとう。それじゃお願ねがいしちゃおうかな」

『はーい！』

　頭を下げる俺おれに、五人は声を揃そろえて挙手。いやはや、なんとも光栄の限り。小学生の半分は優やさしさで出来ており、残り半分には希望が詰まっているとは誰だれの言葉だったか。

　誰の言葉でもなく、今ふと思いついただけのような気もする。

「それでは、始めますねっ」

「えへへ、気に入って頂けるようがんばって作りますっ」

　智とも花かと愛あい莉りの声を皮切りに、流れるようなチームワークで持ち場につく五人。俺もまた後々のために、その一挙手一投足を凝ぎよう視しする。

「おっ？」

「とろーり、とろとろ」

　まず始めに、ひなたちゃんの手で鉄板の上へ白い生き地じが真円に伸ばされた。この時点で既にいつもとは行程が違う。なが塚つかのお品書きはいわゆる関かん西さい風ふうの『まぜ焼き』がメインだが、今回は生地にキャベツその他の具材を混ぜ込んでいない。

「そしてキャベツどばー！　でもすばるん、広ひろ島しま焼やきじゃないんだぜ？」

「関西のお好み焼き屋さんでも、こんな風に混ぜないで具を重ねていくお店もあるんですよ。この方が、今日きようの具には合うみたいなのでちょっと実じつ験けんです。ふふ」

　よほど俺が不ふ思し議ぎそうな顔をしていたのだろうか。生地の上にキャベツを載せたところで真ま帆ほと紗さ季きに解説をしてもらえた。なるほど、広島焼きでもなく、一般的なまぜ焼きでもない。これは今まで味わったことのない経験ができそうだ。いろいろ想像が膨ふくらみ、早くも唾だ液えきが溢あふれてきた。

「えへへ、そして、これが今回の主役ですっ」

　そう言って愛あい莉りが丁てい寧ねいに、かつ惜しげもなくたっぷりと載せるのは、見るからにぷりぷりした芝エビだ。下味が付けてあるのか、全体がうっすら琥こ珀はく色いろの光こう沢たくを帯びている。まぶされたみじん切りの野菜はおそらく白ネギだろう。さらに、その上から長めにカットしたニラと追加の生地を被かぶせ、ドーム上の蓋ふたを被せてしばし蒸し焼きに。

　ううん、この時点でとてつもなく美お味いしそうだぞ……。

「つ、次がちょっと難むずかしくて……」

　そう言って智とも花かが鉄板の傍かたわらに生卵を直接割り落とし、軽く混ぜて円形に整ととのえる。この工程は広島焼き風だ。確たしかに俺からすると非常に難なん易い度どが高い作業に思えるが、練習の賜たまものか智花は手早く半はん熟じゆくのまま卵の成形を終わらせてみせた。まるで普ふ段だんのバスケを見ているかのような大胆かつ的てき確かくなテクニックに、恍こう惚こつの溜ため息いきが漏れる。

「いよいよ仕上げね。じゃあ、最初は私が」

　次々と子どもたちの間で託されたバトン。アンカーは全員が信頼を寄せる紗さ季きが担う。ほどよく蒸し焼きにされた生き地じから蓋ふたを外し、その下にコテを滑り込ませ、迷いなく一気にひっくり返す。着地させるのは智とも花かが用意した卵の上だ。そして、寸分の狂いもなくドッキングを果たしたふくよかなお好み焼きをもう一度裏返し、卵の焼き加減を絶妙な半はん熟じゆく状態で確かく定ていさせる。

「仕上げにソース……とみせかけて～！」

「おしょうゆをぬりぬり」

「マヨネーズも少しかけて……」

「最後に青ネギをトッピングしますっ」

　さぁ、ついに料理は仕上げの段階。メインの調ちよう味み料りようはソースではなく、どうやら醬しよう油ゆのようだ。確たしか、大おお阪さかの有名なたこ焼き屋さんでも醬油マヨネーズで食べるメニューがあると聞いたことがあるので、間違いなく相性抜群のはず。さらに瑞みず々みずしい青ネギの輝かがやきが食欲を極限までそそり、気付けば俺おれは身を乗り出して鉄板の熱ねつ気きを自ら浴びにいくかのような体勢になってしまっていた。

「お待たせしました、さあどうぞ！」

　そしてついに円形のトレーに載せられた熱あつ々あつのお好み焼きを、紗季が届けてくれる。

「ありがとう、いただきます！」

　もはや我慢の限界とばかりに、受け取るや否や割わり箸ばしを装備。がっつきすぎだと呆あきれられるかもしれないが、作りたてを温かいうちに頂くこともまた礼れい儀ぎ……ということにどうかさせて頂きたく。

「おお、柔らかい」

　箸を滑り込ませれば、するりと生地がほどける。屋台のお好み焼きというと千切るのも一苦労なほど固いものもあるが、その手の残念な出来映えとは明らかに一いつ線せんを画かくしている。

　膨ふくらむ期待のまま、ふーふーと何度か息を吹きかけてから大口で頰ほお張ばる。

「はふ、はふ……んおっ！」

　その美味たるや、思わず双そう眸ぼうを見開いてしまうほどだった。雲のような食感の生地と、しっとり蒸し焼きにされたキャベツ、それに半熟卵という種類の異なる三つの食感が絡み合って口こう腔こう内ないに愉悦を届け、そこに醬油マヨネーズで彩られた軽快な旨うまみが、食べること──即すなわち、生きる喜びジヨワドヴイーヴルを形として伝えてくれる。

　さらに追い打ちをかけるように躍おどるのは、ミディアムレアに火の通った芝エビ。どうやら下味の中心となっているのはゴマ油で、ほんのり中ちゆう華か風ふうの味わいだ。なるほど、ソースではなく醬油で味付けしたのはこの魅み力りよくを活いかすためか。あまりにも的てき確かくな判断であると、唸うならずにはいられない。

「ど、どうでしょうかっ？」

　心配そうに様よう子すを覗うかがう愛あい莉り。他ほかの子たちも緊きん張ちようをはらんだ顔つきで、一心にこちらを見つめている。

　だから俺おれは誠心誠意、ひとつの噓うそ偽いつわりもない感想でもって、みんなに安あん堵どを届けてあげることにした。

「完かん璧ぺきだよ！　これは、今日きようだけで終わりにするなんて勿もつ体たいない。ぜひとも紗さ季きのお父とうさんに頼んで、メニューに加えてもらうべきじゃないかな」

　ひとりでにほころんでしまう頰ほおをそのままに断言すると、五人の間でも歓喜が弾はじける。

「やっぱなー！　あたしたちもちょーすごいのできたって思ってたんだ！」

「あのね、おにーちゃん。おしょうゆは、ひなのおすすめ」

「えへへ、みんなで少しずつ、いろんなアイデアを出しあったんです」

「昴すばるさんにも気に入って頂けて、本当に良かった……」

「五人で考えなければ出来なかったメニューなので、なんだかもう思い出深い感じがします。……ふふ、屋台が始まるのはこれからなのに、おかしいですね」

　真ま帆ほ、ひなたちゃん、愛莉、智とも花か、そして紗季。全員が力を合わせて作り上げた自信作。そう実感すると、味わいがさらに増すような格別さを感じてしまうな。

「ねーねーすばるん。これならいっぱい買って、喜んで貰もらえるかなっ？」

「ああ、間違いないよ！　きっと口コミで大人気になる！」

　ぴょん、と俺の前に飛び出て、両手を握り爛らん々らんと上うわ目め遣づかいで訊きく真帆の頭を撫なでてやりながら、断言。コンテストではないにせよ、きっと多くの方から支持して頂けるに違いない。

「ふふん、そいつはどーかな！」

「えっ？」

「椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃん、雅まさ美みちゃん……」

　さらに他ほかの四人とも笑え顔がおを交換していたさなか。自信満々な声に振り向けば、五年生の武ぶ闘とう派は三人組がすぐ傍そばまで迫り、雅美ちゃんを中心にして戦隊モノのようなポーズを決めていた。争いを好まない智花と愛莉は、早くもびくんと驚おどろきを露あらわに。

　余よ談だんだが、双子が両サイドに陣取るとかなり絵的に『ハマる』な。

「そっちもいろいろ考えてきたみたいだけど、ボクたちの方こそ完璧だもんねー！　どやっ！」

　まさしく言葉通りの『どや顔』で、柊ちゃんが差し出したのは小ぶりな長方形の折り詰め。その中にたっぷりと収められているのは、

「おー。かわいい」

「むむむっ、これはやりおるな！」

　美しい光こう沢たくを纏まとった、きつね色のいなり寿ず司し。しかも、その一つ一つに、ノリや玉子でコミカルな動物の顔がデコレートされている。

「どう？　名付けて五目デコいなり。見た目だけじゃなく、味もとーぜん保証済み。お父さん特製のお揚げと五目ちらしの美お味いしさは、紗さ季きなら充分に知っているでしょ？」

「……ええ、もちろん。すごいじゃない。これならきっと、大人おとなだけじゃなくて、子どもにも大人気だわ」

　心底感嘆して、紗季が微笑ほほえむ。確たしか、去年まで寿すし藤ふじは助すけ六ろく寿ず司しを売っていたと聞いている。察するに、太巻きと普通のいなりの組み合わせは、もしかすると幼年層に対する訴求力が弱かったのかも。そこを研究し、克服するためのデコ化だとすれば、なるほど素す晴ばらしいアイデアだと唸うなるばかりだ。

「ふん、そんな余裕ぶっていられるのも今のうちよ。お客さん全部頂いて、紗季のお店に閑かん古こ鳥どり鳴かせてみせるんだから！　あは！」

　自信たっぷりに言い残し、颯さつ爽そうと戻っていく雅まさ美みさん。と、今度は入れ替わるように、やれやれと苦笑を浮かべながら都みやこさんがやって来た。

「紗季ちゃんごめんねー。あの子、また失礼なこと言ったでしょ」

「いえ、大丈夫です。それに……ふふ。気持ちはわかりますから。たぶんですけど、雅美は私に勝ちたいっていうだけじゃなく、『寿し藤』の味をもっともっと知ってもらいたいからこそ、あんなに本気なんだと思います」

「……ん。そこはね、親としても嬉うれしいから複雑なのよ。今日きようのアイデアも、最初は旦だん那なにけっこう反対されてたの。そんなの邪道じゃないかって。でも、どうしても試させて欲しいって必死に頭下げて、それでようやく許してもらえたから、ますます気合いが入っちゃったみたい。……私が言うのもなんだけど、根は悪い子じゃないと思うのよね。あはは」

「はい、私もそう思います」

　微笑み合う、都さんと紗季。幼さ故にいびつな対抗心が生まれてしまっているが、想おもいの本質は、決して屈折したものではない。短い間共に部活を行ってきただけの俺おれでも、それはおぼろげに伝わっていた。

　さて、祭りの開始まであと僅わずか。何はさておき、全力で働いて役目を全まつとうするか。







『それではただ今より、すずらん通どおり冬の感かん謝しや祭さいを開始いたします！』

　スピーカーから場内にアナウンスが流れるや、待ってましたとばかりにお客さんの波がじんわりと広場に近付いてくる。みなさん朝早くから待ち焦がれていたのか、早くもかなりの人手だ。さすが、市内でも指折りに有名な商店街主催のお祭りだけあるな。

「ど、どきどきしてきたね」

「うんっ。まずは一枚、売れて欲しいな……」

　囁ささやき合う、智とも花かと愛あい莉り。第一歩が順じゆん調ちようにいけば、だいぶ気が楽になるはず。その辺はバスケでも同じなので、想像に難かたくない。

　俺おれとしても味には太鼓判を押しているが、その場で『美お味いしい』と伝えてくれるようなお客さんが早い段階で来て下されば殊こと更さら嬉うれしいのだけど、はたして。




「あっれー？　こけしの屋台かとおもったら、なんか見たことある双子発見！」




「ん？」

　そんな祈りを浮かべていると、不意に隣となりから甲かん高だかい声が響ひびく。顔を向ければ、赤いジャンパーとベースボールキャップを纏まとった見覚えのない小さな女の子が、棒キャンディーを咥くわえたまま身を乗り出し、『寿すし藤ふじ』の屋台を覗のぞき込んでいた。

「お前……！」

「あの時の……！」

　誰だれかの友達かとも一いつ瞬しゆん想おもったが、どうも気け配はいが違う。一見人なつっこい態度を披露した少女を視認するや、明らかに不快感を露あらわにしたのが竹たけ中なか姉妹。残る三人も、『いったい誰だ？』と不ふ審しんそうな顔つきだ。

「おーいこら、『お前』って。負け犬のくせにえらそーだぞー。あ、でもそういえば名前教えてなかったっけ。あんたら弱すぎてそんな暇もなかったもんね～」

「っ！」

「ぷくく、そーんな怖い顔しないでよ。まいねーむいず、葦あし原はら怜れ那な。硯すずり谷だに女じよ学がく園えん初等部五年。よろしくねん」

「……硯谷!?」

　なんだなんだと怪け訝げんさに包まれていた『なが塚つか』側の雰囲気もまた、少女の自己紹介を聞いて一変する。

　……硯谷の、五年生。そして、双子のあの怒り方。

　二つのキーワードが、否応なしに推理させる答えは。

「椿つばき、柊ひいらぎ。もしかして、この子が」

「……うん」

「ボクたちの、リベンジ相手」

　雅まさ美みさんの耳打ちに、正面を睨にらみ付けたまま頷うなずく姉妹。ああ、やはりそうか。

　一度はバスケから逃げだそうとした二人ふたりを草試合で倒し、再戦を誓わせたという。

　野の火び止どめ麻ま奈な佳か先せん輩ぱい曰いわく、現状硯谷初等部でいちばんの問題児だという。

　その少女こそが今目の前にいる、葦原怜那さんなのだ。

「リベンジ!?　ぶはは、よくそんなことえらそーに言えるね！　あんだけブザマに負けておいてさ！」

『～～～～～～～～～～～～～～っ！』

　挑発されて、ほとんど同じ動作でいきり立つ二人ふたり。いけない、このままだと喧けん嘩かが始まってしまうか……!?

　嫌いやな予感を抱いた俺おれと葵あおいは両サイドで立ち上がり、不測の事態に対応すべく備える。

「……………………いいから、はやくどっか行ってよ」

「ボクたち、いま忙しいから」

　しかしながら、心配は杞き憂ゆうだった模様。一いつ瞬しゆん緊きん張ちよう感かんは高まったものの、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんは努めて大きく深呼吸をすると、平然とした仕し草ぐさで怜れ那なさんから顔を背ける。

　……偉い。今は雅まさ美みさんにとって大事な時間だから、自分たちが場に混乱を招いてはいけない。そう思い直し、椿ちゃんも柊ちゃんも短絡的な行動を避けたのだろう。

　二人もまたそういう思し慮りよ深ぶかさを持った、本質的には良い子なのだ。

「……ちょっとー。なにえらそーに説教してくれてるわけ？　気に入らないなー。こらー聞いてんの？」

　しかし、怜那さんは二人の立派な対応が逆にかんに障ったらしく、咥くわえていたキャンディーの棒を握って口から抜き、飴あめ玉だまを屋台内に突っ込みながら双子を呼び寄せようとする。

　そろそろ、今度こそ仲介に入るべきか。

　俺、葵、都みやこさん、亜あ季きさん。そう感じた年長者の四人がほぼ同時に頷うなずき合い、一歩前に踏み出した、その直後。




　──悲ひ劇げきは、無情にも訪れてしまった。




「おっと、失礼」

「おわっち!?」

　キャンディーをぶんぶん振って挑発を続ける怜那さんの背に、見知らぬ通行人がうっかり身体からだをぶつけてしまったのだ。その勢いで、怜那さんは大きく前のめりに。

「ちょっとなにすんのさ！　おかげでアメちゃん落としちゃったじゃん！」

　いきり立って振り返る怜那さんだったが、既に通行人は通り過ぎた後。

　……そして、何よりの問題は。

「ったくもー。ごめーん、落ちたヤツ捨てといて──って、ありゃ？」

「……………………………………そん、な」

　すべり落ちた飴玉が、よりにもよって。

　──『寿すし藤ふじ』の屋台にとって一番大事な具材であろう油揚げの入った大おお鍋なべに、飛び込んでしまったことだ。

「うっわー、ついてないね。ナイッシューすぎ。アタシのバスケの才能、こんなところでまで発揮しなくても良いのにね～」

「ふざけないでっ！」

　冗じよう談だんめかすような態度をとる怜れ那なさんに、今度は雅まさ美みさんが激げつ高こうする。……無理もない。

「その油揚げは、お父とうさんが、お父さんがっ！」

「雅美！　落ち着いて。……今のは、事故よ」

　飛びかかろうとする雅美さんを、後ろから抱き止めたのは都みやこさん。言う通り、これは怜那さんが狙ねらって招いた結末ではない。……それはもちろん、分かっているのだが。

「そーそー事故事故。さすがのアタシもわざとあんなことはしないって～。だからま、しょーがないよね」

「ふざけるな！」

「謝あやまってよ！　ましゃみに、謝って！」

「わざとじゃないとしても、もう少し、他ほかの言葉があるはずです」

「マサミが、かなしんでいマス。それが、わかりまセンか？」

　へらへら笑い続ける怜那さんの前に、今度は他の五年生たちが一斉に詰め寄る。おそらく、物理的に距きよ離りが離はなれていなければ六年生たちも同じようにしたのではないか。

「……なんだよもー。めんどっちーなあ。知らない知らない！　アタシのせいじゃない！　じゃーねっ！」

「あっ、待てえっ！」

　それでも、皆の気持ちは届かず。怜那さんは両手を振り上げながら踵きびすを返し、人混みを縫ぬうようにして一いつ瞬しゆんで立ち去ってしまった。もう、追いかけても捕まえるのは難むずかしいだろう。

『……………………』

　五年生、六年生双方が言葉を失い、一切の動きを止めたまま長らく時が止まる。

「……これは、もうお客さまには出せないわね」

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは都さんだった。おもむろに大おお鍋なべへと歩み寄り、飴あめ玉だまをつまみ上げて短く溜ため息いきを漏らす。どこまで侵食されたのかとかそういう問題ではなく、飲食店として然しかるべき判断なのだろう。

　見たところ、他に油揚げの入った鍋は存在しない。つまり、既に『寿すし藤ふじ』はメインの具材のほとんどを、失ってしまったことになる。

「……………………うう」

　我慢の限界とばかりに、その場でしゃがみ込んだ雅美さん。勝ち気な普ふ段だんの印象を忘れさせるほど青ざめた頰ほおに、ぽろりと涙が伝う。

「お父さんが、何時間もかけて、丁てい寧ねいに下ごしらえしたのに……。お客さまに喜んで欲しいからって、普段の仕込みだけでも大変なのに、こんなにたくさん、作ってくれたのに……」

　嗚お咽えつ混じりの、声。

「悔しい……………………悔しいよぉ。う、ううええええええええええん」

　やがて雅まさ美みさんが全すべての言葉を失い、慟どう哭こくを響ひびかせてもなお、俺おれたちは誰だれもがかけるべき言葉を見いだせず立ち尽くすばかりだった。

　智とも花かも、真ま帆ほも、愛あい莉りも、ひなたちゃんも、かげつちゃんも、椿つばきちゃんも、柊ひいらぎちゃんも、ミミちゃんも。

　葵あおいも、俺も。

　ただ、沈痛な面持ちを浮かべながら、その場で無力感に苛さいなまれ続ける。




「──立ちなさい、雅美」




　ただ一人ひとりの、少女を除いて。

「………………紗さ季きっ」

　静かに歩み寄り、へたりこんだ雅美さんの正面から右手を差し出したのは、彼女の昔からの知り合い。いつだったか『お姉ねえさんとして雅美さんに慕ってもらうことが出来たら』とはにかんで話していた、同じ商店街で暮らす少女。

[image: ]

「な、なによっ……。馬ば鹿かにしにきたの？　無ぶ様ざまな私を笑おうって……」

「ばか。そんなわけないでしょ。……雅美、いい？　気持ちはすっごくわかるけど、今はしょげている時ではないわ。まずはちゃんと、お客さんのために料理を出さなくちゃ。……看板娘なら、ね」

「っ！」

　毅き然ぜんと伝える紗さ季きに、雅まさ美みさんは食ってかかるように立ち上がって両手を広げる。

「そんなこと言ったって！　もう油揚げが！」

「でも、五目ちらしは無事でしょ。……なら、大丈夫。『寿すし藤ふじ』の五目ちらしよ。売り物にならないわけがない。それをいちばんよく知ってるのは、誰だれ？」

「……え」

　はっと目を見開く雅美さん。対して紗季はあくまで冷静に微笑ほほえみ続けるばかりだ。

「でも、五目ちらしだけじゃ、彩りが……」

「そうね。美お味いしいのは間違いないけど、どうしても見た目が地味に映っちゃうのは困りどころかしら。……ねえ、みんなちょっと来て！」

　ふむ、と首をかしげた紗季は、続けて智とも花かたちに声をかけ、六年生全員を呼ぶ。

「なになに？　なにかお手て伝つだいっ？」

「ええ、アイデア募集。五目ちらしを、屋台で目立たせるアイデア」

　真ま帆ほが尋たずねると、即答で頷うなずく紗季。

『──!!』

　すると俄が然ぜん、四人も瞳ひとみを輝かがやかせて気概を露あらわにする。

「おー。また、お料理考える？　ひな、がんばります」

「今、使える材料で探さなきゃダメだよね」

「こっちにあるのは、卵と、海え老びと……お野菜と……」

「……ちょ、ちょっと待ってよ！」

　相そう談だんを始めた六年生を見て、雅美さんは意外さを満面に映しながら大きく首を振る。

「それ、全部『なが塚つか』のお好み焼きのために用意した食材でしょ!?　や、やめてよ！　そんなほどこしなんていらない！」

「ほどこしじゃないわよ、雅美。少なくとも、あんたを哀れんで恩を着せようなんて、そんな風には思ってない」

「じゃあなんで!?　なんのために!?」

「ここを訪れてくれる、お客さんのため」

「…………あ」

　雷に打たれたように動作を失った雅美さん。その肩にそっと触れながら、優やさしく言葉を続ける紗季。以心伝心とばかりに、智花たちにも紗季の思惑はしっかりと伝わっているようだ。雅美さんを勇気づけようとする各おの々おのの瞳の色を覗うかがえば、それは明らかだった。

「『寿し藤』の屋台を楽しみに来てくれるお客さん、必ず居るから。だから、そんな簡かん単たんに絶望して諦あきらめちゃダメ。いなり寿司が出せなくなったのは、本当に残念だわ。代わりに五目ちらしだけを出すというのも、雅まさ美みの考えたベストな答えじゃないだろうから、納得できないのもわかる」

「だったら、どうすれば……」

「だったら、今から一いつ緒しよにもうひとつのベストを考えてみない？　お祭りを楽しみにしてくれている人たちに、『今年ことしもやっぱり来て良かった』って思ってもらえるように、『寿すし藤ふじ』の力を貸して。僭せん越えつながら、すずらん通どおり商しよう店てん街がいを代表して、お願ねがいします」

「……………………………………」

　深々とお辞じ儀ぎする紗さ季きの前で、雅美さんはその言葉を反はん芻すうするようにぎゅっときつく唇を嚙かみしめ続ける。

　が、やがて。




「わけ目チョップ！」




「あいた!?」

　紗季の後頭部目掛けて、まっすぐに手しゆ刀とうを叩たたき込んでみせた──って、おいおい。

「僭越ながら、じゃないわよ。たったひとつ年上だけなクセして本当にナマイキ。まるで……まるで、お父とうさんみたいなこと、言わないで」

「もう、痛いわね……」

「分かってるわよ、紗季に言われなくたって。お客さんが『寿し藤』の屋台を楽しみにしてくれていることくらい、私が誰だれよりもね！　……ええ。だからなんとかして、今日きようもウチのお寿司を、売らないと……！」

　……あはは。でもその顔つきはもう、すっかり普ふ段だんの自信を取り戻していた。

「ふふ。それじゃあ、私たちにも手て伝つだわせてくれない？　雅美にとっても、満足のいくものを作れるように」

「……でも、そんなことしたら紗季たちの食材が足りなくなるでしょ。今日のためにみんなで考えたって言っていたのに、それで良いの？」

「五人で考えて、自信作が出来た。ならもうとっくに、大切な思い出だもの。今日ここで売り物にするかしないかなんて、そんなに大きなことじゃないわ。……ね？」

「おー。またいつでも作れる」

　振り返る紗季に、ひなたちゃんを先頭として力強く頷うなずく四人。

「それに」

「それに？」

「勝ち負けには興きよう味み無いけど、記き録ろくには多少興味があるわ。『寿し藤』と『なが塚つか』が協力してメニューを考えたら、いったいどれほどの売り上げが叩き出せるのかっていう、記録には」

「…………記き録ろく」

「やりましょう、雅まさ美み。『なが塚つか』と『寿すし藤ふじ』の、すずらん通どおり最強コラボレーション」

　熱ねつ烈れつな説得を受けても、雅美さんはまだ答えを決めかねているようだった。やや下を向き、じっと一点を見つめて考えにふける様よう子すを、紗さ季きもまたいったん言葉を止めて静かに見守る。

「こんちは～。あれ、まだ開店してないの？」

「ああ、すみません、ちょっと準備に手間取ってしまって……」

「そうなんだ、最初に食べるのは『寿し藤』って決めていたのに残念だな～。ま、いいや。ひとまず他ほかを回って、また後で来るよ」

　そんな雅美さんの背中を最後に押したのは、都みやこさんと軽いやりとりを交わして名残なごり惜おしそうに離はなれていった、一人ひとりのお客さんの姿だった。

「紗季」

「なに？」

「…………………………………………お願ねがい、助けて。このままじゃ、終われない」

「ん！　そうこなくちゃ！」

　まっすぐ正面を見据え心の底から振り絞るような声を聴きいた、紗季たち五人の反応はとてつもなく早かった。

「さて、もうすぐお昼時。あまり時間がないわ。一番簡かん単たんなのは、五目ちらしの具を増やすことだけど」

「でも、海え老びに下味を付けちゃってるからそのまま混ぜても合うかどうか……」

　紗季の仮案を足がかりに、愛あい莉りが問題点を指摘したかと思えば、

「あとあと、こういうとこで食べるなら、ごはんだけよりおいなりさんみたいに、まとめてあった方が食べやすいと思う！」

「じゃあ、おにぎりにするとか？　でも、見た目も工夫した方が良いんだよね」

　真ま帆ほと智とも花かも議ぎ論ろんの向かうべき針路をすぐさま明めい確かくにしてくれる。

「うむむむー。なんかナイスなアイデア出て来ないかな～。……ライスだけに！」

「この前から、それ気に入ってるの？　バカなこと言ってないで真ま面じ目めに考えなさい……」

「おー？　らいす。ばか。……らいすばーがー？」

「……ライスバーガー。ひな、それ良いかも！」

　やがて、ひなたちゃんの呟つぶやきを合図に全員がはっと顔を見合わせる。ライスバーガー。つまり、酢飯をバンズに見立てて成形して、何か具を挟むということか。おお、確たしかにアリじゃないか……!?

「うんっ、美お味いしそう！　それなら具は、海老と、それに目玉焼きとか……」

「そうだ。ねえ愛莉、えびと卵なら、カニ玉みたいしてそれを挟むのはどうかなっ？」

「ナイスアイデアよ、トモ！　いいわいいわ。それから、ソースはマヨネーズをベースにして……」

「え～！　おすしにマヨネーズって合うの？」

「真ま帆ほ、あんたツナマヨサラダのお寿す司し大好きでしょ？」

「あ、そーいえば！　おすしにマヨネーズ、めっちゃアリ！」

　……すごい。料理に疎うとい俺おれでも完成図が頭の中に浮かぶようだ。とんとん拍子のチームワークに、五年生たちもしばし言葉を忘れてやりとりをぼんやり眺め続けている。

「うんうん、だいたいビジョンは固まったわね。……ねえ、雅まさ美み」

「な、なに？」

「ひとつ、相そう談だんなんだけど。……五目ちらし、焼いて良い？」

「……焼くって、鉄板で？」

「ええ。崩れにくくなって良いかなって。もちろん抵抗があるなら止やめておくわ」

　尋たずねられた雅美さんが迷うような仕し草ぐさを見せたのは、ほんの一いつ瞬しゆん。すぐに覚悟を決めた様よう子すで、こくりと頷うなずきを返した。

「その方が、良いメニューになるのよね。じゃあ、任せる」

「ありがとう。絶対に美お味いしく作るって、約束するわ」

「当然よ、うちのご飯を使うんだから。……で、私は何をすれば良いわけ？」

「……じゃあ、ちらし寿司を薄うすく丸く、固めてくれる？」

　さらに積せつ極きよく的てきに調ちよう理りへ加わる意志を見せてくれたことに、優やさしく瞼まぶたを細める紗さ季き。続いてかげつちゃんとミミちゃんも、はっと顔を見合わせてから大きく挙手した。

「あ、あのっ。私たちにも出来ること、ありませんか？」

「なんでもしマス。料理じゃなくても」

「かげ。ひなといっしょに、看板つくろう。みみもお手て伝つだいして」

「そうだねっ。新メニューだし、宣伝した方が良いかも！」

「料理の名前は……『えび玉ライスバーガー』とかかな？」

「待ったもっかん、おすしだから、もう一文字足して『えび玉ライスシバーガー』にしよう！」

「んー、なんかダジャレっぽいわね……。ふふ、でも面おも白しろいかも。じゃあそれでいきましょうか！」

『おー！』

　着々と準備が調ととのい、二つの屋台が結合してフル稼か働どう。

「すみません、完成にはもう少し時間がかかるんです……」

「でも、自信作なのでまた後で来て下さったら嬉うれしいです！」

「これ、どうぞ！　割引クーポンです！」

「お持ち頂ければ、後ほど半はん額がくにしますので！」

　その間大人おとな組ぐみは、急造のチケットを配りながらお客さまにお詫わびして場を取り持つ。

「ほーらつばひー。一いつ緒しよに働くぞい！」

「……マホ」

「う、うん」

　唯一流れに乗り切れていなかった竹たけ中なか姉妹のことも、真ま帆ほが上う手まいこと引き込んでくれた。なんだかんだ言って、お姉ねえさんなんだよな。天てん真しん爛らん漫まんでありながら、見るべきところはちゃんと見てくれている。

　よし、大丈夫だ。予想外のアクシデントが起こってしまったが、五人……いや、十人のチームワークなら、この難なん局きよくもきっと乗り越えられるはず。







　そして、気がつけば日も暮れかけて。

『お疲れ様でした。すずらん通どおり商しよう店てん街がい感かん謝しや祭さい、今年ことしも無事終了です！』

　心地ここちよい疲ひ労ろう困こん憊ぱいとともに、俺おれたちはタイムアップのアナウンスを耳にすることができた。

　売り上げは、大盛況。口コミが口コミを読んでコラボメニューは話題の中心となり、後半はずっと行列が絶えなかった。

「ふひー、やーっと終わった～！　疲れたけど、ちょー楽しかった！　つばひーもお疲れ！　二人ふたりともめっちゃ頑張ってたじゃん！」

「も、もちろんですし……」

「こ、これくらい当然ですし！」

　豪快に襟えり元もとを緩ゆるめながら近付いてきた真帆にぽんと背中を叩たたかれた竹中姉妹は、やや呆ほうけ気ぎ味みの反応。疲れのせいか。はたまた一仕事終えた感慨がとげとげしさを奪ったのか。

「……あーあ。なんか、マホたちと協力しちゃったね」

「しちゃったね。でも……ううん、なんでもない」

　あるいは。六年生と共に働くという行為が、食わず嫌いしていたほど居心地が悪くなかったのが理由か。もちろん希望的観かん測そくにすぎないけど、事実二人は真帆に誘われてから、何一つ文句を言わず黙もく々もくと役目を全まつとうしてくれていた。

「……なんとか食材も最後まで持ちこたえたわね」

「そうね。やっと一安心」

　紗さ季きと雅まさ美みさんもまた、珍しく隣となりに並んで仮設の椅い子すにへたりこんでいる。肌と肌が触れ合うほどの距きよ離りに雅美さんが何も言わないのは、周りに意い識しきを向けていられないほど消耗しているから……ただそれだけが理由とは思えなかった。

　とにもかくにも。みんな本当に、急なピンチにもめげずよく頑張ったな。

「…………あ!?」

　ついつい感動の瞳ひとみで見つめていると、突然雅美さんと紗季がはっと姿勢を正して同時に立ち上がった。どうしたのだろうと同じ方を向けば、黄昏たそがれの中。屋台に向けて静かに歩み寄る、見知らぬ男性の姿が。

「お父とうさん……」

　ぼそりと呟つぶやく雅まさ美みさん。

　お父さん。では、あの方が『寿すし藤ふじ』の親方であり、雅美さんの……？

「お疲れ様。今まで顔を出せず済まなかった。どうだった、店の方は？」

　二人ふたりの間近で足を止めた雅美さんのお父さんが静かに尋たずねると、重い沈ちん黙もくが辺りを包み込む。しかし、やがて。

「ごめんなさい、お父さん！」

　雅美さんは、すべてを差し置いて深々と頭を下げることを選択した。

「……どうした？」

「あの……。私、お父さんの作ってくれた油揚げを、台無しにしちゃいました！　ごめんなさい、本当にごめんなさい！」

「雅美！　でも……っ」

　即座に弁べん護ごしようとする紗さ季きを、雅美さんは強い視し線せんで制する。

　──どんな理由だろうと、大事な料理を無む駄だにしてしまったことには変わりない。

　もし、そう考えているのだとしたら。いかにも雅美さんらしい、そんな勝手な想おもいが俺おれの中で膨ふくらむ。

「ごめんなさい、お父さん。油揚げは、出せませんでした……」

「それで、どうしたんだ？　お客さまには、帰って頂いたのか？」

「…………いえ。別のメニューを考えて、それを出しました。……紗季たちが、協力してくれたおかげです」

「そうか」

　声を絞る雅美さんに頷うなずきを返し、雅美さんのお父さんは静かに手を伸ばす。

「……あ」

　そして、下げたままの雅美さんの頭を、優やさしくゆっくりと撫なでた。

「食べ物を粗末にする娘じゃないのは、私が誰だれよりもよく知っている。ならば、何か問題が起こったのだろう。それでもお客さまに食事を召し上がって頂いたのなら、謝あやまることなど何もない。…………よくやったな、偉かったぞ」

「……っ」

　その時、はらりと雅美さんの瞳ひとみから落ちた雫しずくは、

「お父さん……っ。ごめんなさい、ありがとう……」

　夕日に照らされて、黄こ金がね色いろに輝かがやいていた。

「紗季ちゃんにも、世話になったね」

「いえ。私は特に。しいて言うなら、雅まさ美みが一いつ緒しよに料理することを許してくれたおかげです。……あ、せっかくですし、召し上がりませんか？　まだ少しだけ材料が残ってるので」

「雅美と紗さ季きちゃんたちが協力して作った料理か。それは楽しみだな、ぜひ頂こう」

「ほらほら、ここ座って」

　紗季に笑え顔がおで頷うなずいてから、都みやこさんの案内で屋台の中に入っていく雅美さんのお父とうさん。

「………………あの、紗季」

「？」

　続いて紗季も調ちよう理りのため鉄板に戻ろうとするが、その背中を雅美さんが消え入りそうなほど小さな声で呼び止める。

「今日きようは…………ありがとう」

　そして、恥ずかしそうにそっぽを向きながら、しかしはっきりと意志を載せて、感かん謝しやの言葉を呟つぶやいたのだった。

「…………ふふ、どういたしまして」

　紗季もまた、余計なことは何も言わず。ただその瞳ひとみに抑えきれない歓喜を露あらわにしながら、雅美さんに一言だけを返した。

「昴すばる。今日、みんなと一緒に仕事できて、よかったね」

「そうだな。……すごく良い日になった」

　隣となりに立った葵あおいと、俺おれも微笑ほほえみを交わす。たとえ、ほんの僅わずかでも。この日の絆きずなは、紗季と雅美さんとの関係に変化をもたらすはずだ。

　きっと、そんな気がする。





＊






　町内会の方たちと協力して後片付けを済ませた後は、和なごやかな打ち上げの場に招待して頂く。

　会場は、本日貸し切りの『なが塚つか』。しかも親御さんたちの巧みな連携のおかげで、六年生だけでなく五年生たちとも共に鉄板を囲む機き会かいを得ることが出来た。

「う～ん！　本当に美お味いしいっ！　すごいわね、みんな！」

「くふふ、でしょでしょ～」

　子どもたち特製『中ちゆう華か風ふう芝エビ焼き』は、『なが塚』スタッフにも大好評だ。瞳を輝かがやかせる亜あ季きさんに対し、真ま帆ほを筆頭、それぞれが歓喜を露わに。

「……うむ。これはぜひ、店のメニューに加えたいな。紗季、本当に構わないのか？」

「ふふ、もちろん！　というより、加えてもらえたら、とっても嬉うれしい。私たちの、思い出にもなるし……」

「そうか。では、お言葉に甘えさせてもらおうかな」

　父親から最大級の評価を受けた紗さ季きは輪わをかけて喜んでおり、まさしく光栄の極みといった様よう子すだ。そりゃ、自分たちで考えたメニューがお店に並ぶんだから当然か。味には誰だれもが太鼓判を押すところだし、今日きよう屋台で出せなかったことなんてお構いなしに、きっと人気メニューになるだろう。

「わたしたちも、今度はお店に食べに来てみたいねっ」

「おー。さきのぱぱにも、焼いてもらいたい」

「そうしたらもっと美お味いしくなるよね！　楽しみだなぁ」

　愛あい莉り、ひなたちゃん、智とも花かの三人も、メニュー入りが今から楽しみでならないようだ。

　ただ──もちろん本ほん職しよくの腕を否定するつもりは毛頭ないが、メニューの完成度なら今日の時点で既に極まっているのではとも思う。

　それほど、五人の仕事には『美味しく食べてもらいたい！』という真心が強く籠こもっているような気がした。

「すごいわね、雅まさ美み。紗季ちゃんたち、こんな美味しいお好み焼きを考えつくなんて」

「ふん！　私だってこれくらいできるわ！　お寿す司しの道は長く険しいから、時間はかかるかもしれないけど！　……………………ただ、まあ」

「んー？　ただ？」

「………………まずくは、ない」

「ふふっ。雅美にしては素直でよろしい！」

　わざと端っこの方に陣取ろうとした雅美さんをさり気なく六年生の近くに誘ゆう導どうしてくれた都みやこさんが、ニヤニヤと愛まな娘むすめの額ひたいをつつく。その様子を見て、俺おれたちもまた密ひそかに口角を上げるのだった。あの事故に関しては心中察して余り有るからずっと心配だったけれど、両親に愛されている姿を見て身勝手ながら胸をなで下ろすことができた。

「ていうか、なんで紗季の家なの……？　打ち上げ、ウチでやりたかった」

「この人数はお店に入りきらないもの。でもね、きっとそう言うと思ったから……」

　むくれる雅美さんに、意味深な流し目を送る都さん。

　と、その時。まるで計ったかのようなタイミングで、入り口の引き戸が開く。

「──ごめん下さい。永なが塚つかさん、出前を届けさせて頂きたいのだが……いいだろうか？」

「藤ふじ井いさん。もちろんですとも！　ぜひ、お願ねがいしたい」

「……あは、お父とうさんっ！」

　いらっしゃったのは、直じき々じきに大量の寿司桶おけを両りよう脇わきに抱えた雅美さんのお父さん。なんと、絶品のお好み焼きに加えてお寿司までご相しよう伴ばんに与あずかることができるらしい。至れり尽くせりな宴うたげに、店内にはさながらお花畑のようにたくさんの瞳ひとみがきらきらと輝かがやき出す。

「ふおおおおお、うんまいっ！」

「これなに、あなご!?　あなごってこんなにフワッフワなの!?」

　双子が両手を握りしめ合って驚きよう喜きを叫んだかと思えば、

「おー。たまごもほわほわ」

「さび抜きがたくさんなので、私たちでも美お味いしく頂けますね、姉ねえ様さま！」

　袴はかま田だ姉妹もひとつの醬しよう油ゆ皿ざらを共有しながらひときわ声のトーンを高める。言葉通り、子どもたちに配はい慮りよして半分以上のネタはわさびを使わずに仕上げられている。しかも、ただ単に『抜いた』という意味ではなく、しょうがで頂く光りモノや、ポン酢仕立ての白身、下味を付けて表面だけ僅わずかに炙あぶったまぐろなど、わさび無しで最高の味を引き出せるような『仕事』がなされた逸品ばかりだ。これぞまさに、職しよく人にん芸げいと呼ぶべきものだろう。

「す、昴すばる……。トロまであるけど、食べちゃって良いのかな……？」

「ま、まだ残弾数も多いし、許されるのではなかろうか……」

　そしてもちろん定番の江え戸ど前まえネタも言わずもがなの絶品（こちらもちゃんとさび抜きバージョンがある）。葵あおいと頷うなずき合ってからトロを口に入れた瞬しゆん間かん、むしろ自分たちの身体からだが蕩とろけてしまうのではないかというほどの美味に包まれる。次、こんなやんごとなきモノを食べられるのはいったいいつの日か……。

「やっぱり、すごいわね……『寿すし藤ふじ』のお寿す司し」

「ふふん、どう？　お好み焼きには、出せない味でしょう？」

「そりゃ、料理として全然違うからね……。でも、だからってお好み焼きが負けてるわけじゃないんだから」

　気付けばお店の中心で雅まさ美みさんが心底誇らしげに胸を張り、紗さ季きも負けじと威風堂々たる姿でコテを構える。事実、お寿司が大盛況となった後もお好み焼き人気が衰えたりはせず、俺おれも例外ではなく二つの味覚を胃袋の限界まで楽しませて頂いた。

　──『なが塚つか』も『寿し藤』も、最高のお店。確たしかめる必要もなく、それが今日きよう出た唯一無二の結けつ論ろんだろう。







「……ふぅ、さすがにもう何も入らない」

　やがて宴えんもたけなわを過ぎ、用意された食材がほとんど無くなった頃ころ。

「みんな。改めて今日は、手て伝つだってくれて本当にありがとうね」

　おもむろに紗季が立ち上がり、お店全体に感かん謝しやの声を届ける。

「おかげで、今年ことしも無事屋台を出すことが出来たわ。……それで。お礼と言うにはささやか過ぎるんだけど。私から、プレゼントしたいものがあるの」

　そう言っていったん席を外し、子どもたちに手渡したのは、

「あ、これ！」

「おー。てぶくろ」

「たしか、長は谷せ川がわさんの誕たん生じよう日びプレゼントに、紗さ季きちゃんが贈おくったのと、同じ」

「紗季の、手て編あみだよね？　も、もらっちゃっても良いのっ？」

　とてもよく見覚えのある。クリーム色の防寒具だった。……なにしろ今日きようも、色こそ違えど俺おれ自身がまったく同じデザインのものを移動中身に着けていたのだから。

「うん、もし迷惑じゃなければ、ぜひ。……みんなで同じもの、何か持てたら良いなって思って、作ってみたの。だいぶ時間かかっちゃったけどね」

「そっかー、やっと完成したんだ！　すばるんの誕生日の時、みんなのぶんもてぶくろ作るって聴きいてたから楽しみにしてたんだ～。ありがとサキ！　さっそく今日から使うぜ！」

　真ま帆ほの感かん激げきを耳にして、はっと思い出す。そう言えば、パーティの時に二人ふたりで内ない緒しよ話ばなしをしていたっけ。そうか、この手袋のことだったんだな……。

「まさか、私までもらえるなんて……。本当にありがとう紗季ちゃん！　すごいなぁ、手編みかぁ……。いろいろできて、羨うらやましいなぁ」

　喜ぶ智とも花かたちに加わり、揃そろって感激する葵あおい。そう、紗季は葵の分までプレゼントを用意してくれていたのだ。コーチの一員として、この嬉うれしさは察するに余りある。

「すみません、長谷川さん。勝手なことをしてしまった後なのですが、これ、みんなで使ってもよろしいでしょうか……？　その、私のぶんもあるんですが……」

「もちろんじゃないか。というより、俺も当然嬉しいよ」

「っ！　ありがとうございますっ！」

　遠えん慮りよがちな視し線せんを送る紗季に大きく頷うなずけば、きらりと光る眼鏡めがねの奥で喜びが溢あふれる。ああ、なんだかますますチームの絆きずなが深まった感じがして、本当に感激だな……。

　余よ談だんだが、俺には『既に手袋を渡した後だから……』と、代わりに『なが塚つかお食事券』を贈おくって頂いた。内心で恐きよう縮しゆくしつつ、大変有あり難がたいので遠慮せず賜たまわることに。

『………………』

「……あ」

　皆で手袋の暖かみを感じ合っている最中、ふと気付いてしまう。なんだか五年生たちが微妙に所在なさげだ。いかん、ちょっと六年生だけで盛り上がり過ぎちゃったかな。

「…………つばひー、げったん、ミミ。……それに、雅まさ美み」

　反省が浮かんだ直後、紗季がおもむろに輪わを離はなれて五年生たちに近付いていく。

「な、なによ？」

「実はみんなの分もあるんだけど……受け取ってくれる？」

　そしてやや緊きん張ちようした面おも持もちで、なんとさらに五人分の手袋を差し出した。こちらはもっと白に近い淡い色の毛糸で編まれているが、意い匠しよう自体は同じ。

　……さすが。一人ひとりで全員分の手袋を仕立てるなんて、並大抵の作業量じゃなかったろうに。

　それだけ、チーム全体がひとつにまとまるため何かできはしないかと、密ひそかに気を揉もんでいたのかも。

　だとすれば、今日きようは絶妙のタイミングに違いない。

「メルシー。メルシーボークー。たいせつに、しマス」

「姉ねえ様さまとも、みなさんともお揃そろいなんて感かん激げきです！　ありがとうございます、紗さ季き先せん輩ぱいっ！」

　ミミちゃんとかげつちゃんへのプレゼントは実にスムーズ。

「ま、まあ。くれるんなら」

「ありがたく、もらっとく」

　椿つばきちゃん柊ひいらぎちゃんも、わりと素直だ。怜れ那なさんという最大のライバルと再び出会い、図らずも十人で協力しているうち、牙きばの向けどころに狂いが生じたのかも。

　なんにせよ、今日一日我を抑えてくれたのは、雅まさ美みさんのことを慮おもんぱかってというのがいちばんだろう。仲間を大切にする子たちだというのは、普ふ段だん接していれば自然と伝わってくる。

　だから、あとは。

「雅美。どう……かしら」

　紗季のことをライバル視し続けてきた誇り高き少女が、何を想おもい、どう応こたえるかだけ。

「…………………………」

　しばし、店内が沈ちん黙もくに包まれる。子どもたちも、親御さんも、お店のスタッフさんまでもが言葉を吞のみ込み、雅美さんの返事を固かた唾ず吞みで待ち続ける。

「──紗季」

　永遠とも思えるような数秒間が過ぎ、ついに雅美さんが僅わずかに唇を開く。

　はたして、その答えは。

「………………………………デザインが、地味」

「なっ!?」

　発せられたのは、だいぶ予想外の方向を突いたダメ出しだった。紗季もまさかそんな返事は予期していなかったらしく、喜怒哀楽のどこにも属さないような表情と共に、目を白黒させている。

「昔からそうよね、紗季は。どうせ作るならもっと明るい色とか使えば良いじゃないの」

「だ、だって！　みんな服の趣しゆ味みが違うから、落ち着いた色の方が合わせやすいと思って！」

　主張としては、紗季の方が理にかなっている。おかげで俺おれも毎日迷わず重宝させて頂いているわけで。

　ただ、では雅美さんが完全に間違ったことを言っているかというと、そこはなんともコメントが難むずかしく。

「だとしても、地味なのは事実じゃない」

「……じゃあ、なに？　いらない？」

　珍しく、少しむくれた紗季。でも、怒ってるというよりは、妹のわがままに困り果てた姉、という表現の方が、的てき確かくな気がした。

　そう感じたのは、『妹』の方がただ単に素直に喜ぶのを嫌いやがって、無む理り矢や理り文句を付けにかかったかのような気け配はいを漂わせているせいかもしれないけど。

「いらないとは、言ってない。………………地味だけど、てぶくろには変わりないし」

　斜め下を向き、唇を尖とがらせながら、ゆっくりプレゼントに手を伸ばす雅まさ美みさん。とたん、あちこちからほっと溜ため息いきが漏れる。

「……ふふ、よかった。気が向いた時にでも使ってもらえたら、嬉うれしいわ」

「気が向かなくても、使うわよ。……だって、最近寒いから。背に腹はかえられないわ」

　最後までどこか棘とげを残したままの言葉だが、受け取るなり手にはめてみせるその様よう子すこそが、雅美さんの本心を表しているのではないかと思わずにはいられなかった。

「わーい。ぬくぬく」

「うんっ。本当に温かい。……ありがとうね、紗さ季き」

　頷うなずき合うひなたちゃんと智とも花か、そして他ほかの子たちも誰だれからともなく、手元をライトグレーの温ぬくもりで包む。もちろん俺おれと葵あおいも例外ではない。

　アクシデントはあったけれども、最後は商しよう店てん街がいの一角に世代を跨またいだ団だん欒らんだけを残し、こうしてすずらん通どおり商店街のお祭りは盛況のまま完了を迎えたのだった。
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「……昴すばる、昴」

「ん？　おう、葵あおい」

　すずらん通どおりのお祭りから一日たって、月げつ曜よう日びの放ほう課か後ご。七な芝しば高こう校こうの昇降口で靴を履はき替えていると、うつむき加減に自らの顔を隠しながら近付いてきた葵に小声で呼ばれる。

「このまま、まっすぐ部活？」

「うん、そのつもり。葵も他ほかに予定なければ一いつ緒しよに行こうぜ」

「そうする。ありがと」

　頷うなずき合って、足並みを揃そろえ可及的速やかに校門の外を目指す。

　さて、なんでこんなにコソコソしているかというと、全すべては先月行われた高校の学園祭が原因である。

　当日は智とも花かたち五人がこぞって遊びに来てくれたのだが、何かとアクシデントが重なった結果、俺おれたち──特に葵は学校中からいろんな意味で注目を浴びる結果となってしまったのだ。

　あの時のことはもう少し落ち着いたらいずれゆっくり振り返ってみたい気もするが、簡かん潔けつにまとめればまず葵の運動神経が抜群である事実がバレて、各部活からの熱あついスカウト合戦が勃ぼつ発ぱつ。さらにスタイルが良い、との評判が立って服飾系の文化部からも注目の的に。

　そして極めつけは、

「まだ、告白されまくってるのか？」

「そ、それはもう大丈夫。チャラいのを睨にらみ付けたりしてるうちにみんな怖れをなしたみたいだから」

　しばらくの間、葵に対し愛を囁ささやきに来る輩やからが絶えなかったのだと言う。もっとも、その手の『軽快』なタイプがことごとくお眼鏡めがねに適かなわなかったのは想像に難かたくないが。

「そか、なら良かったよ」

「えっ。す、昴。そそ、それってどういう」

「葵も俺と同じく、今は小学生しか眼中にないだろ？　コーチとして佳境なんだし」

「………………ソウデスネ、ソンナコトダロウトオモイマシタ」

　瞳ひとみをどんより濁にごらせ、遠くを見やりながら呟つぶやく葵。しまった、勝手にわかったようなことを言うのは軽率だったかな。反応が思っていたのとはややズレていたせいで、俺はハッと自戒。

「えと、なんか間違ったこと、言ってたらごめん」

「……だいじょうぶ。言ってない。確たしかに今は、あの子たちのコーチのことで頭がいっぱい。だから他のことは、まだ、考えなくていい」

　気付かぬ失言があったかと焦ったが、幸いにもすぐに葵の表情は元に戻った。どうやら杞き憂ゆうだったみたいで一安心だ。

「よし、それじゃあ向かいますか！　小学校という希望の大地へ！」

「…………昴すばる。もしかしてわざと危うい発言して私のことからかってないよね？」

「へ？」

「なんでもない、忘れて」

　あれ、また呆あきれられたか。

「ほら、いこ。バスの時間もうすぐだよ」

「っと、いかん」

　気にはなったが、まずはしっかり練習を見るため、そして葵あおいがまた面めん倒どう事ごとに巻き込まれないため、移動を完了してしまわないと。先行する葵に追い付き、俺おれたちはまっすぐ高校の最寄り駅を目指し、ロリー……ロータリーからバスに乗り込む。

「みんな、こんにちは！　今日きようも気合い入れていこう！」

「お邪じや魔まします！　よろしくね～！」

　数十分の旅路を経て、通い慣なれた道筋を辿たどり慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かんへ。どうやら奥のコートにはもう十人全員が集合しているようだ。それに今日は竹たけ中なか夏なつ陽ひの姿もあるな。最近はたびたび顔を出してくれているから、そんなに珍しいわけでもないけど。

「待ってて、すぐ着替えてくるから！」

「あの、長は谷せ川がわさん、葵さん！　すみませんがその前に少し良いですかっ？」

　とりあえず挨あい拶さつだけすませて更衣室を借りようとした俺たちだったが、紗さ季きから用事があるみたいだ。なんだろう。一いつ瞬しゆん葵と視し線せんを重ねてから、制服のままみんなの前に向かう。

「どうしたの？」

「実は、昴さんと葵さんにお話があるそうなんです。椿つばさちゃんたち──五年生のみんなが」

「……どもっす」

「……こんちはっす」

　そう伝えてくれた智とも花かのお辞じ儀ぎに続き、下級生の輪わから一歩踏み出たのは、竹中姉妹。

　俺と葵は、そこでもう一度目配せ。どうやらお互いある種の予感というか、期待を抱かずにはいられないようだ。

「お話って、なにかな？」

「…………」

　葵の問いを最後に、しばしの沈ちん黙もく。が、やがて覚悟を決めるように大きく息を吸ってから、まずは椿ちゃんが口を開く。

「……ぶっちゃけ。ボクたちは大会にさえ出られれば、チームなんてどうでも良かった」

「ボクとつばが、あいつに。レナにリベンジできればそれで良かったから、試合には負けてもべつに関係ないって、そう思ってた」

　衝しよう撃げき、というべきか。むしろさもありなん、というべきか。双子が口にしたのは歯に衣着せぬ告白。

「ちょちょちょ、そりゃないだろ～!?」

「真ま帆ほ、待ちなさい！　……最後まで聴ききましょ」

　驚おどろいた真帆が抗こう議ぎしようとするが、すぐさま紗さ季きによって制止を求められる。俺おれとしても、まだ反応を示すべきタイミングではないと思い、口を閉ざしておくことに。

「それで？」

　喜怒哀楽を乗せないニュートラルな声で葵あおいが先を促すと、竹たけ中なか姉妹はもう一度少し考え込むようなそぶりを見せたが、やがて顔を持ち上げて思いの丈たけを伝えてくれる。

「でも、気が変わった。ボクたちだけじゃなくて、五年生全員であいつに勝たないと、満足できなくなった」

「あいつ、ましゃみにひどいコトした。なのに謝あやまらないで逃げた。あんなの許せない」

　いつもの無邪気な顔つきとは違う、強い意志と使命感を乗せた眼まな差ざし。もしかしたら、俺はこの時初めて二人ふたりのことを、竹中夏なつ陽ひに──傍かたわらで壁かべに背を預け、目を閉じて静かに佇たたずむ少年に似ていると、はっきり感じたかもしれない。

「ただの仕返しとかじゃなくて、雅まさ美みと私たちは大切な仲間だから。あの人に、怜れ那なさんに。あれがどれほど雅美にとって傷つくことだったのか、知って欲しいんです」

「そのためには、バスケで勝つしかないと思いまシタ」

　かげつちゃんとミミちゃんも淡々と、でも迷いのない口く調ちようで決意を重ねる。

「同情とか、そういうのはいらない。でも、あの女が椿つばきと柊ひいらぎにとっても許せない相手だっていうなら、私の気持ちなんて言葉にするまでもないわ。世の中なんでも好き勝手に、わがまま放題に生きて許されるわけじゃないんだって、教育してやらなくちゃ」

　そして最後に雅美さんが自らの胸に手を添えながら、実に穏おだやかで抑揚なく呟つぶやく。一見すると五人の中で誰だれより冷静にも映るのだが、たぶんそうではない。上う手まく言葉にできないけど、『怒りすぎて逆に研とぎ澄すまされた』状態というか、直接対たい峙じした者にしか伝わらないような凄すごみが、雅美さんの全身に宿っている。

「つまり、みんなで。チームとして、怜那さんがいる硯すずり谷だにに勝ちたいっていうことだね？」

　ようやく俺からも尋たずねると、五人はまったく同時に大きく頷うなずく。

「大会まで、あと二週間と少し。本気で勝ちたいって思うなら、もう練習時間を無む駄だにしてる暇はないよ？」

「わかってる。言われた通りにする」

「だから、教えて。どうすればあいつに勝てるか、教えて」

　葵が念を押すと、双子は交互に神妙な返事をしてくれた。

　──いける。

　あんな事件の後だから手放しに喜ぶわけにはいかないけど、不ふ揃ぞろいだった五年生の気持ちが、ようやくひとつにまとまりつつある。

　ひとえに、葵あおいがここまで五人を導みちびいてくれていたからだろう。課かされた厳きびしい特訓を皆で乗り越え、五人の間に『仲間』としての意い識しきが芽め生ばえていたからこそ、雅まさ美みさんに対する狼ろう藉ぜきを誰だれしもが許せないと感じたに違いない。

「ふふ。改めて、よろしくね。私たち十人で硯すずり谷だにとの試合にたどり着いて、そして、勝ちましょう。個人的にも、硯谷にはリベンジしなきゃ気が済まないしね」

「ふん。紗さ季きと協力なんてしないわよ。……自分のために、しばらくは敵対も我慢してあげるけど。お互い、邪じや魔まはナシ。それくらいなら、受け入れてもいい」

　微笑ほほえむ紗季に対し、雅美さんはまだ完全に心を許したそぶりを見せたりはしない。けど、つんと逸そらしたその頰ほおはほんのり赤く染まっていて、僅わずかながらでも変化を感じずにはいられなかった。

「さーて、昴すばる。ならそろそろ私たちも、具体的なことを考えないとね」

「そうだな。大会をどう戦うか踏まえた、実戦向きのメニューを組み直す時期だ」

　熱ねつ意いに醸かもされ、気迫を露あらわにした葵と意見を同じくする。

　この瞬しゆん間かん、俺おれたちもまた一つの分ぶん岐き点てんを迎えた。

　コーチとしても考えるべき事項は非常に多い。当日まで何を優ゆう先せんし、どう子どもたちに伝えるか。悩ましい問題がより明めい確かくに立ちはだかる。

　今回挑もうとしている大会は、時期が示している通り小学六年生にとっては集大成となる戦いだ。最初はあくまで県の予選で、本戦となる全国大会は三月になってからとはいえ、どのチームも多大なるモチベーションを抱え挑んでくることは間違いない。断じて、硯谷だけが唯一の敵とはならないだろう。

　しかしながら、この十人にとって最も大きな原動力となっているのは、やはり硯谷へのライバル心。必ず戦える保証などないとはいえ、気持ちを盛り上げるという意味ならまず硯谷対策から始めるのも間違いとは言い切れない。むしろチームとしての団結感を重視すれば、唯一無二の選択肢とすら思えてくる。

「うーん」

「にゃはは。どした昴すばる、お悩み中か？」

「おわ!?　……なんだミホ姉ねえか」

　結けつ論ろんに迷い天てん井じようを見上げていた最中、いきなり後ろから『膝ひざかっくん』攻こう撃げきを食らう。振り返れば、小学生とさして変わらないこぢんまりした叔お母ばが、茶封筒をひらひら振りながら吞のん気きな『にゅふ顔』で見上げていた。

「なんだってなんだよ。超重要な手紙を持ってきてやったのに。あんま態度悪いと剃るぞ？」

「何をだ……。それより、超重要な手紙って？」

「ほれ」

　まるで新聞に挟まったチラシでも扱うようなぞんざいさで、ミホ姉は持っていた茶封筒を差し出してくる。その仕し草ぐさからは、とても大事な代しろ物ものだとは思えなかったが、

「…………！」

　受け取り、中を検あらためてみた瞬しゆん間かんに、自然と背筋が伸びた。

　最初に飛び込んできた文字は『全国ミニバスケットボール大会　地区予選トーナメント表』という表題。

　どうやら無事にエントリーが済み、要項が送られてきたらしい。はやる気持ちを可能な限り抑えながら、俺おれは枝分かれした線せんの行き着く先を順番に追い、『慧けい心しん学がく園えん』の文字を探す。

「……そうか」

　半分を過ぎた辺りで、数奇な運命を知る。でもどこかその事実はある種の納得感というか、これがこの数ヶ月の努力がもたらしてくれた『引き』だとすれば、特段出来すぎた話だと驚おどろききれない印象も、漠然と宿るのだった。

「どする？　隠したってしゃーないし、私は今発表しちゃっていーと思うけど」

「ん。俺も同意見だ」

　むしろ、おかげで腹が決まった。これならば、もう何も迷う必要などない。俺たちが、大会までにすべきこと。それが、一本のレールの上でまっすぐに配置されたのだから。

「昴すばるさん……？」

　心配半分、わくわく半分といった感じでこちらを見上げる智とも花か。他ほかの子たちも同様に、ミホ姉ねえが運んできた報に興きよう味み津しん々しんの様よう子すだ。

「みんな。大事な話があるから、もう少し近くに集合してくれるかな」

　一度大きく深呼吸をしてから、俺は十人全員をちゃんと声が届くところまで呼ぶ。葵あおいは既に何かを察したのか、まっすぐに俺を見据えたままその場で動かない。

「なになに？　なんだったのすばるん？」

「ミホ姉が、大会の組み合わせ表を届けてくれた」

「……おー」

　はっと息を吞のむ声に続いて、マイペースなひなたちゃんの声。いや、微妙なニュアンスだが、いつもより少しだけテンションが高めか。ずっとコミュニケーションをとり続けているから、最近はこれくらいの僅わずかな変化も感じ取れるようになった気がする。

「じゃあ、わたしたちの最初の相手もっ」

「ああ、決まったよ」

　愛あい莉りに返事すれば、場の空気がますます緊きん張ちよう感かんで満たされた。

　さながら、重大な任務に臨のぞむ新入社員の気分。でも、もったいつけたら可哀かわい相そうだ。喉のどに覚悟を宿し、俺は言葉を続ける。

「初戦は」

「…………」




「初戦は、硯すずり谷だに女じよ学がく園えん」




「っ!!」

　ざわっ、と揺れる十人。五年生たちは鬼気迫るほど顔を強こわ張ばらせ、反対に六年生の表情はぱっと華やかに輝かがやいた。

「願ねがってもない、ですね……！　ふふ、これでいきなりリベンジが果たせるわ。雅まさ美みたちも、私たちも」

「んむっ！　ちびリボンたちに一回負けたっきりじゃぜったいいられなかったからな～！」

　紗さ季きが強く握った拳こぶしに、真ま帆ほも横から腕を絡ませる。さらに智とも花か、愛あい莉り、ひなたちゃんも芯しんの通った笑え顔がおで気合いを露あらわに。

「ラッキー、でいいんだよね？」

「もちろん。これでわかりやすくなった」

　俺おれと葵あおいも、親指を上向きにして喜びのジェスチャー。本当に、この上なき展開だ。県のミニバス予選は四つの区画に分かれていて、慧けい心しんと硯谷はギリギリ端と端で同じ地区に配置されることは事前情報として知っていたが、初戦からお相手願える確かく率りつは参加チームの数からすれば本来すごく低い。

　まさに、天からの思おぼし召めしとしか言いようがなかった。

「練習！　はやく練習しよう！」

「どうすれば良いの!?　ボクたちみんなで、あいつに勝つ方法教えて！」

　ひたすらポジティブな空気を纏まとう六年生たちとはやや雰囲気を異にして、攻こう撃げき的てきな気け配はいを漂わせている五年生たち。葵の両腕にしがみつき、指示を急せかす椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんの姿からは、もはや怜れ那なさんのことしか眼がん中ちゆうにないといった様相だ。
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「うん、早速始めよう。大会に向けた、そして打倒硯谷に向けた特訓を」

　さあ、もはや選択肢は完全に絞られた。もし硯谷と当たるのがいつになるか分からないといった状況ならば、他ほかの強豪校対策を怠おこたって足を掬すくわれる心配もしなくてはならなかったが、今や杞き憂ゆう。まず、硯谷を倒す。それこそがトーナメントを勝ち進むための、たったひとつの正着手となったのだから。

「まず訊きいておきたいのは、やっぱり葦あし原はら怜那さんのことだよね。ねえ、椿ちゃん、柊ちゃん。怜那さんってプレーヤーとしてはどんな感じだったの？」

　俺の宣言に続き、葵が顎あごに指先を添えながら双子に尋たずねる。この点に関して、本来ならもっと早く質問してみたくもあったのだが、二人ふたりとチームの折り合いがあまり良くない時期が続いていたこともあって、なかなか機き会かいを得られなかったのだ。

「今のところ、怜那さんとバスケしたことあるのは二人だけだから、気がついたことはなんでも教えて欲しいんだ」

『…………』

　そう付け足すと、双子はしばし俯うつむいて黙だまり込む。敗北のショックがこみ上げて語る気になれないのだろうか。その気持ちは理解出来るから申し訳なく思うが、ここはなんとか言葉にしてもらわねばなるまい。

　調しらべてみた限り怜れ那なさんが硯すずり谷だにメンバーとして試合に出た記き録ろくはなく、もちろん映像も写真も存在していないようだ。麻ま奈な佳か先せん輩ぱいに特徴を尋たずねるという選択肢は、葵あおいと共に即断で破棄。親しき仲にも礼れい儀ぎありというか、それはさすがに陣営としてのフェアプレーにもとる。

　だから今の俺おれたちにとっては、二人ふたりが唯一の希望と言えるのだが……。

「椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃん。悔しいとは思うけど、次勝つために聴きかせてくれないかな？」

「……違うよ」

「えっ？」

「悔しいから言いたくないんじゃなくてさ。なんか……ワケわかんなかったんだ、あいつ」

　優やさしく説得するように言葉を重ねてくれた葵に、双子はシンクロしてかぶりを振る。ん、今の反応からすると嫌いやがっているというより、説明に困っている？

「──椿と柊が口ごもるのも無理はねーよ、あれは」

「竹たけ中なか」

　困惑する俺おれたちの間に、静かな足取りでやって来たのは二人ふたりの兄、竹たけ中なか夏なつ陽ひ。

「そういえば夏陽君も一いつ緒しよにいたんだっけ、その場に」

「ああ。少しだけど俺も見た」

　そうか……！　それはとても心強い。むしろ外側から確かく認にんできたぶん、椿つばきちゃんたちよりも客きやつ観かん的てきな情報をもたらしてくれるかも。

「聴きかせてくれるか。印象とか、特徴とか」

「始めからそのつもりで来た。でも、俺もちょっと口で説明すんのは難むずかしーんだ」

「竹中も？　そんなにクセの強い相手だったのか」

「……あんなの、見たことねーよ」

　呆あきれたように両手を振り上げる竹中。いったいどんな選手なんだ。困惑は次第に、この場にいる全員に広がっていく。

「おい、ちょっとお前こっち来い」

　と、不意に竹中はコートの中にひとりですたすたと入っていき、ボールを拾い上げてからぶっきらぼうに俺を手招く。

　つまるところ。

「実戦で真ま似ねして見せてくれるのか？　怜れ那なさんのプレーを」

「しょーじき、自信ないけどな。……もし失敗しても絶対笑うんじゃねーぞ」

「ああ、恩を仇あだで返すようなことは絶対しない」

　珍しく迷いを孕はらんだ竹中に、俺は真ま面じ目めな顔で頷うなずく。しかし、それは翻ひるがえればよほど難なん易い度どの高いプレーに挑戦しようとしてるってことだよな。

　不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、図らずも俺の中で怜那さんへの興きよう味みが高まっていくのを感じる。

「にーたん、もしかして」

「ボクたちのために、あいつのことケンキューしてくれてたのかな」

　感慨深そうな双子の声を横に、俺と竹中はまっすぐに対たい峙じする。

「いくぞ！」

　そして、少年は静かにドリブルを開始した。







「……ショックだ」

「ち、上う手まくいったのは一回だけか」

　悔しそうな竹中の声。しかし、真に落ち込むべきはこっちの方だ。

　なんせ、初見に限ってとはいえ、俺は四つ年下の少年のドライブを止めることが出来なかったのだから。

　過去、スランプに陥って一時的に竹中を抜けなくなってしまったことはあったが、自分の方が抜かれた経けい験けんはこれが初めて。くそ、まいったな。みんなの前でかっこ悪い姿を披ひ露ろうしてしまった。

「す、すげーなナツヒ」

「バスケでそれ……アリなの？」

　もっとも、子どもたち──いや。俺おれ含めたこの場にいる全員の意い識しきは完全に竹たけ中なかのプレーの方に釘くぎ付づけのようだから、あまり気に止められてもいなさそうだけど。

「今のは、私だって絶対にいきなりは対応出来ないよ。ねえ夏なつ陽ひ君、本当にあの子はそんな技を？」

　半信半疑といった感じの葵あおいが訊きくと、竹中は呆あきれとも屈辱とも取れるような顔で大きく溜ため息いきを漏らす。

「ていうかむしろ、かろーじて真ま似ねできたのはこの一つだけだ。……あいつが妹たちを抜く時、同じドライブは一回しか使わなかった」

「な!?」

　衝しよう撃げきに任せて竹中、そして椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんの顔を順じゆん繰ぐりに確かく認にんしたが、三人とも話を大げさにしているなんて雰囲気は微み塵じんもない。

　じゃあ、あの子──怜れ那なさんは。今みたいなスキルを、何個も何個もマスターしているというのか。

　だとすれば。そりゃあ確たしかに──ワケわからない。

　ようやく俺と葵は、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいの口から出た『モノが違う』という言葉の意味の片へん鱗りんを理解するのだった。

「……どうする、昴すばる？」

　苦笑いを堪こらえるように唇をひくつかせながら、葵が腕を組む。

「ん……」

　詰まる言葉。出来ることなら正直、呆れに任せて天を仰ぎ続けていたい。

　けど、ダメだ。このチームのコーチとして、なんとか足がかりを。霧きりの中にそびえる全ぜん貌ぼうすら見えない崖がけを踏破するためのルートを是が非でも模索しなくては。

「竹中。未完成でも良い。怜那さんの技、覚えてる限り全部真似して見せてくれないか？」

「……笑うなよ」

「笑わない、笑えないって。俺、さっき一度抜かれてるんだぞ」

「じゃあ……仕方ねえ。いくぞ」

　まずは情報収集。他ほかに出来ることがないと言った方が正確かもしれないが、この妹想おもいの少年が屈辱の現場に居合わせてくれた不幸中の幸いにすがるしかない。

　葦あし原はら怜那さん、か。

　あの不ふ遜そんさも、どうやら無根拠で形成されているわけではなさそうだ。











～ｉｎｔｅｒｌｕｄｅ　〝Ｍ〟～






「よーし、ハーフタイム休きゆう憩けい！　しっかり水分補給しておいてね！」

『はいっ！』

　硯すずり谷だに女じよ学がく園えん初等部の体たい育いく館かんに野の火び止どめ麻ま奈な佳かが良く通る声を響ひびかせると、あどけない顔つきの部員たちが力強く返事してくれる。

　やはり、レギュラーを中心に今日きようの気合いはひとしおのようだ。大会の初戦が慧けい心しん女じよ学がく園えんに決まったことを喜んでいるのは、決して麻奈佳一人ひとりだけではない。

　傷ついた麻奈佳の足の経過は術後ずっと順じゆん調ちようで、少しずつトレーニングを再開しつつはあるが、まだ高校の部活に復帰するのは尚しよう早そう。そんな、本格的にバスケをプレーしたくとも出来ないでいる現状に気を急せかすことなく、じっくりリハビリと向き合えているのも、姉の厚意でこの子たちのサポートを続けられているおかげだろう。

　だからこそ夢みていた再戦が独りよがりでないことに、麻奈佳は殊こと更さら喜びを感じずにはいられなかった。もちろん、チームの真なる目標は県大会で優ゆう勝しようし、全国でも成せい績せきを残すこと。一回戦など、途中経過でしかない。

　しかしその初戦を落とせば夢が潰ついえるのも、語るに及ばぬ事実なのだ。

「負けないよ。昴すばるくん、葵あおいちゃん」

　うきうきと口角を上げながら、麻奈佳も教え子たちに遅れて水飲み場へ向かう。喉のどは渇いていなかったが、練習の締しめである紅白戦の前半。その感想を尋たずねてみたい相手がいた。

「おいすー。お疲れくーみん」

「あ、お疲れさまです麻奈佳先せん輩ぱい」

　肌寒い屋外に出ようとすると、ちょうど目当ての部員が戻ってくるところだったので、さり気なく共に館内に戻って壁かべぎわで雑ざつ談だんの体勢に。彼女の名は塚つか田だ久く美み。今年ことし硯谷で正センターを務めている、部内ナンバー２の身長の持ち主だ。

　そう。今やナンバー２なのだ。麻奈佳は改めて淡い驚おどろきに包まれる。

「どう、アヤの相手は？」

「やりづらいですね～相変わらず。もちろん良い意味で」

　単刀直入に、チームの最高身長を更新した本人である都みやこ大おお路じ綾あやの名を出せば、苦笑混じりの溜ため息いきが返ってきた。同ポジションに育て上げたいという願がん望ぼうもあって、久美には多くの場面でバスケ部に途中加入した綾の教育係を担ってもらっていた。

「そう？　一時期はアヤに対して久美もけっこう苦戦していたみたいだけど、最近はまたしっかり対応できるようになってるでしょ？」

「ま、このごろやっとクセも摑つかめてきましたし。それに、身長は綾の方が上でもパワーならぜったい負けませんから」

　屈託を感じさせず笑う久く美み。言う通り、同じ長ちよう軀くの選手でも久美と綾あやは体つきが異なる。乱らん暴ぼうに分類するなら久美がアメリカンタイプのセンターで、綾はヨーロピアンだ。加えて久美は男勝りな性格で、自らの力強さに誇りを持ってくれているのがありがたい。

「でも……」

　そんな、普ふ段だんは明るさの絶えない久美の表情が、一いつ瞬しゆん陰る。

「でも？」

「ときどき、思っちゃいますね～。綾と私、情報ナシで対戦するとしたらどっちが攻略しづらいかなって。私、やることなすことフツーですし」

「あはは、考えすぎ。くーみんは良いセンター。もっと自信を持って平気だよ。確たしかにアヤのプレーには、面おも白しろい『個性』がある。でも、それが久美のプレースタイルの否定にはならないよ、絶対に」

「わはー、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいにそう言ってもらえるのって、本当に嬉うれしいです。ありがとうございます！」

「それに、基き礎そをないがしろにしないってことは、バスケプレーヤーにとっていちばん大切な要素だしね」

「……今そんな言葉聴きくと、いろいろ考えちゃうなあ」

　そう漏らして笑う久美が思い浮かべているのは、おそらくあの問題児の姿だろう。もちろん綾のことではない。綾は貪どん欲よくに技術を吸収するため、随一の従順さで練習に向き合っているのだから。

　あの、遠征試合をきっかけとして。

「麻奈佳先輩。五年生たち、スタメンに入ってきたりするんですかね？」

「……その辺は、管かん轄かつ外がい。メンバーとか作戦を考えるのはお姉ねえちゃんだから」

　返事に少し間を置いてしまったが、噓うそをついたわけではない。実際問題として、このチームのマネジメントをするのは姉である野火止初はつ恵えで、麻奈佳はあくまでコーチとしての補佐役にすぎない。

　反応が遅れたのは、つい思案してしまったからだ。

　自分なら、どうするだろうと。

　特に初戦、慧けい心しん女じよ学がく園えん初等部との対戦において。

「すみません、変なこと聞いて。……綾、愛あい莉りちゃんとやりたいんでしょうね」

「そだね。ほんと、愛莉ちゃんに認めてもらいたい一心でがんばってるから。でもどうあれ、今年ことしの正センターはくーみんだよ。そこだけは私でも断言できる」

　なにしろ、綾と久美とではさすがに年季が違いすぎる。綾がゲーム全体を通した支柱としてセンターに立つのは、まだ経けい験けんも技術も足りない。

　むしろ、今考えうる理想は──いや、それは自分の立場から口にすべき言葉ではない。

「ありがとうございます。私だって、慧けい心しんさんとはもういちど勝負して、しっかり勝ちたいですから。自分から譲ゆずる気なんてありません」

「んむ、それでよし」

　久く美みが握った拳こぶしに、麻ま奈な佳かもこつんと拳を重ねる。慧心に対して強い想おもいを抱いているのは、断じて綾あやだけではない。夏休みの序じよ盤ばんに行った練習試合であわやの苦戦を強しいられたレギュラーメンバー全員が再戦を望んで止やまないことは、共に活動していれば否応なしに気付く。

「あっ、久美先せん輩ぱい」

　しゃがみ込んですっかり話し込んでいたところに小走りでやって来たのは、すらりとした長ちよう軀くを誇る、セミロングの髪を後ろで結わえた少女。都みやこ大おお路じ綾本人だ。

「おっと、噂うわさをしていたら」

「えっ……。う、噂、ですか」

「良い噂だよ。褒ほめてたの」

　久美に続き麻奈佳が補足すると、綾はほっとした様よう子すで胸をなで下ろす。コートの外で見せるおしとやかで控えめなその姿は、出会った頃ころと少しも印象が変わらない。

　あくまでも、コートの外という限定で、だが。

「よかった……。私のプレーの良くないところの話かと……」

「あはは、あんだけ苦戦させられて文句なんて言えないよ」

「そ、そんな苦戦だなんて！」

「ほんで、どうかしたの？　何か用事かな？」

　朗らかに立ち上がる久美。綾はしばし言いい淀よどむような仕し草ぐさを見せたが、

「ええと、その……。前半のラストプレーで、久美さんに抜かれてしまったところなんですけど、私、本当はどう動けば良かったのかなって……」

　やがて意を決したように、真しん摯しな瞳ひとみを向けながら質問を口にした。手にはいつの間にかペンとメモ帳が握られている。

「もうすっかりバスケバカだね～、綾も」

「す、すみません……」

「違う違う、嬉うれしいんだよ。よし、おいで。口で言うよりコートの中で実践した方が早いでしょ？」

「は、はいっ！　ありがとうございます！」

「任せなさい。愛あい莉りちゃんにいいところ見せられるように、先輩が鍛きたえてしんぜよう」

「そんな……え、えへへ……」

　二人ふたりで会釈を残し、嬉しそうに去って行く後ろ姿を見つめながら、麻奈佳も微笑ほほえましく思う。綾の加入は、間違いなく久美にとっても最高の刺し激げきとなった。互いに切せつ磋さ琢たく磨ましながら、選手として、またチームとしてもよりいっそう育っていく姿に、感慨を覚えずにはいられない。そういう意味で麻ま奈な佳かもまた、愛あい莉りへの感かん謝しやを深めるのであった。

　──これでもなおチーム状態が万全には遙はるか及ばぬ辺り、あの『問題児』の影えい響きよう力りよくに対してほとほと困り果てる限りだが。

「……もう一人ひとりくらいにインタビューしとくかね」

　休きゆう憩けい時間は残り僅わずかとなっていたものの、無性に話がしたくなって麻奈佳も再び移動を始める。ちょうど、久く美みの個人指し導どうが始まったコートの反対側で、目当ての少女は淡々とシュート練習を繰くり返していた。

「未み有ゆ」

「麻奈佳先せん輩ぱい？　どうしました？」

「用ってほどでもないんだけど、ちょっと雑ざつ談だんかな。……初戦、慧けい心しんになったね」

「関係ありませんよ。いつ、どこでどのチームと当たろうと」

　噓うそつきめ。シュートを繰り返しながら、一いつ瞬しゆんだけ口元を緩ゆるめたその表情を、麻奈佳は見逃さなかった。

「でも、再戦自体は楽しみでしょ？」

「…………まあ、それは、それなりに。前回点差を付け損ねましたから、次はダブルスコアくらいじゃないと」

「頼もしいね、キャップ」

「どもです」

　淡々と語る口く調ちようには油断の気け配はいなど少しも感じられず、むしろ言葉とは裏腹に厳きびしい戦いを予見し、それでもなお必勝を誓うかのような覚悟が色いろ濃こく漂っている。

　思えば、未有もずいぶんと成長したものだ。技術的には元からずば抜けていた少女だったが、こんな風にキャプテンとしての落ち着きを得たきっかけもまた、慧心との邂かい逅こうだろう。

　加えて、年下の反面教師が帰ってきたことが、彼女の精神的成長を加速度的に促したという側面もあるのかもしれないが。

「麻奈佳先輩。あいつ、やっぱり戻りませんか？」

「……怜れ那なのこと？　うん、飛び出していったきりだねー」

　今一度頭痛の種を思い浮かべていると、機きを同じくして未有から当事者の話題が振られた。実は今日きようも、怜那はチームと『ひと揉もめ』を終わらせた後である。

『紅白戦をやるなら、自分を六年生中心のレギュラー側に入れるべきだ』

　というもはや日常茶飯事と化した要求を初はつ恵えに一瞬で却下されるや、「じゃあもういい」と勝手に練習を早退してしまったのだ。

「怜那ってさ、結局今まで五人のチームでちゃんとバスケした事って、あるんだっけ？」

「……記き憶おくにはないです。全盛期の未有でも、あそこまでしなかったですけどね」

「あはは、全盛期って」

　その嘆き方に、麻ま奈な佳かは思わず笑ってしまう。確たしかにほんの数ヶ月前までは、未み有ゆもまたかなりの唯ゆい我が独どく尊そんタイプだった。だからこそ一時期怜れ那なとの関係は修復不可能なまでにこじれ、翻ひるがえって今なんとかチームが形を保てているのは、未有が『丸くなって』くれたおかげだ。

「麻奈佳せんぱぃ。あいつ──。怜那のこと、試合でどうするつもりですか？」

　愛まな娘むすめを見るような気持ちで成長を喜んでいると、再び五年生の起用に関する質問が。

　返すべき答えは、『私じゃわからない』。

　先ほどと同様、そうお茶を濁にごすのが正解だったはずだが、

「……未有は、どうすべきだって思う？」

　麻奈佳は衝しよう動どう的てきに、逆質問を重ねてしまった。チームメイトとしての目め線せんで意見を訊きいてみたいと、感じたせいかもしれない。

「リクエストして良いなら…………未有は使って欲しいです。レギュラーはあり得ないけど、ベンチには入れておいて欲しい」

「へぇ」

　意外なような、そうでもないような。

　ちなみにもし麻奈佳が未有と同じ立場だったとしたら──おそらく変わらぬ願がん望ぼうを抱いていたような気がする。

「最終的に決めるのはお姉ねえちゃんだからあくまで興きよう味み本ほん位いだけど、どうしてそう思うの？」

「知って欲しいからです。あいつに、もっと広い世界を」

　広い世界。独りよがりな能力だけでは登り切れない壁かべが、コートの中には存在する。

　おそらく、そう言いたいのだろう。

　だとすれば、麻奈佳と未有の想おもいはまったく同じベクトルの上で重なっている。

　幸か不幸か、怜那の個人技はあまりにも高レベルすぎて、同世代から挫ざ折せつを感じさせられる機き会かいはそう多くはなさそうだ。

　それでも、彼女に何か価か値ち観かんの変化を起こせるような、そんなチームがあるとすれば。

「……未有。待ち遠しいね、慧けい心しん戦せん」

「どうして慧心の名前が出てくるんです？　それは関係ないです」

　噓うそつきめ。シュートを繰くり返しながら、一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを染めたその表情を、麻奈佳は見逃さなかった。

「さいですか。ま、いーや。とにかく、良い試合になるといいね。勝つのはもちろん私たちだけど」

「とーぜんです。一回戦なんて、ただの途中経過ですし」

　言わずもがな、スポーツ推進校である硯すずり谷だにの目標を初戦突破なんて低い位置に設定するわけにはいかない。目指すは全国であり、その頂上。長は谷せ川がわ昴すばるや荻おぎ山やま葵あおいには申し訳ないが、このチームにとって慧けい心しん戦せんはあくまで通過点にすぎない。

　だが、しかし。それは『分ぶん岐き点てん』にもなり得るだろう。

　慧心とどう戦い、どう勝つか。結果いかんで、今年ことしのチームの伸びしろが変わる。

　あとはもちろん、油断大敵。

　甘く見て勝てる相手でないこともまた、歴然とした事実だが──。

「…………」

　──手前には、麻ま奈な佳かと話している間も絶対にゴールから眼めを離はなさずシュートを打ち続ける主将。

「そう、いいよ綾あや！　そんな感じでしっかり腰を落として！」

「はいっ！」

　──奥には、貪どん欲よくに技術を送受しあう、二人ふたりのセンター。

　休きゆう憩けい中ちゆうにもかかわらず両サイドで迸ほとばしる情じよう熱ねつからして、そこはまったくいらぬ心配か。

「ほーい、そいじゃそろそろ後半戦はじめますか！」

　後こう輩はいたちの頼もしき姿に笑えみを強めながら、麻奈佳は再び体たい育いく館かん内に良く通る声を響ひびかせるのだった。
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「あまり特殊なプレイを試すのは、まだ時じ期き尚しよう早そうだと思うんだが」

「かといって、ワンパターン化しすぎてマンネリになるのも怖いわ」

　葵あおいと向き合い、真剣に今後の交わり方について議ぎ論ろんする。

「言いたいことは分かるよ。でも今の形がいちばん無理なく身体からだを動かせる」

「やる前から可能性を否定してたら、良いか悪いかすらわからないでしょ。もし違う穴が目に付いたら、今度はそこを塞ふさいでみれば良いじゃない」

「うーん、上う手まくハマるとも思えないんだけどな～」

「お願ねがい、昴すばる。一度だけ試しに入れてみよう？」

　ここ最近、会う度たびに同じ話題だ。それも致し方なし、お互いの興こう奮ふんが究極的に高まっている時期なのだから、無理に自制心を引っ張り出そうとする方が不自然とも言える。

「…………ん。そこまで言うならわかった。何事もチャレンジだって考えよう」

「やった、さすが昴。えへへ、今からウズウズしちゃうなぁ」

　議論の果て、熱ねつ意いに負けて俺おれは葵のリクエストに応じてみることに。新境地には不安も抱くが、まだ萎い縮しゆくするようなタイミングでもないだろう。

「──って、あれ？　どうしたのゾノ、ショージ。万ばん里り君も変な顔しちゃって」

「あ、すまん。つい葵と話し込んじゃったな。……それは良いとして、なんで三人ともそんな遠くに座ってるんだ？」

　そこで後ればせながらに気付いた。一いつ緒しよにハンバーガーショップに入った他ほかのメンバーが、なぜか俺たちから大きく距きよ離りを取って啞あ然ぜんとした表情を向けている。バスケ同好会の休きゆう憩けい時間を使って議論に熱を上げているうち、何か起きたのだろうか。

「お、お前ら。とうとうそんな関係に──いや！　むしろどんな関係なんだ!?　ちょっとはっきり、詳しく説明しろ！」

「ぶえー！　しょーじー！　あのオトナたちなんか怖いよやだー！」

「よしよし怖かったねえゾノぉ～。とはいえ弊へい社しやもあまりのパワーインフレーションに倒産寸前であります！　やだぁー！」

　不ふ思し議ぎに思って尋たずねれば、万里、柿かき園ぞの、御み庄しよう寺じの順で堰せきを切ったようにわーきゃーと。うむ、わからん。わからんが、いつものように何か盛大な勘違いをしているということだけは伝わってくる。

「……普通にバスケの話してただけなんだけど」

「バスケ話だったのかよ！　まぁ知ってたけど」

「はいはい思わせぶり思わせぶり」

「もはや伝統芸だねぇ。いつまでもスルーしない弊へい社しやたちを有あり難がたく思うんだよぉ」

　眉まゆ根ねを寄せつつ念を押せば、全員が一いつ瞬しゆんでテンションを元に戻してそそくさと帰ってきやがった。ただの悪ノリか……。まったく、これだから高校生は。

「まあ、同好会中に二人ふたりだけで盛り上がってたのは悪かったよ」

「ホントだよ、盛り上がりすぎというか、サカりすぎというか」

「葵あおいちん。もう白昼堂々『入れてみよう』とか言っちゃだめだよぉ」

「え、なんで？」

「どんな特殊なプレイでセンセーに『穴』を『塞ふさいで』もらおうと思ったのかね～。あちしコドモだからわかんないなー！」

「こらこらダメだよゾノぉ。シゲキすると、また葵ちんが『ウズウズ』して来ちゃうよぉ」

「だから、二人ともなんの話を………………………………………………っ!?!?!?」

「あれ？　どした葵」

　ともあれこちらにも非はあったので謝しや罪ざいを口にしたのだが、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じからツンツンつつかれているうちに葵が額ひたいを強打せんばかりの勢いでテーブルに突っ伏してしまった。肩をわなわなと震ふるわせ、悶もん絶ぜつしているようにも見える。

「あーこりゃ、気付いちゃったね。自分たちの会話のアヤウさに」

「うへへぇ。さすが葵ちん。イヤーがファットでいらっしゃる」

「葵、そうなのか？」

「だぁああああうるさいうるさいうるさい！　終わり！　この話題もう終わり！」

　一人ひとりだけ取り残される形で腕を組んでいると、葵ががばりと起き上がって甲かん高だかい声で叫ぶ。その頰ほおは今にも発火しそうなほど真まっ赤かだ。

「そうしてあげようセンセー。ブチョーの乙おと女め心ごころを傷つけないために」

「な、なにがなにやらさっぱりだわね!?」

「ま、まあ、俺おれとしては別に構わないけど」

　すっとぼける葵の姿は明らかに話題を逸そらそうとしていたが、別に追及は本意じゃない。提案通り、ここはひとまず仕切り直しをしよう。

「真ま面じ目めなところ、さっきの話って愛あい莉りたちの試合のことだろ？　気付けばもうすぐだもんな。ついに愛莉が、バスケの公式戦に。感慨深すぎて、まだ実感がわかん」

　助け船を出すかのようなタイミングで、理解を示してくれたのは万ばん里り。さすがはシス……もとい、愛の戦士。その実ちゃんと気付いてくれていたようだ。感謝に免じて、さっきの悪ノリは不問に付して進ぜよう。

　しかし思えば、万里もだいぶ打ち解けたよな。同好会に加入してくれた当時のぎくしゃくした立たち居い振ふる舞まいがもはや懐なつかしくもある。

「そっかぁ、言われてみればもうすぐだぁ」

「あと二週間ないくらいだっけ？　じゃあ、そん時の作戦とか？　よかったらあちしたちにも話聴きかせてよ～」

　議ぎ題だいが慧けい心しん女バスだと知るや、御み庄しよう寺じと柿かき園ぞのも純粋な興きよう味みとして瞳ひとみを輝かがやかせてくれる。夏休みに浅からぬ関かかわりをもって以来、二人ふたりも女バスのことは気にかけているのだろう。

「そう言ってくれると嬉うれしい。じゃあ、もう少し詳しく話させてもらうよ」

「えっとね。今悩んでるのは、試合中の『メンバー入れ替え』についてなの」

「めんばー入れ替え？」

「柿園と御庄寺は、ミニバスだけにある特別な『選手交代の決まり事』って知ってるんだっけ？」

「ミニバスだけの？　弊へい社しやたちバスケ始めたの中学からだから、もしかしたら知らないかもぉ」

　はてなマークを浮かべ唇をすぼめる二人。ではまずはそこから説明をしないとな。

「普通のバスケと、小学生のためのミニバス。ぱっと見同じなようで、実は細かくルールが違ってたりするんだけど──」

「はいはい知ってる！　ミニバスは三点シュートがなかったり、あとはゴールが普通より低めだったり」

　元気よく挙手した柿園に、葵あおいがこくりと頷うなずく。

「うん、正解。あとは十人いないと、公式戦に出られなかったり」

「それで最初はひなたちんたち、試合できないかもぉって大変だったんだよねぇ」

「で、やっとこさメンバーが十人になって、次の全国大会予選にエントリーできるところまで来たってわけだ」

　重ねて御庄寺が懐なつかしげに眼めを細め、重ねて万ばん里りも温かな息を漏らした。ここまで決して平坦な道筋ではなかったから、とりあえず『出場できる』という事実を嚙かみしめるだけで、俺おれもまた深く感動を覚える。

　とはいえ、何より子どもたち自身が出場の思い出だけで満足するはずなんてないけどな。

　閑かん話わ休きゆう題だい。再び柿園と御庄寺に向けた説明に戻る。

「そう。ようやくついに、出場要件を満たした。でも実際のところ、ただ十人メンバーが居るだけじゃあダメなんだ」

「え、そうなのセンセー？　ダメってどういうこと？」

「ただ十人居るだけじゃ足りなくて、第３クォーターまでに十人の選手が『試合に出る』必要があるの。それがミニバスだけの、大切なルールの一つ」

　葵に追つい従じゆうして、俺と万里も頷く。

　つまるところ、仮に第１、第２クォーターを智とも花かたち六年生五人で挑んだなら、第３クォーターは五年生五人にフルメンバーチェンジをしなくてはならないという寸法。多くの子どもに出場機き会かいを与えるため、そんな特殊ルールが設定されているのだ。

「しつもーん。一いつ瞬しゆんだけ五人入れ替えて、すぐ元に戻すのはアリ？」

「それもナシ。というかもう一つミニバスの独自ルールがあって、第３クォーターまでは競きよう技ぎ中ちゆうのメンバーチェンジが認められてないんだ。選手交代出来るのは、クォーターの変わり目か、もしくは怪け我がとか５ファウルとか、トラブルがあったときだけ。最終クォーターになっちゃえば、タイムアウト後の交代も認められるんだけど」

「ほえー。それ結構大変だねぇ」

　間延びした声と共に目を丸くする御み庄しよう寺じの言う通り、この取り決めもまたかなり曲くせ者ものなのだ。いつでも好きなタイミングで選手交代ができる中学生以上のバスケと比べ、ある意味では別競技と断言して良いほど戦略的に差異が生まれる。ミニバスにはそんな側面があることを、まがりなりにもコーチを務めるようになって俺おれもようやく知った。

「だから、結構悩みどころなのよね。第３クォーターまで十人全員に、最低でも１クォーター以上プレーしてもらうっていう課か題だいを、どうクリアするか」

「んー、悩むか？　五年に１クォーター、六年に２クォーター割り振るのがいちばん良い気がするんだが」

「うん、基本的にはそう……っていうか、あの子たちに関しては他ほかの組み合わせってちょっと考えにくいんだけど、ね」

　首を捻ひねる万ばん里りに、葵あおいが頷うなずく。ここまで五人で育はぐくんできたチームワークがあるのだから、あえて無理にシャッフルする必要はないというのは、おそらく皆の共通認にん識しきだ。

「それでも、可能性の上では試してみるべきだっていうのが葵の意見。俺も、言いたいことは分かるんだよ。対戦相手によっては、組み替えた方が戦いやすい可能性はあるし、それにあまり考えたくはないけど、なにかアクシデントがあった時は一時的に混成を試さなくちゃいけないかもしれない。その予行練習をしておくべきっていうのは、確たしかに正しい」

「ふむ。なるほどなー。……しかし、結構荒れ模様だな、その練習は」

　万里の苦笑が伝染して、同好会メンバー全員がやんわり天を仰ぐ。気が強く、絆きずなも強い、そんな五人と五人の融ゆう合ごうは、土ど壇たん場ばの火種にも繫つながりかねない。

「でも、決めたよ。やっぱり試してみよう。大会に向けて万端に体勢を整ととのえるなら、避けては通れない」

「……よかった。じゃあ明日あした早速かな。がんばろうね」

「お互いな～。五年生たちには葵の言葉の方が届きやすいと思うから、むしろ頼りきりになっちゃうかもしれないけど」

「そこは任せて。むしろ、昴すばるには改めてお礼を言わなきゃ。なんだか当たり前みたいに私も毎回部に顔を出すようになってるけど、けっこうずうずうしいよね……」

「そんなわけないだろ。すごく感かん謝しやしてる」

　誠意を込めてテーブル越しに右手を伸ばすと、優やさしく握り返してくれる葵。チーム全体で見れば、葵あおいの加入は十人体制が実現したことと同列に語って良いほどの戦力強化だ。もはや、かけがえのない仲間。ちゃんと言葉にしていなかったけど、誰だれにとってもそういう認にん識しきであることは疑いようもない。

「むふふ、なんだかやっぱり良い感じかもぉ」

「よかったな～ブチョー。やっぱセンセーとブチョーはバスケなしじゃイチャコラできないか！」

「なっ、なにいってんの!?　今はそういうタイミングじゃ……って、タイミングとか関係なくて！　そんなんじゃないんだってば、ぜんぜん！」

　柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じに茶ちや化かされ再び頰ほおを染める葵を見て、申し訳なくも口元が綻ほころぶ。二人ふたりの言い方はともかくとして、確たしかになんだか中学生時代に戻ったかのような情じよう熱ねつを、今俺おれたちは共有できている。

　それもこれも、挫ざ折せつを忘れさせてくれるほどのまばゆさで、智とも花かたちが傍そばに寄り添ってくれていたから。

　──勝たせて、やりたいな。

　春が過ぎ、夏が過ぎ、秋が過ぎて。

　訪れた冬ふゆ景色げしきの中。初めて五人と出会い、その情熱に魅みせられたあの頃ころと同じ気持ちを、俺は再び抱くのだった。
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「みんな、集合してくれるかな」

　そうして迎えた今週二回目の練習日。一通りの基き礎そ練習が終わったところで俺と葵はアイコンタクトを交わし、子どもたち十人を呼ぶ。

　慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部が挑む初めての公式大会──殊ことに初戦である硯すずり谷だに女じよ学がく園えんとの再戦に向けて、現状抱えている課か題だい。

　ひとつは、未いまだそのポテンシャルがベールに包まれたままの選手、葦あし原はら怜れ那なさん対策。

　もうひとつが、先日話し合った十人体制でのゲームマネージメントだ。

　前者はもう少しじっくり答えを模索しないと足がかりが見えてこない現状でもあり、ひとまず解決すべきは後者の方だろう。

「というわけで。今日きようは大会に向けて、メンバーをシャッフルしたチームで紅白戦を試してみたいと思います」

『えー！』

　大ブーイングである。まあ、予感はしていたけど。

「なんでなんでなんでさー！　五年生は五年生のチームでいーじゃん！」

「ていうかマホたち試合出るの？」

「……出るに決まってるでしょ」

　両腕を振り上げて抗こう議ぎする椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんを見て、紗さ季きが額ひたいを押さえながら嘆たん息そく。他ほかの六年生メンバーも困り笑いで言葉に詰まってる様よう子すだ。

　さてさて、第一段階としては昨日きのうと同じく、ミニバスの十人ルールについて五年生に説明をせねばなるまいな。智とも花かたちには既に軽く伝えてあったが、そういえば新加入組に対してはまだだった。

　というわけで、なるべく分かりやすいよう時間をかけて丁てい寧ねいに解説。

「ハアクしマシタ。最初の３クォーター、ぜんぶ出るのはムリ、ということデスね」

「十人全員が、必ず１クォーター以上プレーしなければならない……と」

　ぐっと親指を突き出すミミちゃんと、メモ帳にペンを走らせつつ何度も頷うなずくかげつちゃん。どうやらしっかり理解してもらうことができたようで、一安心。

「そっかー。じゃあ１クォーターは、マホたちに任せなきゃいけないのかー」

「不安だけど、足を引っ張らないようしっかりやるのよ」

　残るは、完全に自分たちの方が２クォーター出ると信じて疑ってない双子と雅まさ美みさんに、方針を飲み込んでもらうミッションだけだ……。

「……ねーすばるん。二つ出るのって、つばひーたちじゃないよね？」

「うん。五年生たちには申し訳ないけど、基本的にプレー時間は六年生の方を長くしようと思っている」

「なにー!?　いぎあり！　それはえこひーきってやつだな!?」

「聞き捨てなりませんね。スポーツは実力主義でしょう？　年功序列だなんて馬ば鹿かげています」

　真ま帆ほに返事した途と端たん、ますます武ぶ闘とう派は五年生のボルテージが高まる。歯に衣着せず言ってしまえば、実力主義という意味においても六年生を優ゆう先せんしたいのだが、それを伝えても火に油を注ぐだけになりそうなのでぐっと飲み込んでおく。

「みんな、ちょっとこのプリントを見て欲しいんだ」

　代わりにあらかじめ用意しておいた資料を配り、目を通してもらう。プレー時間が少ないことを伝えれば五年生から不平が出るのは織おり込み済み。だからちゃんと説得するための切り札は確かく保ほしておいた。

「なにこれ？」

「硯すずり谷だに女じよ学がく園えんの、ここ何試合かの結果をまとめたデータだよ」

『……！』

　そう告げるや、場の空気が引ひき締しまる。本番に向けて、名前が出ただけで気合いが入るほど、チームとして仕上がりが進んでいることの表れだ。

「あいつも出てるの？」

「残念ながら、怜れ那なさんの出場記き録ろくは見つからなかった。でも、ここを見て。メンバーチェンジの流れをまとめてみたんだけど」

「……このデータによると、どうやら硯すずり谷だには第２クォーターでフルメンバーチェンジして、１、３、４クォーターにレギュラーを出す方針みたいですね」

「うん。紗さ季きの言う通り。たまに例外はあっても、基本的に控えメンバーが出てくるのは第２クォーターだけで、あとはスタメンで戦い抜くのが通常だ。……つまり、硯谷の五年生選手と決着をつけたいなら、第２クォーターに全力を注ぐしかない」

　セオリーとしても、第２クォーターを控えメンバーだけで乗り切って十人ノルマを達成する作戦は、わりとメジャーな戦い方のようだ。硯谷の方針もデータを見た限りでは毎回同じだし、次の戦いで奇をてらってくる理由も思いつかない。相手は第２クォーターにメンバーを総入れ替えしてくる。ここはほぼ間違いないはず。

「怜那のやつが、レギュラーに入ってるかもよ？」

「それはないと思う。向こうのチームの監かん督とくさんたちとは面めん識しきがあるんだけど、性格に問題がある選手を主力に抜ばつ擢てきする方針だとはとても思えないんだ。あってせいぜい控えメンバーに加えてくるところまでだと思う」

　むしろ、規律を守れないならベンチにすら入れない、という選択の方が可能性としては高いかも。もちろん五年生たちのモチベーションを考えると個人的には対戦を成立させてあげたいが、そこは硯谷側の方針なのでとやかく口を挟むことじゃない。

「葵あおいさんも、同じ考えですか？」

「うん。私も昴すばるの読みに賛さん成せい。あの子と直接戦えるとすれば、第２クォーターが最有力」

　即答を受け、雅まさ美みさんはややうつむき加減に思案を始める。

「勝手な言い分に聞こえるかもしれないけど、たとえばこう考えてみるのはどうかな？　怜那さんとの直接対決に勝つため、五年生は出し惜しみなしで第２クォーターに集中攻こう撃げきを仕掛ける──って」

「タンキケッセン、デスね。ワタシはかまいまセン」

「私もそれで大丈夫です。第２クォーターを勝ち越して、あとは姉ねえ様さまたちにお任せすればきっと……」

　付け足した言葉に、まずミミちゃんとかげつちゃんが頷うなずいてくれた。幾分安あん堵どしつつ、しかし本当の壁かべはここから。残る三人が、この提案に納得してくれるかどうか。

「う～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん」

「迷うな～。迷う……けど。ボクたちが戦いたい、ぜったいに戦わなきゃいけない相手は」

　唸うなる双子はまだ答えを決めかねている様よう子す。

　そんな中、最初に決断を示したのは雅美さんだった。

「…………紗季、いい？　私たちが作ったリード、潰つぶしたら承知しないからね」

「ふふ、ナマイキ。……でも、約束するわ。必ず点差を守って、第４クォーターまで凌しのぎきってみせる。だから、お互いがんばりましょう」

「ふん」

　差し出された紗さ季きの掌てのひらから勢いよく目をそらしながらも、チームの方針には理解を示してくれた雅まさ美みさん。その事に、まずはひたすら感かん謝しや。

「椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんは、どうかな？」

「…………しゃーない。もっと出たいけど、まずはあいつをやっつけるのが先だから」

「今回はとりあえず、それでいい」

　さらに、腰を屈かがめて機き嫌げんを伺うかがう葵あおいに、竹たけ中なか姉妹もしぶしぶながら首を縦たてに振る。うん、これでまた一つ、本番に向けて視界がクリアになった。

「五人とも、本当にありがとうね。もちろん勝つための布陣だから、みんなで力を合わせて頑張っていこう」

「べつに他ほかの人たちのためじゃないし」

「いちばんはボクたちがレナのやつを倒すためだし」

　俺おれが求めた握手もスルーされてしまったけど、問題なし。むしろもっと揉もめるかとも思っていたから、めげる材料にすらならない。

「チーム分けの方針はひとまず理解しました。でも、だったら尚なお更さら、上級生と混ざる必要なんてないんじゃないですか？」

　と、ここで聡そう明めいな雅美さんが、タイミング良く議ぎ題だいを一つ先に進めてくれる。

「うん、そうだね。基本的には、五年チームと六年チームの二つで戦おうと思っている。でも、もしかしたら他にも面おも白しろい組み合わせが作れるかもしれないから。本番前に一応試しておきたいんだ」

「わ、私はぜひ、姉ねえ様さまとおなじチームでプレーしてみたいですっ」

「おー。ひなかげコンビ、やってみたいかも」

「ワタシも、ぜひシショーのおてつだいを」

「し、師匠はおこがましいけど、ミミちゃんと一緒にプレーするのは大歓迎だよ」

　それを聴きくや、積せつ極きよく的てきに挙手をしてみせたのはかげつちゃん。ミミちゃんもまた、智とも花かとの連携を強く望んでいる様よう子す。確たしかにこの二組は相性抜群だろうし、状況次第では新味が出せるかもしれないんだよな。

「というわけで、お願ねがいできないかな。もしいい組み合わせが見つかったら、試合に出るチャンスが増えるかもしれないし」

「え、そーなの？」

「ならやるやる！　出られるんならいっぱい出たいし！」

「私も別に構わないです」

　さらに頼み込んでみたところ、竹たけ中なか姉妹と雅まさ美みさんからも無事了承をもらえた。六年生のみんなも不満はないようなので、早速葵あおいと相そう談だんしながら、幾つかの混成パターンを試してみることに。

「………………ふむ」

　結けつ論ろんから言えば、思った以上に『機き能のうする』組み合わせは多かった。

「どうぞ、姉ねえ様さまっ！」

「おー。かげのかげから、ひな登場」

　ローポストに入ったかげつちゃんをスクリーナーに使ったひなたちゃんのドライブは素す晴ばらしい突破力だし、

「ししょー、あたためておきまシタ」

「あ、ありがとうっ」

　アシスト役に徹てつするミミちゃんのおかげで、詰めの一手だけに集中できる智とも花かというのも非常に鋭えい利りな武器だ。

　他ほかにも『意外や意外、この組み合わせが』という驚おどろきもあったりして、想像以上の収しゆう穫かくに図らずも感嘆の息が漏れるほどだった。いやはや、葵の進言を受けておいて良かったな。おかげで時と場合によっては『奇き襲しゆう』として役立ちそうなパターンを幾つか脳内にストックすることができた。

「へーいパス──ふにょわっ!?」

「こら～マホ！　じゃまっ！　ぶつかったじゃん！」

「ボクたちの間に入ってくるなんてひゃくおくまんヘクタール早い！　アホ！」

「なんだよ～あたしも混ざったって良いじゃんか～つばひーのケチ！　ヘクトパスカル！」

「なんだとー！　マホのエルニーニョ！」

　まあ、中にはどう考えても相性最悪という組み合わせもあるにはあるのだが。

「…………ん？」

　相変わらずな三人の口げんかに苦笑していると、妙に気になる光景が眼めに留まった。

「うう、また入りませんでした」

「わーい。ひなの勝ち」

　一つ前のターンまで同じチームだったひなたちゃんとかげつちゃんが、今度は敵同士に別れてマンツーマンで当たっていたのだが、当然このマッチアップは大きな身長差が生まれてかげつちゃんが圧倒的有利になる。

　ところがどうしたことか、かげつちゃんはゴール下から放ったシュートを外してしまったのだ。これが一度きりならばちょっとしたミスとして流していたところだが、どうも妙な既視感がある。

　そこで冷静に記き憶おくを掘り返してみると、つい何ターンか前にひなたちゃんからマークを受けていたときも、かげつちゃんはシュートを外していたことに思い当たった。ミスマッチのせいでほとんど邪じや魔まされずに放てている割には、明らかに精彩を欠いている。

「かげつちゃん、ひなたちゃん」

「は、はいっ」

「おー？」

「お願ねがいがあるんだけど、もう一度二人ふたりの１ｏｎ１を見せてもらえないかな。かげつちゃんがオフェンス、ひなたちゃんがディフェンスで」

「……？　はい、もちろん構いませんけど」

「おにーちゃんのためなら、頑張らざるをえない」

　妙に気になってしまい、俺おれは二人に直接再現をお願いする。なんだろう、この感じ。かげつちゃんがひなたちゃんへの遠えん慮りよで手加減しているとか、そういうことじゃない。どうも、全力でぶつかってなおかつ攻めあぐねているような、明めい確かくな『やりづらさ』が、どことなく漂っているのだ。

　この理由は、しっかり把握しておくべき。第六感が、俺にそう告げている。

「……っ」

「とー」

　早速始まった攻防を、全ぜん身しん全ぜん霊れいの集中力で凝ぎよう視し。一挙手一投足を見逃さぬよう、エンドラインギリギリから観かん戦せんさせてもらう。

　パワードリブルで前に出ようとするかげつちゃんを必死に止めようとするひなたちゃんだが、体格差のせいでどうしても押し負けてしまう。やがて、じりじりとかげつちゃんはゴール下までの進出を果たし、そして難なんなくシュートを、

「あっ」

　打った──までは良かったのだが、軌道が微妙に的を外れ、リングに嫌われたボールはネットをかすめることなく零こぼれてしまった。

「……ねえ、ひなたちゃん。そのディフェンスのやり方、何かの本とかに載っていた？」

　そして、とうとう突き止める。今のシュートミス、やはり偶然じゃない。ひなたちゃんが使った『マジック』がもたらした、狙ねらい通りの成果だ。

「おー？　かげと朝練習しながら、ひなが考えた。だめだった？」

「だめじゃないよ、すごい。すごく良い。これは、きっと使える！」

「わーい。おにーちゃんにほめられた」

「やっぱり、姉ねえ様さまのディフェンスが素す晴ばらしいから、こんなにシュートを外してしまうんですね。少し前から入り辛づらくなって、ヘンな感じがしてたんです」

　バンザイして喜ぶひなたちゃんと、逆に安あん堵どしたかのような表情を浮かべるかげつちゃん。スランプに陥ってしまっていたのではと、密ひそかに思い悩んでいたのかもしれないな。

　しかし、これは盲点だった。まさかこんな方法で、相手のシュートの成功率を落とすことが出来るなんて……。天使かつ天才。もはや天という概念すら超越した存在なのではないか。なでなでしたい。

「すごいな。本当にすごいよひなたちゃん」

「ほにょー。なでなできもちいい」

　そう思った瞬しゆん間かんにはもうなでていた。さておき、チームワークに留とどまらず驚おどろきの収しゆう穫かくがまたひとつ。オフェンスもディフェンスもめざましい進化を遂げているひなたちゃんは、出会ってからの伸びしろという意味では間違いなくチームでいちばんだろう。

　俺おれもまたこの咲き乱れる才能を可能な限り活いかせるよう、試合の当日までコーチとして精進し続けなければな。

「なでなで」

「ほにょー」

「な、撫なですぎです長は谷せ川がわコーチ」

「あ、ごめんなさい」

　いけない、なでなでを継続したまま決意に燃もえていたらかげつちゃんに怒られた。反省。







「真ま帆ほっ！」

「あいよっ、さすがサキ！　いーパス出すね～！」

「ふふ、その言い方ナマイキ」

　一通り組替えを試したあと、ラストはいつものメンバーに戻して紅白戦。新しん鮮せんな魅み力りよくを確かく認にんした後だからこそ、かえって勝手知ったる仲間同士の絶妙なチームワークが際立つ。

　うん。やっぱり五人の調ちよう和わという意味では、このシンプルな分け方がいちばんだ。

「あーもう、すぐ取り返す！　ひー！」

「がってん！　ミミっ！」

「ガッテンガッテン」

　椿つばきちゃんから柊ひいらぎちゃんへ。柊ちゃんからミミちゃんへ。流れるようなパスワークで繰くり出される速攻のラン＆ガン。やはり五年生の魅力はこの足並みがばっちり揃そろったリズム感抜きには語れないし、

「おー。みみ、やっぱりはやい。でも、ひなも負けない」

「うんっ。しっかり取り返していこう！」

　智とも花かたちの、どこからでも攻め口を作れる攻こう撃げきバリエーションの豊富さは五人揃ってこそ破は壊かい力りよくが何倍にも増す。

　幹あっての枝葉。そんな言葉を確認させられる小気味良い攻めが、双方から続けざまに繰り返されていた。

　これを見たら、方針は否応なしに確かく定ていする。過度の介入など邪じや魔まになるだけ。あくまで基本は今まで通りの編へん成せいを変えず、あとは必要に応じてサポートを考えればそれで良い。

「うん！」

　確かく認にんの意味で葵あおいと目を逢あわせれば、皆まで言うなという力強い頷うなずき。意見の一致を得たので、チーム編成に関してはひとまず考察終了。引き続きミニゲームを観かん戦せんしながら、懸けん案あん事項を切り替える。

　即すなわち、葦あし原はら怜れ那なさん対策。

　とはいっても、これはだいぶ手詰まりに近いんだよなあ……。なにしろ情報が少なすぎるのだ。わからないものは、想像すらしようがない。

「……そろそろ、発想の転換が必要なのかもしれないな」

「なんの話？」

「怜那さん対策。どう受けて立つか考えてもさっぱり見えてこないんなら、むしろこっちから積せつ極きよく的てきに攻めていく方法を考えるべきなのかもって」

「相手の持ち札を想像するより、自分たちの手札をどう使うか考えるってこと？」

「そんな感じかな」

「うん、すごく賛さん成せい。その方が前を見てる感じがして、私は好き」

　葵からも同意を得られた。ならば早速思考をシフトだ。

　まずは少し、構図をシンプルにしよう。五年生たちが立ち向かうべき硯すずり谷だに控えチームは、おそらく既知のメンバーに、怜那さんという強力なエース格がひとり混ざるという認にん識しきで合っているはずだ。

　もちろん、怜那さんがベンチインすらしない可能性や、このひと月で硯谷チーム全体の戦力が大幅に上昇している可能性は否定できないが（特に後者はかなり高確率で有り得る）、そこはひとまず目を瞑つむる。

　さて、この『エース加入』という状況。必ずしもメリットだけではないように思える。これまで聴きいた話とお祭りでの一件を総合すれば、怜那さんがかなり自分本位なプレーヤーであることは疑いようもない。即ち、チームとのコネクトはあまり良くないはず。

「チームメイトと、怜那さんを分断することができれば……」

「そうだね。どれだけ上う手まくて１ｏｎ１が強い選手でも、他ほかの四人と連携がぜんぜん出来ない状況なら、あんまり怖くない。それがバスケ」

「とっかかりはそこだよな」

　半ばひとりごとのような呟つぶやきだけで意思の疎通を図れたように、基本方針は葵と完全一致している模様。

　ならば、ひとつだけ真っ先に思い浮かぶ戦法はあるのだが、それは弱点もあからさまな非常に危ういもの。単独で『対策』の答えとするには、いかにも穴だらけだ。

　もっと他ほかに、自信を持って回かい答とう欄らんを埋められるような方程式はないものか。脳みその中に嵐あらしを呼び起こしながら、改めて俺おれはコート内の五年生たちに注目する。

　──コンビでの連携力ならチーム一の、竹たけ中なか姉妹。

　──恐ろしく精度の高いロングシュートを最大の武器とする、藤ふじ井い雅まさ美みさん。

　──オールラウンドで高い戦力を誇り、冷静さも兼かね揃そなえたミミ・バルゲリーちゃん。

　──恵まれた長ちよう軀くと、総じて気の強いメンバーの中で一歩引いたポジションを不服としない袴はかま田だかげつちゃん。

　この五人で、敵陣にくさびを撃うち込む方法は。

「……ねえ、昴すばる。なんか、すごく絵空事みたいな作戦が浮かんだんだけど」

「奇遇だな。たぶん俺も同じ事を考えてた」

　苦笑いを見ただけで、葵の言いたいことがわかってしまった。そう、まさに『絵空事』としか言いようがない方法なら、ひとつ面おも白しろい策が打てる。

　キープレーヤーは、双子。

　ただし、あの二人ふたりがこのプランに魅み力りよくというか、『やりがい』を感じてくれるかどうか。そこが最大の問題だ。

　苦笑混じりに時と計けいを見れば、ちょうど紅白戦の前半終了まであと数秒。……ええい、なるようになれ。このハーフタイムに、相そう談だんを持ちかけてみよう。

「前半終了、休きゆう憩けいに入ります！　カゼ引かないようにしっかり汗を拭ぬぐっておいてね！」

　決意のホイッスルに続き、言葉でも労ねぎらいを伝えて体たい調ちよう管理を促す。子どもは風の子といえど、この季節は保ほ護ご者しやを務めさせてもらっている立場としても気を引ひき締しめておかないとな。

「ひー、水飲みにいこ！」

「うん！　あーもー、また負けてるしっ」

「たった四点差よ。後半で取り返せるわ」

　息を弾ませながら、洗面所に向かう双子と雅美さん。ちなみに十人体制になって以後の紅白戦は六年生の勝ち越しが続いているが、日によってはかなり際どい点差に持ち込まれることも少なくない。五年生の実力もまた確かく実じつに上昇気流に乗っており、それを本人たちも実感しているせいか、負けたあとも悔かい恨こんより『次こそは！』と闘とう志しを燃もやす前向きさの方が強く見て取れる。チーム全体の雰囲気として、まさに最高の状態と言えた。

「姉ねえ様さま、寒くありませんか？」

「だいじょうぶ。かげにだっこしてもらって、ぬくぬく」

「そ、そんな、光栄です……！　私の体温でしたら、全部持っていって下さい！」

「や、全部って」

　やがて他の子たちも水分補給を終え、全員が簡かん易いヒーターの周りに小さな輪わを作って集まったところで意を決し、葵あおいと共に作戦を持ちかけに行く。

　さーて、どう話すかな。

「みんな。特に五年生たち、ちょっと良いかな。怜れ那なさん対策のことで相そう談だんがあるんだ」

「……!!」

　伝えた途と端たん、ぴくりと竹たけ中なか姉妹の瞳ひとみが大きく見開かれる。それに比べれば少ない変化だが、雅まさ美みさんの表情もまたいくらか厳きびしさを増したように感じた。

「やっつける方法、思いついたの？」

「試してみたい作戦なら、ひとつ」

「聴きかせて！　あいつに勝てるんならやるに決まってる！」

「うん。もちろん話すけど、その前にひとつ質問させて欲しいんだ。椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんにとって『バスケで勝つ』って、どういうことかな？」

『……？』

　意図が分からないといった様相で、怪け訝げんそうに顔を見合わせる双子。確たしかに抽象的すぎる問いだが、それでも今あえて尋たずねたい理由があった。

「そんなの、相手よりたくさん点数を取ること以外にないんじゃ」

　眉まゆ根ねを寄せ、代わりに応こたえてくれた雅美さんに、俺おれはこくりと頷うなずきつつ言葉を継ぎ足す。

「そうだね。ただそれって『相手に自分たちより点を取らせない』っていう風にも言えないかな？」

「同じこと、じゃないですか？」

「同じとも言えるし、微妙に違うとも言える。つまり──」

　ここでようやく、本題を切り出す。この作戦が断じて『後手』に回るためのものではないと伝えたかったから、あえて先にバスケ……というか、対戦相手と競きそうスポーツの根底となる要素を確かく認にんしておきたかったのだ。

「──ということを、椿ちゃんと柊ちゃんにお願ねがいしたいんだ」

『………………えぇ～』

　あはは、揃そろって凄すさまじく不服そうな顔だ。でもまあ、分かるんだよな。口で言っていきなり受け入れてもらうのは難むずかしいと感じていたからこその『絵空事』だ。

　だからまずは、知ってもらうか。そんなバスケもまた、めちゃくちゃ魅み力りよく的てきだってことを、二人ふたりに。

　ただそのためには、ちょっとばかり尊い犠ぎ牲せいが必要なのだが……。

「ほぇ？　どしたのすばるん？」

　唐突に見つめられ、きょとんと首を捻ひねる真ま帆ほ。すまぬ……。どう考えてもいちばん『適任』なのだよな……。

「葵、よろしくお願いできるか」

「ん、言いたいことは分かってるわ。……よーし、それじゃ五年生、あっちで後半の作戦会かい議ぎしよっか！」

　アイコンタクトひとつで、下級生を引き連れ距きよ離りを置く葵あおい。本当に、毎回居てくれて助かると改めて感じ入るばかりだった。

「ねーねーすばるーん。なんの話さ～」

「えーとな、真ま帆ほ。差し金は俺おれだ。だから恨うらむんなら葵じゃなくて、俺を恨んでくれ」

「？？？」

　あえて何も説明しないまま、頃ころ合あいを見て後半開始のホイッスルを吹いてしまう。

「そこまで！」

　結果、試合は八点差で六年生の勝利。点差は、むしろ逆に開いた。

「ちくしょ～～～～～～～～～～～～～～～～！」

　その結果とは裏腹に、地じ団だん駄だを踏み激はげしく悔しがっているのは、真帆。

「…………やばい。ねーねーひー、今の、ちょー楽しくない？」

「うん！　これ、アリかも。すっごいきもちいーよ、つば！」

　そして負けたのにも関かかわらず、双子は実に上じよう機き嫌げん。まったくもって、想おもい描いていた通りの結果になった。

　さすが葵、見事短期間で要点を伝えてくれたな。加えて『竹たけ中なか姉妹だから』というのも付つけ焼やき刃ばで上う手まくいった理由として大きいのだろう。それほど、このプランは間違いなく二人ふたりと相性が良い。

「どうかな、椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃん。今回はいきなりだったから試合には負けてしまったけど、残りのメンバーとの連携を鍛きたえればもっともっと二人の力でチームを強く出来るはずだ。次の練習から大会直前まで、さっきみたいなやり方を突き詰めてみない？」

「うーん」

「……でも、それだけで本当に、あいつに届くのかな」

　迷いがよぎるのは、かつての直接対決がよほど衝しよう撃げき的だったせいだろうか。聴きいた話によれば、二人とも為なす術すべ無く怜れ那なさんに翻ほん弄ろうされてしまったらしいしな……。

「怜那さんの情報が足りなすぎるから、申し訳ないけど保証まではできない。けど、さっき軽く説明を受けただけでこんなにやれたんだ。練習を続ければ必ずもっと伸びるし、それに二人も言ってたよね。チームで勝ちたいって。みんなで役割分担をして、足りないところは仲間に補ってもらう。そうやって連携力で勝負するのが、いちばん正しい打倒怜那さんの方法なんじゃないかな」

　強力な個に対しては、群で迎むかえ撃うつ。それは俺にとってもまた、バスケという競きよう技ぎで上を目指すための命題そのものとも言えた。

「つばひー。私自身、好きなことだけ……ロングシュートだけ練習してきたから、無理に頼み込む権利はない。でも、二人ふたりがさっきみたいに戦ってくれたら、すごく心強いわ。二人ならできる……ううん、二人にしかできないことだって思う」

　迷い続ける二人にそっと歩み寄り、淡々と、でも真しん摯しな瞳ひとみで後押ししてくれたのは雅まさ美みさん。双子と同じかそれ以上に、怜れ那なさんへの対抗心を燃もやしている仲間からの信任は、俺おれの説得よりもずっと奥深くまで二人の心に届いたはずだ。

「ボクたちにしか、できない」

「ボクたちだけの方法で、あいつにぎゃふんって言わせられたら。それってきっと、ボクたちの勝ちだよね」

　やがて二人はゆっくりと顔を持ち上げ、同じリズムでおかっぱ頭を縦たてに揺らす。

「やりまショウ、つばひー。ワタシたちも、チームとして助け合いマス」

「つばひーを頼りにするぶん、つばひーも私たちを頼ってくれたら嬉うれしいな」

　ミミちゃんとかげつちゃんもすぐ傍そばまでやって来て、ぐっと拳こぶしを握り大切な仲間へ信頼を寄せる。

「しゃーない。そこまでアテにされたら」

「ボクたちが、一肌脱ぐしかないね」

　そうしてついに二人もはにかみ混じりに息を吐いて、瞼まぶたを細めるのだった。

「じゃあ……!?」

「うん。この作戦、やってみるよ。……でも」

「その前にどーしても、三人に言っておきたいことがある」

　と、喜んだかげつちゃんがぎゅっと両拳を握った矢先、双子の表情が急きゆう激げきに険しくなる。

「どうしマシタか？」

「みんな……………………そろいもそろって『つばひー』って呼ぶな～～～～～～～～！」

「そんなマホっぽい呼びかたしてると、三人ともアホになっちゃうんだからね！」

「なんだ、そのこと。あは、驚おどろかせないでよ」

　何事かと一いつ瞬しゆん緊きん張ちよう感かんを伴った俺たちだったが、内容を聞いて全員がほっと安あん堵どする。いはやはやほんと、大した問題じゃ無くて良かった。

「いやいやめっちゃ重要だから！　つばひーって呼んで良いのはマホだけだから！」

「えっ。ちがうよつば！　マホもだめだよ！」

「ああっ!?　間違えた今のナシ！」

　絶妙な掛け合いを繰くり返す二人に、あちこちから自然と溢あふれる笑い声。このコンビ力、やっぱり最大限武器にすべきだよなと重ねて思う。

「なんだよも～。ドサクサに紛れてあたしのことまたアホって」

「真ま帆ほ。今日きようはごめんな、なんか犠ぎ牲せい者しやにしちゃって……」

「あはは、すばるんを怒るようなことじゃないって。めっちゃ悔しかったけどさ～」

「……ありがとう。でも、真ま帆ほもさすがだったよ。すぐに狙ねらいに気付いたから、逆に点差を広げることができたし」

「くふふ、まーねー。あたしがダメなら、四人に頼っちゃえばいいやって」

「うん、それが大正解」

　そして恐らく、怜れ那なさんは真帆のように『正答』を出すにはひどく苦労するはずだ。だからこそ、立ち向かえない相手ではない。たとえどれほど、個の能力が高かろうとも。

　よし、これにて用意すべき武装はおおよそ見えてきた。あとはひたすら、研とぎ澄すますのみ。
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「お？」

　日が落ちてから帰宅した香か椎しい万ばん里りは、自宅のポストに見覚えのある封筒が届いているのを発見した。母親は既に仕事場のジムから帰宅しているようだが、取り込み忘れたのだろうか。

「うーん」

　しばし、玄関先で立ち往生する。宛あて名なを確かく認にんせずともこれが誰だれに届いた手紙なのかは知っているので、いたずらに触れずスルーしておくのが『プライバシーを遵じゆん守しゆできる立派なお兄にいちゃん』像なのではという気もするが、とはいえ最近輪わをかけて部活に精を出している受け取り主のこと。疲れ果ててポストを確認する余裕がないかもしれない。なにも封を切ろうというわけではないのだから、中に運んでおくくらいは問題ない、というかそうしないのもかえって不自然ではないか。

　ちなみにこの日万里の帰宅が遅れたのは、新しいバスケットシューズを見に遠くの街まで出かけていたためだ。身体からだ相応のサイズを誇る足にフィットする靴は、市内だと見つからないのである。どうでもいいが。

「あれ、お兄ちゃん？」

「……おう、お帰り愛あい莉り」

　迷っている内にスクールバスが家のすぐ傍そばに停とまり、当人が降りてきた。これにて無む駄だに悩む必要も無くなったと、万里はほっと安あん堵ど。

「手紙、届いてるぞ。ほら」

「わたしに？　えへへ、ありがとう」

　ポストの蓋ふたを持ち上げたまま目配せすると、愛莉は小走りにすぐ近くまでやって来る。ふわりとシャンプーの香りが伝わって、万里は未いまだ慣なれぬその距きよ離りに図らずもどきりとした。

　ほんの数ヶ月前では考えられなかった近さから得る感動は、色あせることを知らない。

「あっ……綾あやちゃんから」

　取り出すや、愛莉も宛名を確認する前に差し出し人を確信する。以前も何度か届いたこの若わか草くさ色いろの封筒は、あの、硯すずり谷だに女じよ学がく園えんに新加入したというセンタープレーヤーが好んで使用しているものだ。

「けっこう頻ひん繁ぱんにやりとりしてるよな」

「うんっ。……ペンフレンド、かな。えへへ」

　何事も、電子メールで済ませることが多くなった昨今、手書きの文字でやりとりする関係というのは特別な魅み力りよくがあるのかもしれない。嬉うれしそうにはにかんだ妹の表情を見て、漠然とそう思う万里だった。

「……初戦、硯すずり谷だにと当たるんだよな。その子とも、勝負することになりそうか？」

「この前の手紙だと、レギュラーに入るのは難むずかしそうだって」

　それはそうか。女子バスケに疎うとい万ばん里りでも名前くらいは知っているほどの強豪校だし、五年生ではよくてベンチ入りまでだろう。

「でも、たくさん練習して、またわたしと試合したいって言ってくれてる。それが、嬉うれしくて。わたしなんてまだまだなんだけど、それでも綾あやちゃんの元気のもとになれるなら、わたしももっともっと頑張らなきゃって思えるから……」

　白い息を吐きながら、愛あい莉りは胸元に手紙を抱き寄せる。その、優やさしさと強さが同居した佇たたずまいを見て、美しいと。純粋にそう思った。この気持ちはたとえシスコンでなくても変わるまい。いやそもそもシスコンではないが。

「愛莉、もし俺おれが……」

「……？」

　言いかけて、言葉を飲む。いけない、あまり無責任な発言は慎つつしんでおこう。

　ただもし万里自身が、硯谷の監かん督とくなら……その子を起用するかもしれない。愛莉と対戦させることが、きっと何よりも綾という少女の成長に繫つながるのではないか。そんな気がして、根拠の無い予感がよぎる。

「いや、すまん。なんでもない。とりあえず中入ろう。風か邪ぜ引いちまう」

「えへへ、そうだね。おなか空すいちゃったし」

「晩飯何かな～。久しぶりに肉をがっつり食いたいな。力付けるためにも」

「わたしはあったまるものがいいかな。シチューとか」

　話を逸そらし、万里は妹と足並みを揃そろえ自宅の扉を開く。答えがわかるのはどのみち試合の当日だ。変に期待感を煽あおったりせず、あとは成り行きに任せるのみ。

　何を聞こうと聞くまいと、愛莉も綾という少女も、最大限の努力で運命の日を迎えることに変わりはないのだろうから。
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　その後も順じゆん調ちように練習を重ね、気付けば大会本番まであと一週間ほど。みんなの努力のおかげで抜かりなくメニューを進められているが、そろそろ得も言われぬ緊きん張ちようと高揚を抑えきれなくなってきた。

「この腰の角度が神がかってるよな……」

　昂たかぶる心を鎮しずめるため、今こ宵よいも汗に濡ぬれた小学生女子の動画をかぶりつきで連続再生。もはやすり切れるほど再生したディスクだが、それでも見る度たびに新たな魅み力りよくに気付かせてくれるあたり、このコレクションは死ぬまで手放せない。

　恐らく、俺おれの部へ屋やに存在する唯一の芸術作品であろう。

「……っと。感動はともかく研究、研究」

　はっと我に返り、再び動画──硯すずり谷だに女じよ学がく園えんと慧けい心しん女バスの練習試合に意い識しきを集中させる。

「やっぱりすごいな、未み有ゆちゃんは」

　見れば見るほど、随所で垣かい間ま見みせる切れ味に舌を巻く。しかもこの当時からさらに研とぎ澄すまされているであろうことは確かく実じつ。怜れ那なさんの存在も不気味ではあるが、見えてる驚きよう異いという意味ではやはりこの小柄なポニーテールの少女こそが筆頭だ。

「とはいえ、奇策でどうこうできる相手というわけでもないか。……信じるだけだよな、自分たちのエースを」

　それでもなお、怖おじ気けづいたりはしない。敵に未有ちゃん在りというのなら、こちらには湊みなと智とも花かが居るのだから。




「──すばるくーん。電話よ～。智花ちゃんから」




「……智花から？」

　そんな風に、まさしく思いを馳はせていたタイミングで母かあさんに呼ばれ、図らずもドキリとしてしまう。なんだかテレパシーが通じたみたいだ。もちろんそんなわけはないんだけど。

　ところで智花には携帯の番号もちゃんと教えてあるのだが、家の方に着信があったのはなにか事情あってのことだろうか。そもそも毎朝顔を合わせているから、電話をもらうこと自体わりと稀まれなんだけど。

「ちょっと待って、今行く」

　少し遅れ気味に返事しつつ、部屋を出て階下へ。

「うふふ、なんだか大事な用みたいよ」

　降りきったところで母さんがリビングの戸を開け、コードレスフォンを手で押さえながら結わえた髪を揺らす。確たしかに、急ぎでなければ明日あしたの朝にも話すチャンスはあるもんな。見当もつかないけど、少し背筋を正しておいた方が良いかもしれない。

「もしもし、智とも花か。かわったよ」

『す、すいません昴すばるさんっ。その……夜分に』

「ううん、そんなに遅くもないし、それは全然大丈夫」

　答えたあとで壁かべの時と計けいを見れば、時刻はようやく七時を回ったくらい。早めの夕食がまだしっかり胃に残っていたので、おおよそ感覚通りだ。

『で、でしたらよかったです……』

「…………」

　いけない、会話を止めてしまった。やっぱり何か、重要な相そう談だんごとだろうか。淡い緊きん張ちよう感かんを抱きながら、すこし思案。だとすると、あまり先を催促するようなことは言わない方がいいだろうし、かといって黙だまり込んだままなのもよろしくない。

「きょ、今日きようの夜何食べた？」

『えっ。な、鍋なべ焼やきうどん、でした』

「あ、いいね。温まりそう」

『はいっ、すごくぽかぽかしました。今も、してるかもです……えへへ』

　迷った挙げ句、食べ物ネタに逃げる。実にありきたりだが、無ぶ難なんに会話は回り出したのでよしとしよう。

「うちでも近いうちお願ねがいしようかな、鍋焼き」

『七な夕ゆさんの鍋焼きうどんも、とっても美お味いしそうです。……そ、それで、その』

「うん」

　ほどなく、智花が話す気になってくれたみたいなので前置きは止やめて静せい聴ちよう体勢に。

『今日は……その。良い天気、なので……それで……』

「え、天気？」

『ふぁう！　ち、違うんです！　……いえ、違わないかもですけど、今の言い方は、間違いで。……す、すみません』

　ふむ、なんだろう。確たしかに日中はほとんど雲も流れてないような快晴だったから好天なのは間違いないのだが、夜に持ち出す話題としては少し違和感がある。

「でも確かに、しばらく雨は大丈夫そうだね。明日あしたの朝も、しっかり練習できそうだ」

『そ、そうですねっ。た、楽しみだな……』

　ひとまず、このままじっくり会話を続けてみるか。そのうち偶然にでも智花が切り出しやすいタイミングが作れるかもだし。

「そういえば、携帯に電話くれてもよかったのに。もちろん家の方でもぜんぜん構わないんだけど」

『あ、ありがとうございますっ。どちらにかけさせて頂くか迷ったんですけれど、夜にお願い事をするなら、七夕さんともお話すべきだって、お母かあさんが』

　そう思った矢先に、ヒントが到来。言葉から推理するに、智とも花かは何か頼み事があって電話をくれたみたいだ。それも明日あしたではなくて、今夜のうちに果たすべき用事で。

　さらに、天気も気にしていた。ということは、室内でなく外に出る必要がある？

　──夜のうちに、屋外で果たすべき、お願ねがい事ごと……か。

「…………あ！」

『ふぇっ？』

　これぞまさに、奇跡か。

　居直るつもりはないのだが、鈍どん感かんで名高い俺おれがたったこれだけの情報で回答に思い至れるなんて、なんとも珍しい。

　……いや。

　違う、そうじゃない。奇跡なんかじゃない。

　それだけ、自分にとっても大事だったのだ。いつか智花と果たさなくてはと、常に記き憶おくの片隅に残しておいた、約束事が。

　そうか。ようやく、『頃ころ合あい』の季節が訪れたのだな。

『あの、昴すばるさん……？』

「ごめんごめん。ええと、智花」

『……は、はいっ』

「今夜は、良い天気だね」

『……あ』

　受話器の向こうで、ほっと安あん堵どするような吐息。もう間違いない。智花の願い、これで確たしかに伝わった。

「今からちょっとだけ、出かけようか。智花の親御さんは、許してくれそう？」

『は、はいっ！　お母かあさんが、付いてきてくれるそうなのでそれは大丈夫ですっ』

「なら安心だ。ええと、どこが良いかな。待ち合わせは……」

『で、でもっ！　……その、昴さん。本当によろしいのでしょうか？』

「もちろん。だって約束したじゃないか」

『………………っ。ありがとう、ごさいます。昴さんが覚えていて下さって、本当に、本当に嬉うれしいです』

　智花の声は、少し震ふるえうわずっているようにも聞こえる。……って、いかんいかん。なんだかそれじゃ自うぬ惚ぼれてるみたいな言い方じゃないか。

　でも、喜んでもらえているなら何よりだ。

「むしろ、俺から誘わなきゃとも思っていたんだけど、時期が分からなくて。ごめんな」

『そう言って頂けるだけで……幸せです。では、あの。うちの近くの駅でお願いできますか？　時間は、一時間後くらいで』

「駅だね、了解」

　約束を交わし終えて、静かに受話器を戻す。一時間後か。電車で行くならゆっくり身み仕じ度たくして出ればちょうど頃ころ合あいに着きそうだけど……でも、待たせたら嫌いやだしな。

「母かあさん、ちょっと出かけてきて良い？」

「うふふ、どうぞ。ちゃんと暖かくしていくのよ」

　何も説明せずに尋たずねれば、花か織おりさんの同行を伝えるまでもなく許可が下りてしまった。さすが、信頼してくれているというか、放任主義というか。どちらにしろありがたい。

「そうするよ。だいぶ冷えてきたし」

　頷うなずいて、身仕度のためにいったん自室に戻る。部へ屋や着ぎからニット編あみの服に着替え、その上から厚手のコート。

「……それから、これも」

　さらにもう二つ、防寒用のアイテムを忘れずに装備。冬の透き通った空気に完全防備で挑むべく、抜かりなく素肌を隠しておく。

「それじゃ、行ってきます」

「いってらっしゃーい」

　わざわざ見送りに玄関まで出てくれた母さんへ一声かけ、いざ外へ。気温は間違いなく低かったけれど、装備とはやる気持ちのおかげか、身構えたほどは寒くない。むしろ冷気が心地ここちよいくらいだった。

「よし、レッツゴー」

　移動手段は、自転車を選択。今の時間なら、電車を待つよりこっちの方がいくらか早く着くはずだ。

「……あっという間だったな、この一年」

　急ぎすぎず安全運転の範はん疇ちゆうながら、それなりのペースで街灯の間を縫ぬいつつ思い出に漬ひたる。あれからもう、四ヶ月以上が過ぎているんだな。硯すずり谷だにとの初対決後に交わした約束を、再戦の間際に果たす。タイミングとしては、最高なのかもしれない。

　吉事だけに恵まれたわけじゃない。でも智とも花かたちのおかげで、間違いなく俺おれにとって『良い年』だった。

　どんな挫ざ折せつすらをも糧かてにして、これからもずっとがんばれる。

　たくさんの出会いのおかげで、自信を持ってそう言い切れようになれたのだから。

「なんて、まだ大一番はこれからだけどな」

　うっかり過去を振り返ってしまったけど、前だけを見つめるべき時期にそれはまだ早い。バスケも、智花との約束も。思い出にする前に、確たしかな『今』としてしっかり味わわなければもったいない。

「……よっと」

　やがて、待ち合わせ場所の駅に到着。駐ちゆう輪りん場じように自転車を預けて駅舎の中に入ろうとすると、

「あっ、昴すばるさん！　すみません、お待たせしてしまいましたかっ!?」

　智とも花かが白い息を弾ませながら小走りでやってきた。

「ううん、こっちもちょうど着いたばっかり。ジャストタイミング」

「でしたら、良かったです。ほっとしました」

　微笑ほほえみかければ、智花も頰ほおをほころばせる。待たせるのが嫌いやだったのはお互い様だろうし、まさしくこれ以上ないベストな時間での到着だろう。

「…………あ」

　偶然のシンクロに感かん謝しやしていると、不意に智花の襟えり元もとが眼めに留とまる。そしてようやく、俺はとても大事なことに気付いた。

「よかった、完成したんだね。これでお揃そろいになれた」

「は、はいっ。……なんだか、すみません」

「嬉うれしいよ、すごく。智花が編あんでくれたんだなって、改めて感かん謝しやしたくなる」

　自分の首もとを暖めているのは、白い手編みのマフラー。十月の誕たん生じよう日びに、智花からもらった大切なプレゼントだ。纏まとうのは初めてではなく、寒くなってから毎日ありがたく使わせてもらっているのだが、

「昴、さん」

　智花もまた同じものを巻いている姿を見るのは、今日が最初だった。

　いっしょの毛糸で自分用にも編んで良いか問われ、もちろん快かい諾だくを示していたので意外というわけではないのだが、ようやく完成したと知って何ともいえない温かな気持ちがよぎる。

「…………」

「…………」

　しばし向き合ったまま、言葉を止める俺おれたち。お揃いのマフラーで感じる、絆きずなと繫つながり。ほんの少しだけこそばゆくて、でもそれを圧倒的に覆おおい尽くす、幸福。

「ふふっ、これは完全にラブラブカップルね～」

「ふぇっ!?　お、おおおおおお母かあさん何をいってるのっ!?」

　などと万感にひたっていたら、いつの間にやらすぐ傍そばにいらしていた花か織おりさんからニヤニヤスマイルを浴びてしまった。あはは……。自分はともかく、智花に恥ずかしい思いをさせちゃったかな。いや、『俺はともかく』という言い方も、もしかしたら問題があるのかもしれないけど。

「ええと、その、こんばんは。今日きようはありがとうございます、花織さん」

「お礼を言うのはこちらですよ。智花のわがままのため、寒い中来て下さって本当にありがとうございます」

「いえいえ、わがままなんかじゃ……！」

　とりあえず挨あい拶さつとお礼を伝えれば、逆に深々とお辞じ儀ぎを賜たまわってしまった。慌てて俺おれも九十度に腰を折る。

「本当に、呼び付けるなんておこがましい真ま似ねをすみませんっ！」

　さらに智とも花かも参戦し、三みつ巴どもえの直角耐久戦。誰だれも顔を上げようとせず端はたから見たらシュールであろう体勢で時が流れるが、とはいえ真っ先に身体からだを浮かすわけにはいかぬ。

「さ、それでは参りましょうか」

　やがてそんな気け配はいを察知して下さったのか花か織おりさんがいち早くもとの体勢に戻り、ぽん、と手を鳴らす。それを合図に、俺も智花もゆっくりと直立。心の中で、ありがとうございますと再び感かん謝しやの意。

「場所は決まってる？」

「はいっ。昴すばるさんがよろしければ、神社の、高台まで行こうかと……」

「夏祭りで花火を見たところだね、了解。確たしかにあそこなら良い感じだ」

　目的地を確かく認にんし、智花と横並びで歩き出す。小さな少女と歩幅を合わせながら、夏に行き来した道を、もう一度辿たどっていく。

「……あれ？　花織さん？」

「おかまいなく～！　ちゃんといますから、私のことは無視して大丈夫ですよ～！」

　と、なんだか変な感じがしておもむろに振り返れば、花織さんが俺たちからずいぶんと距きよ離りを置いてぽつんと後方追走をなさっている。

「……なにか、気を遣つかって下さってるのかな」

「お母かあさんの……ばか」

　こういう表現は、もしかしたらすごく失礼なのかもしれない。

　でも、母親の無邪気さにぷっくり頰ほおを膨ふくらませてみせる智花の様よう子すは、冷たい北風を忘れさせるほどの可愛かわいらしさだった。

「……冬になると、神社もなんとなく雰囲気が違う気がする」

「そ、そうですね。初もうでの時は賑にぎやかなんですけど、今日きようは少し暗いですし」

　こそばゆい空気を取とり繕つくろうように、くぐった鳥居を見上げ世間話。花織さんの行動も微妙に気になるが、今は何より、約束を果たすことが大事。だからしっかり見つめるべきは、隣となりにいる小さな少女だ。

　ファーの付いたベージュのコートはとても暖かそうで、上品なデザインが智花にとても似合っている。下はミニ丈のスカートだから寒いのではないかと心配になるが、黒いタイツに守られているおかげで見た目よりは防寒が行き届いているのかも。

「こっちもお揃そろいだね」

「えへへ、はいっ」

　そして、両手を覆おおうのは俺のと同じ、毛糸の手袋。紗さ季きが五年生と葵あおいの分も含めて作ってくれた、俺おれたちの宝物だ。バスケも、勉強も、お店の手て伝つだいも手を抜かず、それでいて全員分を仕上げてくれたその真心。何度お礼を伝えてもぜんぜん足りない。

「……紗さ季きが、背中を押してくれたんです」

「ん？」

「最初は、みんなで見に行きたいって相そう談だんしたんですけど。紗季が、昴すばるさんとした約束なら、昴さんと二人ふたりで行きなさいって……」

「そうだったんだ。智花は、よかったのか？　みんな一いつ緒しよじゃなくて、俺と二人で」

「…………はい、今日きようは」

　短い返事ながら、その柔らかな表情を見ればどうやら噓うそではないと信じることができて、俺もまた感かん謝しやがふくらむ。

　そうだな。みんなと一緒ももちろん大歓迎だけど、あの約束を交わした相手は智とも花かだったのだから。今日に限っては、こうして二人きりの方が自然なのかも。

　ふと、暗がりの中で頼りなげに揺れる小さな手が目に入る。

　あの時も、確たしかこうして──。

「ふぁ、昴さん……？」

「ご、ごめん。暗かったから、転ばないようにと思って」

　勝手に手を繫つないだ俺を見上げ、智花は驚おどろきを露あらわにする。境けい内だいの灯あかりはだいぶ乏しく、足元がおぼつかないのは事実なのだが、断り無しに触れたのはデリカシーにかける行動だったかもしれない。

「あ、ありがとうございますっ」

　でも、それ以上は嫌いやがる仕し草ぐさを見せることなく、そっと身体からだを預けてくれた。

「…………」

「…………」

　そこから、しばしお互い無言に。話すことが浮かばないわけではなく、話さないことでより智花の存在を近くに意い識しきできるような心地ここちよい沈ちん黙もくに包まれたまま、ゆっくりと小高い丘の上に立つ神社の石段を上へ上へと昇っていく。

「…………おお」

「……………………綺き麗れい、ですっ」

　やがて、視界が開け、たどり着いた展望台には満天の星空が待ち構えていた。

　これこそが、あの夏に交わした約束。また二人で星を見たいと言ってくれた智花の願ねがいに、ようやく応こたえることができた。

　空気が澄すんでいるからだろうか。冬の星は、どこか輝かがやきが深く、ひとつひとつの輪りん郭かくをよりはっきりと捉とらえることができるような気がする。これだけの見返りがあると分かっていれば、きっと寒さなど躊ちゆう躇ちよの理由にもならないだろう。

　隣となりに視し線せんを落とせば、智とも花かは星ほし見み盤ばんなどを取り出すことなく、ただ一点だけをまっすぐ見上げている。

　この季節に、どうしても見たい星がある。それが、約束の理由だったはずだ。

　ならば今、智花の視し線せんの先にある光こそが。

「探してた星、見つけられた？」

「…………はい。あの、たくさん光が集まった星たちが、きっと…………ううん、絶対にそうです」

　指さす先には、確たしかに星々の集合体がひときわの存在感を放っていた。五つ、六つ……もしかしたらもっとずっとたくさん。大小様々な星が寄り添って、運命に定められたかのような造形を保っている。

「なんとなく、俺おれたちみたいだ」

「……私も、同じ事を思いました」

　互いに宙そらの果てで視線を交差させたまま、静かな言葉を交わす。全すべてがひとつに重なり生まれた輝かがやき。でもそのひとつは、たくさんの個の力で生み出されたもの。

　それとよく似た縮しゆく図ずは、とても間近な存在として、いつもすぐそばに在るではないか。

「昴すばるさんは、あの星……ご存じですか？」

「ううん。申し訳ないけど、星座とかには疎うとくて」

「あれは、プレアデス星団。……日に本ほんでは、『昴』とも呼ばれています」

「…………俺と、同じ名前？」

「…………はい」

　もちろん、自分の名の由来くらいは知っていたが、あの星々がそうだったとは。

　──じゃあ、智花は。俺と同じ名の付いた星を、共に見たいと言ってくれたのか。

「眩まぶしくて、遠い星です。小さな私では、手が届きません」

　おもむろに、智花が宙に向けて右手を伸ばす。仮に文字に起こせば否定的な意味になるであろう言葉だが、しかし今は希望のニュアンスとして響ひびいた。

　だから口を挟まずに、俺は最後まで智花の声に耳を傾け続ける。

「でもいつか、あの星に届きたい。そう想おもいながら、今日きようまで頑張ってきました」

　そこで智花は向き直り、真しん摯しな瞳ひとみでこちらを見上げる。気付けば言葉は、星に向けてのものではなくなっていた。

「これからも……私は同じ気持ちのままでいて、良いですか？」

　過大評価だ、という思いが真っ先に浮かぶ。星と比べるまでもなく、自分がそこまでの器うつわであるはずはない。

　それでも、あまりに智花の双そう眸ぼうがまっすぐすぎて、はぐらかすような言葉はとても口に出来なかった。この質問には、ありったけの誠意で答えなくてはいけない。感情の機き微びに疎いと言われて長くとも、それくらいはわかる。
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　だから俺おれは選びに選んだ言葉で、智とも花かへのありったけの気持ちを伝える。

「むしろ、俺がお願ねがいしたい。いつかメッキが剝はがれて、智花に愛想を尽かされてしまわないよう、俺ももっともっと輝かがやけるように頑張る。だから」

　そこで一度呼吸を置き、俺はようやく、問われた言葉に真っ正面から答える。

「智花、いつまでも傍そばにいてくれ」

「……っ」

　口元を押さえ、息を吞のむ智花。不ふ遜そんすぎたかもしれない自分の口くち下べ手たさに後悔も覚えたが、それ以上は何も言わず、ただじっと答えを待つ。

「昴すばるさん、どうかお願いします。……これからも、私をそばにいさせて下さいっ」

　やがて、智花がたおやかに瞼まぶたを細めてくれたのを見て、俺もようやく胸に溜ため込んだ息を吐き出すのだった。

　そこでもう一度、どちらからともなく俺たちは、天高く瞬またたく星を見上げる。

　今はまだ、遠い輝き。でもいつか、同じ名を持つことを誇れるようになる。

　改めて、俺は胸の内で静かに誓いを立てた。

　そのためにも、まずは。

「勝とうな、硯すずり谷だに戦せん」

「……はいっ。とっても強い相手ですけど、勝ちたいです」

　再び、どちらとも無く手を繫つないでぎゅっと握り合い、俺おれと智とも花かは星空に『今』と『未来』の誓いを立てた。





＊






　そしてついに、大会前夜。翌日の土ど曜ように十人体制としての初うい陣じんを控え、慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケットボール部は最終調ちよう整せいに勤いそしむ。

　といっても、ここまで来たらもう本格的な練習は必要ない。オーバーワークで疲れを残さないためにも、ほんの軽いウォーミングアップでこの日のメニューは完了だ。

「みんな、今日きようまで本当によく頑張ったね。やれるだけのことはやった。あとはただ、悔いが残らないよう全力でぶつかるだけだ」

　それぞれの顔を見渡してみれば、誰だれもが自信に満ちあふれている。

　対硯すずり谷だにのための策も惚ほれ惚ぼれする飲み込みの早さで習得し、地味できつい基き礎そ練習も文句など言わず黙もく々もくとこなしてくれた。急造チームなんていう印象はもはやどこにもない。今なら間違いなく、送り出すのがどんな舞ぶ台たいであってもコーチとしてはひたすら頼もしく感じるばかりだろう。

　そういう意味では、初戦が最大のライバルというのはある種の勿もつ体たいなさも感じるが……。

　なに、問題ない。勝てば自然と、世界はますます大きく広がるのだから。

「椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃん。もちろん期待はしていたんだけど、そんな期待をさらに上回るくらいの上達を見て、すごく驚おどろいている。明日あした、第２クォーターは二人ふたりがキープレーヤーだ。本番での活かつ躍やくが楽しみだし、この役を引き受けてくれたことを本当に感かん謝しやしてる」

「ま、ボクたちしかできないことだからね～」

「あいつをギャフンと言わせるためだ、ボクたちの『職しよく人にん芸げい』を見せちゃうぜっ」

　職人芸。二人に担ってもらう役目は、まさにその響ひびきが相応ふさわしい。ともすれば地味な役回りに映っても、その実ここが明日の要かなめ。そう伝えたのは、断じて建前ではない。

「雅まさ美みさん。職人という意味では、雅美さんも同じだね。一点突破の切れ味、今度は味方として見られると思うと、今からわくわくが抑えきれないよ」

「ふ、職人……ね。悪くない響きだわ」

　雅美さんのタスクは、今までと変わらぬピュアシューターとしての長ちよう距きよ離り砲ほう。頑かたくなに繰くり返してきたからこそ小学生のレベルを遥はるかに逸脱した精度。その才能に余計なフィルターは不必要だろう。

　ただ違うとすれば、基礎的なバスケ能力。紗さ季きに負けじとドリブルやパス、ディフェンスを磨いてきたことで、かつてのようなアンバランスさはもう感じない。

「かげつちゃん。五年生チームは上うわ背ぜいが小さめなぶん、ゴール下の負担が集中しちゃうと思う。それに、もしかしたら相手のセンターはかげつちゃんよりも背が高いかも。でも、心配ないよ。いつもマッチアップしている愛あい莉りの方がずっと上う手まいし、速いし、強い。そんな最強の先せん輩ぱいに鍛きたえてもらったんだ。何も恐れる必要なんてない」

「はいっ。愛莉先輩のおかげで、思っていたより落ち着いて明日あしたを迎えられそうです！」

「おー。あいり最強」

「はぅ……恥ずかしい、です」

　引き合いに出させてもらったせいで愛莉本人をだいぶ恐きよう縮しゆくさせてしまったが、誇張なき事実だ。明日誰だれが相手になったとしても厳きびしいゴール下の攻防を強しいられるとは思うが、かげつちゃんなら戦い抜ける。紅白戦の記き憶おくが、そんな強い確かく信しんを抱かせてくれた。

「そして、五年生チームのエース、ミミちゃん。……なんて言い方をしたら、雅まさ美みさんや椿つばきちゃん柊ひいらぎちゃんに怒られるかな？」

「怒らないわ」

「ジジツだしね。もちろんボクたちだって大だい活かつ躍やくするけど」

「それでもやっぱりボクたちの五人のエースは、ミミだもん」

　三人からの予想と期待に違たがわぬ反応に、俺おれは大きく頷うなずいて応こたえる。

「これだけの信頼に繫つながるくらいのすごいプレーを、ミミちゃんは何度も見せてくれた。明日もどれほど度肝を抜かされるか、すごく楽しみだ」

「すごいイッタイカンをかんじマス……。このプレッシャーをうけとめなくては、トモカししょーのリョウイキにはたどり着けないのデスね」

「か、買いかぶりすぎです……」

　胸に手を当て、静かに目を閉じるミミちゃん。智とも花かは照れているけど、仲間の信頼を一身に背負った上でベスト以上のプレーが出来るところも、まさしく二人ふたり共ともが備えたエースの資質。これだけの言葉もさして重荷にならないような選手だと知っていればこそ、思ったままの期待を偽りなく告げられるのだ。

「強力なライバルだった五人と、今度は同じチームとして戦える。……正直、めちゃめちゃ燃もえる展開だ。こうして十人と向き合えていることを、すごく幸せだなって思う」

「ふふっ、本当。なんとなく、ドラマの登場人物になった気分だわ。主役はもちろんみんなの方だけどね」

　隣となりに立つ葵あおいとも、静かに拳こぶしをぶつけ合う。一歩一歩道を踏みしめているうちに、気付けば未いまだかつて存在すら知りもしなかった絶景の前に立っていた。今ではもう逆に、コーチを務めていない自分を想像する方が難むずかしい。

「智花」

「はい！」

「真ま帆ほ」

「はいよっ！」

「紗さ季き」

「ふふ、はい！」

「愛あい莉り」

「はいっ」

「ひなたちゃん」

「おー」

「四月にみんなと出会ってから、本当にいろんなことがあって、その度たびに俺おれもみんなのおかげでたくさん成長できた。むしろ、育ててもらったのは自分ばっかりなんじゃないかって、時々心配になる」

「……そんなわけ、ありません」

「すばるんがいなかったら、今ごろ部活もできてないもん」

「あの時、長は谷せ川がわさんが手を差し伸べてくれて」

「それからも、ずっとわたしたちを導みちびいてくれたから」

「ひなたち、いっぱいばすけ、うまくなれた」

　口々に言葉を受け継ぎ、ゆっくりとかぶりを振ってくれる五人。その努力と才能で、俺を虜とりこにしてくれた少女たちからの肯定に、ぎゅっ、と胸の真ん中に熱ねつが籠こもる。

「……ありがとう、本当に嬉うれしい。それでもやっぱり自分が育ててもらったのと同じだけのことを、みんなに伝えられた自信はない。けど、だとしても。俺のみんなへの想おもいは、この九ヶ月、毎日まっすぐに積つみ重ねてきたつもりだ。今、あえて言葉にすることは何もない。ただ、明日あしたは全力で試合を楽しんできて欲しい。それが必ず、慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部の、ベストプレーになるはずだから」

『はいっ！』

　輝かがやく瞳ひとみの五人が発する、シンプルで一点の曇くもりも無い返事。

　いざ、刻は満ちた。初めての、公式戦。それが、さらなる希望にあふれた未来へ向かう第一歩となることを確かく信しんして、

「うん！　それでは、今日きようの練習はここまで！」

　俺は、準備期間の完了を力強く宣言した。
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「今日きようはここまで！　お疲れ様でした！」

『お疲れ様でしたっ！』

　全国大会予選の前日。麻ま奈な佳かの隣となりで姉の野の火び止どめ初はつ恵えが宣言すると、硯すずり谷だに女じよ学がく園えんミニバスケットボール部の面々から威勢の良い返事が発せられる。いつも以上に声の張りが強いと感じるのは、練習メニューがだいぶ軽めだったのも理由の一つだろうし、この後に控えたミーティングで発表されるチーム編へん成せいが気になって……という面もあるのだろう。

「みなさん、集合して下さい」

　言われるが早いか、上級生を先陣に瞬しゆん足そくで列が形成された。いつも動作は機き敏びんな子たちであるが、それにしても訓練された軍隊もかくや、というほどの統制力だ。

「なんかみんな必死だねー、ぷくく」

　そんな中、ただ一人ひとりマイペースを貫いているのは新加入の問題児五年生、葦あし原はら怜れ那な。といっても『我関せず』という気け配はいではなく、むしろその余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度からは『自分が選ばれないわけがない』という自信──否、はっきり言ってしまえば慢心が垣かい間ま見みえる。

　麻奈佳としては心中複雑であった。『世の中、そうそう思い通りには行かないよ』と釘くぎを刺しておきたい気もするし、しかしここで名前を呼ばれないことが、怜那にとって改心のきっかけになるともとうてい思えない。むしろ、不当な扱いを受けたと勘違いしてますます屈折してしまう姿の方が想像しやすい。

　姉は、はたしてどんな答えを出すのだろう。このチームに参加する一人の人間として、緊きん張ちよう感かんを伴う関心が膨ふくらむばかりだ。

『それでは、明日あしたのベンチメンバーをあらかじめ伝えておきます。４番、藍あい田だ未み有ゆ』

「はい」

　ついに、コールが始まる。若い番号が付与されるメンバーは既に固定されつつあるので、しばらくサプライズは無い。スタメンの五人、そして主に第２クォーターが活かつ躍やくの舞ぶ台たいとなるであろう控えの三人目までが、六年生の名前で埋まる。

　これにて、厳きびしい特訓に耐え抜いた最上級生の全員がベンチ入り。残された少ない席を、下級生で争うことになるが──。

「12番。……都みやこ大おお路じ綾あや」

「は、はいっ！」

　本日最初の大だい抜ばつ擢てき。プレー歴が輪わをかけて短い少女がいきなりの大昇格を果たしたが、裏腹に部員から驚おどろきの気配は伝わってこない。

　この日までの急成長を知っていれば、当然の採用という感想なのだろう。

「よ、よかった……。愛あい莉りさん、私、やりましたっ。愛莉さんのおかげで……」

　麻ま奈な佳かもまた、場の空気に同どう調ちようする。その、一いち途ずな努力を間近で見てきたからこそ、この人事にはひたすらに感慨を覚えるばかりだ。

「13番。…………………………葦あし原はら怜れ那な」

　初めてどよめきが起きたのは、その直後。

「うぇ～。13とか不吉じゃない？　でもま、４よりはマシか。ぷくく」

　夕食の献こん立だてを聞いた程度の反応しか見せない怜那を一いち瞥べつしたのち、手に持ったバインダーに冷れい徹てつな視し線せんを固定したままの姉を、麻奈佳はじっと見つめる。

　そうか。初はつ恵えも……やはり自分と同意見か。

「不服が出ることも、承知しています。この責を負うべきは、全すべて私。もし、今年ことし思わぬところでチームが躓つまずいたなら、間違いなく私の采さい配はいミス。それでもどうか、可能性に賭かけさせて欲しいのです。……怜那が、バスケットボールを理解してくれる可能性に」

　教え子に向けて深々と頭を下げる初恵という、かなり珍しいシーンを目まの当あたりにして、多くの部員は戸惑いを隠せない様よう子す。

　だが、しかし。よくよく見れば未み有ゆを始めとしたベンチメンバーたちは、どこか初恵の意志を真っ向から引き受けようとしているかのような精せい悍かんさで、前だけを見つめている。

　……もしかすると、麻奈佳に限らず、抱く想おもいは皆同じなのかもしれない。

「えー？　アタシバスケちょー上う手まいじゃん？　むしろ一番理解してるよ？」

　何も知らぬは、本人ばかりか。

　──過去、最強。

　──あるいは、過去、最悪。

　初恵がそう評した今年の硯すずり谷だに女じよ学がく園えんミニバスケットボール部が、いよいよ全国という大おお海うな原ばらを目指し船出を迎える。

　どちらに傾くか、鍵かぎを握るのは恐らく初戦。

　漠然と、麻奈佳はそんな予感を抱いた。
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　奇くしくも、俺おれたちの地区予選会場は風ふう雅がさん主催のバスケ大会の時と同じ体たい育いく館かん。

　到着するまでは、一度訪れた場所だし緊きん張ちよう感かんが和やわらいで幸運なのではとも思ったが、そこはそれ、年に一度の全国大会予選。参加チームの鬼気迫る様相は、完全に場の空気を塗り替えてしまっていた。

「どこも、すごい気合いだね……」

　ごくりと喉のどを鳴らした智とも花かだけでなく、愛あい莉りや紗さ季き、かげつちゃんの表情も普ふ段だんよりわずかに硬い。どうやら、地の利はさほど望めそうにないか。

「だいじょび！　あたしたちだってちょー気合い入ってるし！」

「めずらしくマホにさんせー！」

「知らない相手のことなんて関係ない！　ボクたちはボクたちで、やりたいようにやるだけだもん！」

　だからといって、萎い縮しゆくして実力を出し切れないのではなんて心配はこれっぽっちもしてないけど。六年、五年それぞれのムードメーカーが力強く発した言葉にまっすぐ頷うなずく全員の様よう子すからして、むしろほどよい緊張感は追い風となってくれる部分もあるはず。

「そんじゃ、俺はひとまず応援席に行くぜ」

「ああ、またあとで。本当は万ばん里りにもベンチにいて欲しかったんだけどな」

「ははは、俺もそうしたいが、決まりだから仕方ない」

　開会式を目前に控え、体育館のエントランスで万里とがっちり握手。公式ルールで、選手以外にベンチインできるのは四人までと決まっているので、試合中センタープレーヤーとしての意見を仰あおげないのは非常に残念だ。

　ちなみに直接サポート役を務めるのは俺と葵あおいに加え、不本意ながら顧こ問もんのミホ姉ねえ。そして最後の一人ひとりは、慧けい心しん学がく園えん養よう護ご教きよう諭ゆである羽は多た野の冬とう子こ先生だ。生まれながらにして人の域を逸脱しているミホ姉の眼めだけでは、子どもたちの身体からだの異常に対する対応が遅れてしまう心配があったので、熟じゆく考こうのうえプロに加入して頂いたのだった。

「くす。こんな特等席を用意してくれるなんて、さすが昴すばる君だわ。持つべきものは、やっぱり同志ね」

「お願ねがいですからちゃんと仕事して下さいね……」

「もちろんよ。私は私の仕事をする。十人全員の脇わきチラ、ももチラ……。一いつ瞬しゆんたりとも見逃さないと誓うわ」

　正直、この方の『あやうさ』も含め不安を拭ぬぐいきれない編へん成せいではあるのだが。

「せめてミホ姉削って万里に入ってもらうことができれば……」

「なんだとコラ。私の応援力なめんな。消えかけたロウソクに火柱が立つくらい効果覿てき面めんだぞ、にゃはは」

　まあ確たしかに、生徒には不ふ思し議ぎと慕われてるからせめて土ど壇たん場ばでの闘とう魂こん注入に期待させてもらおう。ロウソクに火柱立ったら融とけてなくなっちゃう気もするが。

「相変わらず緊きん張ちよう感かんねーなーお前ら……。大事な試合だぞ、わかってんのか？」

　うんざり顔で嘆なげいたのは竹たけ中なか夏なつ陽ひ。自身も明日あしたに男子の予選を控えているにも関かかわらず、練習前に顔を出してくれたのだ。口にしたら本人は否定するだろうが、なんだかんだ言って妹たちだけに限らず、部全体を気にかけてくれているのだろう。

「出番までまだ少し時間があるから、俺おれは和なごやかなくらいでちょうど良いと思うんだけど……。でもやっぱりみんな、うるさくて気が散るかな？」

「ふふ、そんなことないです長は谷せ川がわさん。むしろ、いつも通りの雰囲気を作って下さって、すごく感かん謝しやしています」

　竹中の心配を否定しかけて、自分だけの勝手な理屈で断言してはいけないと思い直したが、紗さ季きに続いて六年生全員がやさしく首を振り同どう調ちようしてくれる。五年生たちも、周りの雑音はさして気にも留まらない様よう子すだ。

「ならいーんだけど。……ほんじゃ、俺は上行くわ」

「にーたん、ボクたちのことしっかり見ててね！」

「ぜったい大だい活かつ躍やくするから！」

「ま、それなりに期待しとくよ。じゃーな」

「ばいばい、たけなか。またあとでね」

「お、おう。………………………………ひ、ひなた」

「おー？」

「その、なんだ。………………ひなたも、がんばれよ！　そんじゃ！」

「おー。がんばる」

　最後に絞り出すようなエールを残し、頭を搔かきながら駆けていく少年。その実、かなりの勇気を乗せた一言だったのではないかと思う。……きっと、ひなたちゃんの力になったはずだ。

「愛あい莉り。頑張ってこい」

「うんっ。お兄にいちゃん、今日きようまでありがとうね。お兄ちゃんに教えてもらったことを忘れずに頑張るから……その。わたしのこと、見てて下さいっ」

「……もちろんだ。絶対に、眼めを離はなすもんか」

　愛莉らしからぬ、力強い宣言。その成長を、いっときは距きよ離り感かんを見失いながらも見守り続けてきた兄として、これほど喜ばしい瞬しゆん間かんもあるまい。わずかに万里の目が潤うるみかけていることは、決して指摘することなく静かに流そう。まぁ、みんなにバレバレだとは思うものの。

　堅い握手を交わし、兄が妹の許もとから離れる。そうして俺たちはついに十人と四人──初めての公式大会に挑むための精せい鋭えい部隊として、独立した。

「楽しみだね、昴すばる」

「ああ、そうだな。まずはなにより、楽しみだ」

　戦いの前の、いつもの儀ぎ式しき。葵あおいと軽く拳こぶしを重ね、言葉以上の想おもいを通じ合わせる。

「にゃはは。さあいこーぜ、みんな」

「私と美み星ほしちゃんで万全にケアしてあげる。だから、思いっきり楽しんできて」

　きりりと眉まゆを持ち上げる両教きよう諭ゆ。先ほどまでの冗じよう談だんめかした態度が噓うそのように頼もしい。

「はいっ。……それじゃ、みんな」

　おもむろに智とも花かが瞳ひとみを細めると、五、六年生それぞれが、防寒用に着込んでいたジャージを静かに脱ぎ捨てる。

　そして、ついに。

　十人全員が同じ意匠の、白と水みず色いろで彩られたユニフォーム姿で、一堂に会した。

「……なんだか、感動しちゃう」

　４番、湊みなと智花。

「わはは、気が早いなもっかん！」

　５番、三み沢さわ真ま帆ほ。

「ふふ、でもわかるわ。最初はこんなところにまで、たどり着けるだなんて思わなかった」

　６番、永なが塚つか紗さ季き。

「弱虫で、へたっぴな自分を、少しでも変えたいって思うことができたから、わたしも今、ここに立っていられるんだよね……」

　７番、香か椎しい愛あい莉り。

「それにそれに、かげたちがなかまになってくれた」

　８番、袴はかま田だひなた。

「勿もち論ろんです。私と姉ねえ様さまは、一心同体ですから！」

　９番、袴田かげつ。

「まったく、ニホンはさいこうだぜ、デス。さいこうのししょーに出会えマシた」

　10番、ミミ・バルゲリー。

「ボクたちのリベンジのために、せいぜい協力してよね！」

　11番、竹たけ中なか椿つばき。

「……ま、そのかわり。ボクたちも、協力してあげるからさ！」

　12番、竹中柊ひいらぎ。

「試合に勝って、紗季にも勝つわ。……な、仲間になっても、負けてあげる気なんてないんだから！」

　13番、藤ふじ井い雅まさ美み。

　以上十名、慧けい心しん学がく園えん初等部、女子ミニバスケットボール部の、全選手。

　精せい悍かんなる教え子たちを前に、まずは葵あおいが、

「……みんな、すごくよく似合ってるよ。五年生も、六年生も、途中から急にしゃしゃり出てきた私を受け入れてくれて、本当にありがとう。このチーム、大好きだから。もう、遠えん慮りよして引っ込むことなんて出来そうにないから。私も一いつ緒しよに戦わせて」

　そして、俺おれが。

「この一年、みんなが希望だった。恩返しとか、そういうおこがましいことを言うつもりはない。ただ、おなじチームとして、仲間として。最高のバスケをしよう」

　信念を言葉に乗せると、誰だれからともなくひとつなぎの輪わが形成され、十四人の右手に右手が重ねられる。

「……ええと、俺？」

「開会式までもうあんま時間無いんだから野や暮ぼなケンソンすんな。早くしろ昴すばる」

　全員の視し線せんを感じつつ一応確かく認にんすると、ミホ姉ねえに怒られてしまった。

　……では、僭せん越えつながら。

「そういえば、ミニバスケットボールの合い言葉って知ってる？」

「おー？　あいことば？」

「ええと……知りません」

　急な問いに、首をかしげるひなたちゃんと愛あい莉り。いけない、一番大事なことを教え損ねていたな。

「うん。ミニバスをやる上で、絶対に欠けてはいけない三つの要素」

「欠かせない、三つ……」

「はは、大丈夫だよ紗さ季き。みんななら深刻に考える必要なんてない。それは」

　そこで俺はいったん言葉を切り、全員にしっかり届くよう気持ちを込めて伝えた。

「友情、ほほえみ、フェアプレー。この三つだ」

「友情、ほほえみ、フェアプレー。……昴さん、それって」

「くふふ、それってまさにあたしたちのことじゃん！」

　智とも花かと真ま帆ほがどこかほっとするように、そして、我が意を得たりと自信を深めるように瞳ひとみの輝かがやきを強めた。他ほかの子たちの反応もほぼ同様。

「うん。俺もそう思う。このチームには、ミニバスをプレーするために大切なことが全部そろってる。だから、良い試合が出来ないわけなんてない。自信を持って戦っておいで」

　さあ、いよいよだ。最後は運動部らしく、様式美に則のつとって気合いを入れよう。

「今日きようは精一杯、このチームで戦い抜くぞ！　慧心女バス──ファイトッ！」

『おー!!』
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　かけ声を合図に、俺たち十四人は館かん内ないに向けて胸を張り歩き出す。

　そして式典はつつがなく終了を迎え──数時間後。

　ついに、初うい陣じんが迫る。

　対するはこの地区に留とどまらず、県全体の優ゆう勝しよう候補、硯すずり谷だに女じよ学がく園えん初等部。

　夏の合宿以来深い関係を築かせてもらっているチームなれど、今日きようはここまであえてノーコンタクトだ。

　互いに極限の闘とう争そう心しんでぶつかり合うため、馴なれ合いは避ける。

「やぁ。昴すばるくん、葵あおいちゃん。……ようやく、だね」

「……はい！　よろしくお願ねがいします」

　ただ一度、相手のアシスタントコーチを務める野の火び止どめ麻ま奈な佳か先せん輩ぱいと静かに頷うなずき合うのみで、数々の思惑が渦巻くリベンジマッチに、俺おれたちは身を置くのだった。











１ｓｔ　Ｑｕａｒｔｅｒ　慧けい心しん　０─０　硯すずり谷だに






　準備運動を終え、厳おごそかに配置に就つく両陣営のスターティングメンバー。

　俺おれたちは事前に話し合った通り、六年生五人。対して硯谷側は……うん。やっぱり夏合宿の時争ったメンバーとまったく同じ五人だな。

　４番、藍あい田だ未み有ゆちゃん。敵チーム不動のエースで、最さい警けい戒かいすべきポイントゲッター。

　５番、塚つか田だ久く美みさん。身長は愛あい莉りに及ばないものの、パワー感溢あふれるプレーを信条とする屋台骨。

　６番のショートカットの子は、甲こう本もとみすずさん。未有ちゃんの陰に隠れることも多いが、攻守共に良アシストを連発していた縁えんの下の力持ち。ポイントガードとしての能力も非常に高い。

　７番は、ディフェンス面ならもしかしたらチーム随一かもしれない、二つ結びがトレードマークの、矢や作はぎ蘭らんさん。

　最後に８番。未有ちゃんのフォロー役をこなす一方、鋭するどいドライブも連発していたパワーフォワードの橘たちばな百もも江えさん。

　智とも花かたちにはじめて敗北の味を贈おくった強敵が、威風堂々とまっすぐ背筋を伸ばし、敵陣で待ち構えている。

　よし、ならばひとまず、迷いは不要。持ち込んだイメージのまま、試合開始を迎えて差し支えなさそうだ。

「……とはいえ」

　そっと敵陣のベンチに目を向ければ、そこには他ほかの控えメンバーと混ざって綾あやさん、そして怜れ那なさんの姿が。今日きようの怜那さんは以前見たときと違ってベースボールキャップは着用しておらず（試合中なので当然だが）、代わりにヘアバンドで短めの髪を上に持ち上げている。

　それはさておき……うん。綾さんに対しては確かく信しんに近い予感があったが、やはり怜那さんもまたベンチインを果たしたか。

　浅せん慮りよな見解は分不相応と自戒しながらも、『ミニバスだからこそ』の采さい配はいなのでは、という漠然とした感想が浮かぶ。ただ、機き械かい的てきに勝利を目指すのではなく、未来を見据えた選択。

　夏の合宿で俺たちの懇こん願がんを最終的に受け入れ、レギュラーとの試合を許して下さった初はつ恵え先生ならば、そんな決断をなさって不ふ思し議ぎではない気がする。

「……いるね、ひー」

「うん。……そうこなくちゃ」

　一いつ直ちよく線せんに敵意を込めて、退屈そうにあくびをかみ殺している『ご当人』の横顔を睨にらみ付ける椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃん。

「…………」

　いっぽう雅まさ美みさんは、務めて視界を遮しや断だんするように目を閉じ、集中力を高めている気け配はいだ。

　──ありがとう、居てくれて。

　三人の士気を思えば、直接対決できる可能性が得られたことを、勝手ながら感かん謝しやせずにはいられなかった。

　なんて、吞のん気きなことを思ってられるのも今のうちかもしれないけど。

　とにかく、あの二人ふたりと相まみえる可能性があるのは五年生たちだろうが、未知の戦力が加わるのは間違いない。加えて未み有ゆちゃんたち六年生が夏からまったく成長していないなんて可能性もまた、絶対に有り得ぬ話だ。

　予断など、許されるはずがあろうか。

　しかし、成長を成し遂げたという意味ではこちらとて同じこと。

『それでは、一回戦第五試合──硯すずり谷だに女じよ学がく園えん初等部対、慧けい心しん学がく園えん初等部を始めます』

　合図のブザーに続き、主しゆ審しんの宣言。挨あい拶さつを交わした双方の六年生が、センターサークルを囲み開幕のジャンプボールに備える。

　こちらのジャンパーはもはや言わずもがな、香か椎しい愛あい莉り。硯谷の方も誰だれに促されるまでもなく、センタープレーヤーである塚つか田だ久く美みさんがきびきびと前に出る。

　──試合、開始！

「やっ！」

「……ここっ！」

　コートの中心で垂直に放られたボール目掛け、タイミングを合わせ飛び上がる二人。この争いの勝敗は…………なんと、ほぼ互角！　双方の手が同時にボールを弾はじき、イレギュラーな回転を得たボールは愛莉から見て斜め右に頼りなくこぼれる。

　はじめて、ジャンプボールで『勝ち』とは言えない結果になったな……。小学生女子といえど、これがトップクラスの争いか。身長的に劣っていても、踏み切りのタイミングが絶妙ならばここまで肉にく薄はくすることが可能なのだ。どうやらコーチとして俺おれが愛莉の上うわ背ぜいに慢心して、皮切りの制空権におけるシビアなタイミングを突き詰め損なってしまったようだ。これは、未来への課か題だいとして自戒と共に記き憶おくしておかねばなるまい……。

　しかし今はまず、リアルタイムの攻防に集中しなくては。

「うおっし！」

「ナイスだよ、真ま帆ほっ！」

　意図せぬ方向に飛んだボールだったが、いち早く反射神経を発揮して落下地点に飛び込んでくれたのは我らが真帆！　さすが、動物的なカンと運動能力が頼もしい限りだ。

「お見事！　ひとまず貸して」

「おっけ。よろしくな、サキ！」

　真帆から紗さ季きに指揮権が委ゆだねられ、慧心女バス六年生にとってのセオリーに従った組み立てで、まずはじわりと進攻が始まる。

「どきどきするね、昴すばる」

「ああ。……良い意味でな」

　事前に全員で打ち合わせ済みの作戦を思い浮かべ、葵あおいと二人ふたり揃そろって口角を持ち上げる。

　さあ、いきなり見てもらおう。あの夏の続き──いや、五人の『進化形』を。

「さあ、始めましょうか。愛あい莉り！」

「うんっ！」

　紗さ季きが鋭するどいチェストパスでボールを託したのは、左側のポストライン沿いに陣取った我らがセンター。かつて誰だれよりも輪わをかけて怖がりだった少女が、今はもうなんの躊ちゆう躇ちよもなく、ゴールに背を向けた体勢のまま更なる前進を果たすためのルートを模索し始める。

「させないよ！」

　しかし無む論ろん、おいそれと素通りなど許してもらえない。相手センターである塚つか田ださんが、間かん髪ぱつ入いれずに愛莉の前方を遮さえぎり、行く手を阻はばんでくる。

「んっ！」

　そのまま二人は身体からだを密着させ、互いにファウルを警けい戒かいしつつの鍔つば迫ぜり合あいへと突入する。この争いへの加勢は、敵味方両方がひとまず様よう子すを見ることに決めたようだ。愛莉を信じる智とも花かたちはもちろん、前回は３─２のゾーンディフェンスで取り囲みに来ていた硯すずり谷だに側もまた慌てず急がず塚田さん一人ひとりに守備を委ゆだね、周りの選手に対するマークを外そうとしない。

　これは前回有効だった『愛莉がインサイドに引きつけ、マークが薄うすれたところを外からのシュート』というこちらの作戦に対する『もう同じ手は食わされないぞ』という硯谷側の意思表示に違いない。

　だけど、それならそれで構わないのだ。

「押して、押して、押して………………今っ！」

「え、あっ!?」

　塚田さんとのポストプレー対決を、愛莉は誰の手も借りず見事制してみせた。

「うん！　愛莉ちゃん、完かん璧ぺき！」

　葵がひときわ高い声を響ひびかせる。あそこまで忠実に、自らの教えを再現してくれたのだからそれも当然だろう。

　愛莉が繰くり出したのは、葵直じき伝でんの躱かわし手て。ポジション争いから急きゆう激げきに一歩引いてのジャンプシュートだ。それを見事にリングへ収め、晴れて慧けい心しん側に先制点をもたらしてくれた。

　前回の対戦時にはまだ身に着けていなかった技術を目まの当あたりにして、塚田さんは大きく目を見開き自陣に戻る愛莉の姿を追い続けている。

「ナイスシュート愛莉っ！　最高の先制点だぞっ！」

「えへへ……はいっ！」

「おー。やっぱりあいり、最強」

　たくさんの称しよう賛さんを受け、愛あい莉りは笑え顔がおを弾はじけさせる。しかし、なんの。まだまだ始まったばかりだよな、愛莉劇げき場じようは！

「くっ、取り返す！」

　続く硯すずり谷だにの攻こう撃げきは先ほどとそっくり攻守逆転する形となり、塚つか田ださんが単身ゴール下への突破を計る。

「う……しまった！」

「バカ、焦りすぎ！」

　しかし、対抗心が悪い方に向いてしまったのか、その攻め口はいささか強引すぎた。愛莉の体勢を崩せぬまま放たれたシュートは完全に的を外し、バックボードに跳ね返されコートに落ちる。しかも、苦々しく顔を歪ゆがめる未み有ゆちゃんをはじめ、硯谷側の選手はまだ誰だれもリバウンドの体勢に入ることができていない。

「アイリーン、そっこーだ！」

「うん、行きますっ！」

　結果、ボールは悠々と愛莉の手の中へ。長身の選手はドリブルを苦手とする場合も多いが、日ひ頃ごろの地道な基き礎そ練習を苦にしない五人にそういう類たぐいの抜かりは皆無。愛莉もまた、淀よどみなくリズミカルなドリブルで一いつ直ちよく線せんに敵陣へと駆けていく。

「そうそう何度もっ！」

　だが、塚田さんにも間違いなく意地があった。全速力でゴール正面まで舞まい戻ると、今度こそ相手を鎮ちん圧あつすべく、歯を食いしばって身体からだをねじ込みにかかる。

　しかし、申し訳ないが……ここでみすみす手を緩ゆるめるわけにはいかないのだ！

「大丈夫だ愛莉！　そのまま行って！」

「──っ！」

　塚田さんが愛莉の進路上に肩を入れてきたのは、明らかにランニングシュートの体勢に入ったあと。こちらのファウルになるタイミングでは、絶対にない。

　だから、遠えん慮りよはまったくの無用。さあ、貫け愛莉！

「え、うそ……。この私が……圧おし負ける……!?」

「んんんっ！」

　中空で身体と身体を交こう錯さくさせた少女二人ふたりのうち、バランスを崩したのは──仕掛けた塚田さんの方だった。

　そしてクリアになったリングまでの距きよ離りを、愛莉はレイアップで難なんなく埋め、

「バスケットカウント、ワンスロー！」

　直後、ミニバスにおける唯一の三点プレーとなるチャンス──『シュート成功、かつ、相手からファウルを受ける』という状況を見事成立させてみせた。

「うおおおおおおっ！　ブラボー！　ブラボォオオオオオオオッ！」

「あはは……万ばん里りめ。序じよ盤ばんから吼ほえすぎだ」

　まあ、気持ちはめちゃくちゃわかるけど。万里の持じ論ろんでは、パワー負けしないことが味方を文字通り『中心』で支えるビッグマンの第一条件。その教えを実の妹が実戦で披ひ露ろうして、落ち着いてる場合じゃないだろう。

「……なんなの。テクだけじゃない。パワーも、ハートの強さも、この前とはまるで別人みたいじゃない」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとした呟つぶやきが、コートの中から幽かすかに届く。内情を知らなければ、愛あい莉りの急成長はなにかの魔ま法ほう……いや、戦う側からしてみれば『悪夢』に近いものがあるだろうからな。

　葵あおいから、相手をいなす技術。万里から、純粋なフィジカルの強さ。自主練を含めればほぼ毎日のように、高校生の中でも指折りに特化した名プレーヤーに鍛きたえてもらうことができたのだから、育成環かん境きようとしてこれ以上は望むべくもない。

　でも、いちばんは愛莉自身の内面の成長だ。強くなりたい、そう本人が願ねがったからこそ。

「……うんっ」

　こんなにも頼もしき姿で、今、愛莉はコートの中に立っていられるのだ。

「か、かっこいいよぉ」

「……アヤ。憧あこがれてるのはわかるけど、試合中は口に出さないで思うだけにして」

「あっ!?　ご、ごめんなさい！」

　フリースローも難なんなく収め、みごと一息に三点が加算された直後、硯すずり谷だにの方からまさかの称しよう賛さんが届く。注意した麻ま奈な佳か先せん輩ぱいも、虚を突かれたのかいささか苦笑気味だ。

　それはそれとして。……先輩、もどかしそうだな。もしこれがミニバスではなく、高校バスケだったら、ベンチは早々に動きを見せていたかも。

　しかし、したくても介入できないのがミニバスだ。一応タイムアウトの権利は前半にもひとつあるが、こんなにも早くカードを切る気にはなれないだろう。つまり１クォーターの終わりまで、互いが選手たちに全すべてを委ゆだねたままプレーし続けるしかない。

　だからこそ、あえて序盤は積せつ極きよく的てきに愛莉へボールを集めるようお願ねがいしておいたのだ。

「…………」

　５─０。いきなりのビハインドに、ボールを運ぶ未み有ゆちゃんは何を思うか。

　ここでエースとしての義務感を燃もやし、一気に点差を詰めに来たら──しめたものなのだが。

「………………落ち着いて、まずは一本取るわよ。まだ試合は始まったばかり。そして、たったの五点差」

　密ひそかに釣り糸を垂らすような気持ちで構えていたが、餌えさには見向きもされなかったようだ。

　残念でもあり、コーチからの指示無しでよくぞ我慢した、と感心もする。こちらが智とも花かのギアを解放する前に、未有ちゃんを早くから消耗させることができたら、最終局面でガス欠を招く展開も……なんてあわよくば期待したが、なかなかどうして強豪は甘くない。

　やはり、相手もまた成長している。未み有ゆちゃんは真の『エースプレーヤー』として、どこか風格のようなオーラさえ纏まとい始めている。

　──そんな苦戦の予感を確かく信しんに変えるかのようなファインプレーを、未有ちゃんはいきなり披ひ露ろうしてみせた。

「見てなさい、お返しよ！」

「……っ!?」

　ドライブで愛あい莉りの傍そばを自分がかすめるかのように意い識しきさせた直後、

「なんてね、噓うそ。……久く美み、お願ねがい」

「え。う、うんっ！」

　返す刀で、すかさず塚つか田ださんへパス。

「おっけ、ナイッシュ。そして、この後も落ち着いて」

「……ん。ありがと、未有」

　ノーマークに近い状態をアシストしてもらった塚田さんは難なんなくシュートを決め、これでいくらか落ち着きを取り戻すことが出来ただろう。さほど目立たないが、その実仲間の士気を一息に回復させる見事な手腕だ。

　かつて『くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違う』と豪語していたが。その意味を、重みを。今改めて知らされる。

　だからこそ、この対決がこんなにも楽しみだったんだけどな。

　二点を返され、再び慧けい心しんの攻こう撃げき。ここでも迷うことなく、攻めの起点は愛莉に委ゆだねる。

　そうして頑かたくなに愛莉へボールを預け続けているうち、やがて硯すずり谷だに全体の布陣に迷いが生じてきた。さきほどのサポートで一いつ直ちよく線せんにスランプに陥ることは回かい避ひできた塚田さんだが、変わらずに愛莉との１ｏｎ１はやや分ぶが悪い。躱かわし手てを警けい戒かいして引き気味に守ればパワーで圧おし負け、かといって全身をぶつけにかかればバックステップで翻ほん弄ろうされる。完全に主しゆ導どう権けんは愛莉の方に渡り、対応が後手後手になる悪あく循じゆん環かんからなかなか抜け出せない。

「そうそういつまでも自由には……！」

　そしてついに、マンツーマンという基本路線にも亀き裂れつが走る。しびれを切らす形で硯谷の８番、橘たちばなさんが、愛莉の動きを封じるべくダブルチームを仕掛ける。

　その選択自体は間違ってはいないのだが、いかんせん、橘さんでは上うわ背ぜいが足りない。

「わ、渡さない……」

　愛莉がボールを高く掲げてしまえば、それ以上の進攻は無理でもスティールまでには至れない。実質的に、対応すべきは久美さん一人ひとりのままだ。

「アイリーン！」

「真ま帆ほちゃんっ！」

　しかも、愛あい莉りに守備を二枚割さけば、前回同様一人ひとりがフリーになる。満を持してハンズアップした真ま帆ほに難なんなくボールは託され、ほぼフリーで放たれたミドルショットがリングのど真ん中を射い貫ぬいた。

「よっしゃ～！　ナイスパス！」

「えへへ、ナイスシュートっ！」

　軽やかにハイタッチを交わす二人ふたりを横目に、ぎり、と歯は嚙がみをする硯すずり谷だにメンバー。

　さあ、どうする？　ダブルチームに来るならタイムラグ無しで愛莉の全すべての動きを封じきらなければ、今のようなパターンが続くことになるぞ。

「……だめ。他ほかの子も、フリーにして良い選手じゃない。やっぱり私が、なんとかする」

　結局それ以降、硯谷はダブルチームを捨て、本人の強い意志もあって久く美みさん一人に愛莉対策を委ゆだねた。たぶん、現状ではそれがベストアンサー。久美さん自身も全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を賭とし、さすが硯谷、と唸うならざるを得ない鬼気迫る守備で、進攻を水際で押しとどめてみせた。

「はぁ……はぁ……はぁっ！」

　第１クォーターが終了した時点でこれほど久美さんが消耗を露あらわにしているのは、むしろ彼女の意地とプライドがもたらした勲くん章しようと言えるだろう。

　スコアは、13─10。慧けい心しん側が手にしたリードは、結局三点のみだ。相手の巧たくみなパスワークでこちらも守備面に課か題だいを残し、大きなリードを広げるには至らなかった。

「……やっぱり強いね、未み有ゆちゃんたち。なかなか攻めを止められない」

「でも、私たちが勝ってる。愛莉のおかげね」

「ううん。五人みんなで、戦ってるからだよ」

「くふふ、さすがアイリーン、いーこと言う！」

「おー。ひなももっともっと、がんばるぞー」

　しかし今、誰だれしもが手て応ごたえを感じている。……いけるぞ。このチームのバスケは、ちゃんと硯谷にも通用する。

「みんな、本当にお疲れ！　最高のロケットダッシュだった！」

　強く拳こぶしを握り鼓こ舞ぶすると、ベンチに凱がい旋せんした五人からも同様にまっすぐ右手が突き出された。喜びに乗せて、ひとりずつこつんこつんと軽くコンタクトを交わしてから、大きく頷うなずき合って俺おれたちはひとまずのリードを称たたえ合う。

「……さー、次はつばひーたちの番だぜ」

「落ち着いて、普ふ段だん通どおりに頑張ってね」

　そして、六年生のバトンは、五年生たちへ。まずは真帆と愛莉が白い歯を覗のぞかせれば、

「いわれなくても」

「ボクたちが、もっともっと点差広げてくるって！」

　その場で屈伸しながら、竹たけ中なか姉妹はまっすぐ敵陣のゴールを見つめる。

「かげ。ひなが見てるから、だいじょうぶだよ」

「はい！　姉ねえ様さまに恥じないようなプレーをしてきます！」

　袴はかま田だ姉妹もにっこりと両手を絡め合い、

「期待してるわよ。たくさんシュート、決めてきて」

「知ってるわよ、期待されてることくらい。仕方ないから、応こたえてきてあげる」

　紗さ季きと雅まさ美みさんの看板娘コンビは不ふ思し議ぎな間合いで以心伝心を果たす。

「ミミちゃん。第２クォーターの六分。ミミちゃんのすごさを見てもらうには、短すぎる時間かもね」

「そんなことはありまセン、ししょー。ししょーのすごさをみてもらうため、ワタシはこのクォーターをぜんりょくでたたかいぬきマス」

　最後にミミちゃんと智とも花かが静かに頷うなずき合い、いよいよ次なる主役たちがコートに向けて歩き出す。

「行っておいで、みんな」

　眩まぶしそうに見送る葵あおいに並んで、俺おれも精一杯のエールを短い言葉に乗せて放つ。

「……みんな、がんばれ！」

　ここから先は、双方共に未み曽ぞ有うの領域。戦局はどう動くか。たくさんの期待と不安を抱きながら、ただ見守るしかない。
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「ぎゃはは、だっさ！　いきなり負けてんじゃないスか先せん輩ぱいたち～！」

　仲間が帰ってくるなりこの高笑いだ。思いっきり頰ほおでもつねってやろうかと、麻ま奈な佳かは半ば本気で思いかけた。

「まだ始まったばかりよ。気にすることはないわ」

「……未み有ゆ。うん、その通りだね。点差はともかく、みんな動き自体は問題なかったよ」

　しかし、自分より遙はるかにチームのキャプテンの方が冷静で、ある意味毒気を抜かれる形で怒りの矛ほこ先さきを失ってしまった。本当に、ここ最近の未有ときたら前とは比べものにならないくらいリーダーが板に付いている。

　きっかけはやはり、慧けい心しんとの夏合宿。そして、この葦あし原はら怜れ那なの復帰だろう。前者はひたすら感かん謝しやを覚えるばかりだが、後者においてはえも言われぬ皮肉を感じずにはいられない。未有にわがままを口にする気を失うせさせるほどの影えい響きよう力りよくは、良くも悪くも今年ことしの硯すずり谷だににターニングポイントを与えた。

　いや、本当の意味で分ぶん水すい嶺れいとなるのは、この後だろうが。

「まずは第１クォーター、お疲れ様でした」

　スターティングメンバーの五人が落ち着くのを見計らって、初はつ恵えが喜怒哀楽をあまり覗のぞかせずに語り始める。

「課か題だいを残す立ち上がりになりましたが、悲ひ観かんする内容でもありません。麻奈佳の言う通り、動き自体は良いものでした。後半に向けて、まずは一息入れながら対策を考えましょう」

『はい！』

　揃そろい踏ぶむ返事には、やや深刻さが残留している。中でも意図せず激はげしい消耗を強しいられてしまった塚つか田だ久く美みの表情は重い。

「久美。ナイスディフェンスでした。あのがんばりがなければ、引ひき離はなされていたかも」

「……っ。ありがとうございます！」

　そこを見逃さず、初恵の口から称しよう賛さんが届けられる。さすが、冷淡なようでいてその実思いやり深い姉である。単独で褒ほめられ、久美の双そう眸ぼうに力強さが戻る。この気け配はいなら、そうそう簡かん単たんに心折れてしまう心配は無用だろう。

　とはいえ、残り時間を乗り切るために『何か』考えなくてはならないのは間違いないが……。

「五人とも、ひとまずは身体からだを冷やさぬよう注意しながら休んで下さい。具体的な作戦はハーフタイムで話し合いましょう。第２クォーターは、予定通りのメンバーで挑みます」

「ほわー。やっと出番か」

　わざとらしいあくびをかます怜那に、一いつ瞬しゆん多くの部員が眉まゆをひそめた。むしろ、それくらいの嫌悪感で我慢してくれてるのが有あり難がたいとさえ思う。監かん督とくとしての姉に対する信頼がなせる業わざか。

　あるいは、麻ま奈な佳かたちの知らぬところで、子どもたちもまた怜れ那なに対する諸問題を話し合う機き会かいを設けているのかも。

　自分だったらどうしていたかを考えているうち、ふとそんなことを思う。

「アヤ、公式戦デビューだね。まずはのびのびプレーしてきな」

「は、はいっ！　がんばります！」

　怜那が気になる傍かたわら、都みやこ大おお路じ綾あやの実戦デビューという意味でも、この第２クォーターは注目度が高い。こちらに関してはひたすら楽しみだけが膨ふくらみ、その活かつ躍やくいかんによっては硯すずり谷だにの『戦法』自体が、急きゆう激げきな変へん遷せんを迎える可能性すら感じる。

「うん、良い返事だ。そんじゃ五人ともいってらっしゃい！　がんばって！」

『はいっ！』

「んにゃ、別にがんばんなくてもアタシのおかげで勝てるけどね。ぷくく」

　もちろん過度なプレッシャーを与えるわけにはいかないのでそんな内心の期待はおくびにも出さず、麻奈佳は姉と並び立って第二陣をコートに送り出す。

「お姉ねえちゃん。……この試合で怜那を使おうって決めたのは、慧けい心しんさんが相手だから？」

　全員がラインの内側に入りきった直後、この日まで我慢していた問いがつい口から漏れてしまった。

「断片的に、怜那の情報があちらに伝わっていると聴きいたわ」

　視し線せんを正面に固定させたまま、初はつ恵えはひとりごとのように呟つぶやく。

「うん。向こうの五年生と、草試合したみたい」

「なら、しっかり対策を立てているでしょうね。あちらのコーチ陣なら、なおさら」

「ふふっ。いいの？　そんなあえて『やっつけてもらうために出した』みたいな言い方？」

「……その通りだもの」

　驚おどろいた。麻奈佳自身ある程度の確かく信しんと共に口にした疑問だが、まさか肯定が返ってくるとは。

　しかし、だからこそ。その意図ははっきりとわかるのだが。

「こてんぱんにやっつけられて、その後なにが出てくるか、だね」

「才能を高く買っているからこそ、今のうちに気付いて欲しい。バスケットボールという競きよう技ぎの、真のかたちに。そのために、あの子には一度自分の限界を感じる必要がある」

　取り返しが付かなくなる前に、まだ小学生のうちに。怜那には『本当のバスケ』を知って欲しい。そのための荒あら療りよう治じが、この大だい抜ばつ擢てきなのだろう。

　ただ、チームの実じつ績せきを作れば良いというものではない。未来に向けて、選手を育はぐくむ。それが小学生の指し導どうに矜きよう恃じをもって挑む、初恵の信条だ。

「でも、負ける気もないよね」

「当然。怜れ那なのサナギを完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきつぶしてもらって、この試合中に強制羽化させる。その上で、今の部員たちなら優ゆう勝しよう候補として二回戦へ駒こまを進めてくれると信じてるわ。申し訳ないけど、慧けい心しんさんには踏み台になってもらわないと」

　冷たく、不敵な笑えみ。つくづく我が姉は絶対に敵に回したくない類たぐいの人間だなと、麻ま奈な佳かは乾いた笑いを禁じ得なかった。
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　引ひき締しまった顔つきでコートに入り、黙もく々もくと配置につく椿つばきちゃんたち五年生。

　良い意味で漂う緊きん張ちよう感かんは、ここからの１クォーターがただの『六分』という区切りではなく、五人にとってひとつの『決戦』であることを強く予期させる。

「みんな頑張って！」

「任せたぞ～！　せーいっぱい大おお暴あばれしちゃえ！」

　智とも花かと真ま帆ほが声を張り上げ、残る三人も応援を重ねる。ブザーが鳴って、ついに第２クォーターのスタートだ。

「いくよ！」

　過去の対戦でも何度か見覚えのある背番号10番を背負った子が、ラインの外に立って仲間を見渡す。まずは、硯谷からのスローインが競きよう技ぎ再開の合図。

「ほーい。いつでもいーよー。活かつ躍やくすれば次の試合からスタメンにしてくれるみたいだし、ちゃんと本気出したげる」

　吞のん気きに手を挙げ、間延びした声を響ひびかせたのは怜れ那なさん。まるで、ボールを集めてもらうのが当然の権利とでも言いたげな振ふる舞まいだが、果たして現実はどうなのだろうか。

「……っ」

「どもども～」

　希望とも、懸け念ねんとも付かないような微妙な疑問を抱えながら見守っていると、10番の子はやや眉み間けんに力を込めつつも、要望通りボールを怜那さんに託した。

　ん、普通にパスはもらえるんだな。そうでなければとても試合には出せないだろうから当たり前と言えば当たり前なのだが、周りの寛容さに多少の驚おどろきを感じてしまったり。コーチ陣からの依頼なのか、はたまた独自の考えか。

「さーて、いこっか。ゼツボーしたい子からかかっておいで？　ぷくく」

　どちらにせよ、これでいよいよベールが解き放たれる。異口同音に『規格外』と囁ささやかれる葦あし原はら怜那さんのバスケ。その実像を、いよいよこの目で確たしかめる時が来た。

「…………あんたを絶望させたい子、でも良いかしら？」

「え、ましゃみ!?」

　全すべての動作を見逃すまいと大きく目を開き注目していた最中、イレギュラーな事態が発生する。のんびりとドリブルを開始した怜那さんに対し単身でマークに向かったのは、なんと雅まさ美みさん。事前の作戦には含まれない、突とつ飛ぴな行動だった。

「え～なに、いきなりそんな睨にらんで。……ぷくく、でもいーんじゃない？　思うだけなら自由だし。そのぶん、やられた時ブザマで面おも白しろい顔しそーだしね！」

「………………」

　もの凄すごい三さん白ぱく眼がんを披ひ露ろうし、立ちはだかる雅まさ美みさん。土壇場で私し怨えんが先走ってしまったか。

　……いや、でも。

「どうする、昴すばる？」

「一回だけ自由にさせよう」

　葵あおいの問いに、直感で答える。雅美さん、確たしかに眼めは怖いのだが、身体からだの方はその実ほとんど力んでない。ただの短絡的な行動以外の何かを期待させる、自然体のフォームだ。

「まず、私が行く。しっかり見てて、つばひー」

「……ましゃみ」

　これは、もしかして。一度だけ捨すて駒ごまになろうとしているのか？

　自分の肉を切らせ、仲間に骨を断ってもらうために。

　いや、もちろん雅美さんのことだ。始めから『負けても良い』なんて思いながら挑んでいるはずはない。

　だとしても、負けたとしても。チームにとって何かしらの利となるよう、あえて切り込み隊長を務めようとしてくれているのではないか。

　ならばその覚悟、しっかり受け止めてやるべきだろう。

　決めた。この攻防は『見ケン』に回る。その代わりチーム一丸となって怜れ那なさんのプレーを観かん察さつし、目に焼き付けよう。

「泣きべそかく準備できた～？　そろそろ抜いて良い？」

「やってみなさいよ、やれるものなら」

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　フリースローラインの手前辺りで、怜那さんのドリブルフォームが変化する。ここまではどう見ても隙すきだらけな、バウンドの高い緩かん慢まんな玉突きを繰くり返していた少女の体勢が、低重心のスピード感ある動作に。

「……竹たけ中なかが、教えてくれた通りか」

　そして、なにより目に付くのはその異常なほどの後傾姿勢だ。よろけて倒れてもおかしくないほど背筋を後ろに反らせ、ボールは前ではなく背中側。絶えず股また下したにバウンド位置をキープしたまま、顔を少しも下げることなくドリブルを続けてみせている。

　まるで、曲芸。バスケのセオリーから激はげしく逸脱したフォームだ。

　とはいえ、ただこの体勢を取ること自体は、別に俺おれでも出来ないわけではない。……ここから、何も仕掛けなくて良いのだとすれば。

「最初は、『消える魔ま球きゆう』だよーん。ぷくく」

「……！」

　対たい峙じする雅美さんの表情が、ぎり、と強こわ張ばる。早速始まるか……。常じよう識しきの埒らち外がいに及ぶ噂うわさの真相がいよいよ解き明かされる。

「雅まさ美みちゃん、困ってる」

「ああ。あの表情、ハッタリを受けて出てくるものじゃない」

　俺おれと葵あおいはサイドから攻防を眺める形なので、雅美さんが今どういう状況に置かれているか正せい確かくには把握できない。

　だが、竹たけ中なか姉妹の証言と今の気け配はいからして、雅美さんの視界からボールは本当に消えている……正確に言えば著いちじるしく見え辛づらいのだろう。

　怜れ那なさんが左右の手を交互に使い、えぐるように強いスピンを加えながら背面で繰くり返すあのドリブル。推測するに、球の軌道が怜那さんの軽く開かれた両足の角度と、ほぼ完全に一致しているのだ。言い換えれば、正面からだと足が邪じや魔までボールがよく見えない。

　どれだけの研けん鑽さん……もしくは──こちらの方がより恐ろしいが、どれだけ天性のカンが優すぐれていれば、そんな真ま似ねが実現できるのだろうか。

　あまりにも絵空事のようで今まで半信半疑だったが、どうやらコート内の気配からすれば、現実にそんな技を実現させている少女が、今眼めの前に存在しているらしい。

　なるほど。これはたしかに『ワケわかんない』。

「ほいっ！」

「──あ!?」

　さらに驚おどろくべきは、彼女が持ち技としている『曲芸』が、ひとつに留とどまらないこと……！

　なんとか軌道を見極めようと食い入る雅美さんの靴の内側を、弾丸のように何かが素通りしていく。

「じゃあねん！　ばいびー」

　刹せつ那な、今度は怜那さん自身が脇わきをかすめ走り去る。

　その手からはもう既に、茶ちや色いろい球体の存在が消えていた。

「おまたせ、アタシのボール下僕ちゃん」

　かと思えば、なんの反応も出来ず立ち尽くす雅美さんの背後で、怜那さんが再びドリブルを開始する。

　──股また抜ぬき。雅美さんの足の間に、急きゆう激げきなバックスピンをかけたボールを放り込み貫いた後で、自分が後から追い付く。

　サッカーならばわかるが、バスケでこれを成立させるなんて、もはや悪い冗じよう談だんにも思える。事前の予備動作があまりにも小さく、同時にこの上なく大胆で思い切りが良い故の手腕だろうが、それにしても呆あきれるしかないテクニックだ。

　確信した。噂うわさ通どおりこの葦あし原はら怜那という少女、モノがちがう。

　ちなみに俺が一度だけ竹中に抜かれた技もこの『股抜き』だ。まったく予期していないムーブだったことと、１ｏｎ１だったせいもありコートをフルに使えていたことが不意打ち成就に繫つながったが、一度警けい戒かいしてしまえばもう決められることはなかった。

　対して、雅まさ美みさんは知っていたのである。怜れ那なさんが、股また抜ぬきという選択肢を所持している事実を。

　それでもなお、決められてしまった。

　ディフェンス力の問題ではない。相手が、悪すぎた。

「よっと」

　フリーとなり難なんなくレイアップを決めた怜那さんを、異様な静けさが迎える。まるで敵味方両陣のベンチ、さらには応援席まで凍り付いてしまったかのような重々しい沈ちん黙もくだった。

　対策は、してきたつもりだ。だが。

　この少女、もはや人知の及ぶレベルすら超越しているのでは。




「つば！」




「!!」

　うっかりそんな弱気に苛さいなまれかけた俺おれの意い識しきを、柊ひいらぎちゃんの鋭するどい一声が呼び覚ます。

「ナイス、ひー！」

　自陣、そして敵陣までもが度肝を抜かれ動作を止める中、いち早くエンドライン越しに構えた柊ちゃんがロングパスを一いつ閃せん、コートの深いところまで単身駆け出していた椿つばきちゃんに通す。

「しまった！」

　慌ててディフェンスに付こうとする硯すずり谷だにの選手たちだったが、時既に遅し。もうボールは椿ちゃんの手から離はなれ、するりとリングに吸い込まれる間際だった。

「見るの、二回目だし」

「いちいちビビってなんて、あげないし」

　淡々と帰き還かんしてきた椿ちゃんを、柊ちゃんもまた喜びを表に出さず、静かなハイタッチで迎える。

「……ありがとう。助かったよ」

　しみじみ声を漏らしてしまう俺。おかげで、流れを一気に持って行かれずに済んだ。

「雅美ちゃんにも救われたね」

「ああ。椿ちゃんたちがクールダウンする時間を作ってくれた」

　葵あおいに同意。あくまで『たられば』の話だが、もし竹たけ中なか姉妹が直接抜かれていたら、ここまで早いリカバーは望めなかったかも。負けん気の強い二人ふたりだから……いや、誰だれであっても。直接あんな技の『被害』に遭ったら、たとえ見るのが何度目であろうと立ち直るのには多かれ少なかれ時間を要するはず。

「忌いま々いましいったらない……。話には聴きいていたけど、やっぱりふざけてるとしか思えないわ、さっきの抜きかた」

　憤ふん死ししそうなほどわなわなと震ふるえている雅まさ美みさんに称しよう賛さんを届けても逆効果だろうから口は噤つぐむものの、心の中で感かん謝しやを囁ささやく。

　三人の覚悟のおかげで、ファーストコンタクトをイーブンでやり過ごせた。

「もー。せっかく点数取ってあげたんだからちゃんと守りなよ～。ま、また取るから良いけど。そのうち一回くらいは止めてね～」

　自分にはなんの責もないと信じ切った様よう子すでチームメイトに溜ため息いきを吹きかけ、怜れ那なさんは再びボールを求める。

「…………」

「へへ、ども～」

　硯すずり谷だにの選手たちは誰だれしも微妙に不服そうな表情を浮かべているが、それでも意外なほどあっさりと要求通りにパスを託した。

　……ふむ。この辺の思惑に関してもいろいろ気になるところだが、今は捨て置く。

　さて、二ターン目。無策で挑めばまた怜那さんに蹂じゆう躙りんされてしまう可能性が極大。

「すばるん、そろそろつばひーの『アレ』、やるよね!?」

　ぎゅっと両りよう拳こぶしを握り、身を乗り出して尋たずねる真ま帆ほ。練習中、その『アレ』の恐ろしさを誰よりも味わってきたからこそ、早く実戦で通用する場面を見たくて仕方がないようだ。

「いや、その前にもう一つ、別の作戦の方を試す」

　気持ちはよく理解出来るし、この日のために用意した手立てなのだからもちろんいざとなれば用いる予定でいる。

　だとしても、まず先に確かく認にんしておかなくてはなるまい。

　葦あし原はら怜那さん。たしかとてつもないドライブ技術の持ち主だ。

　でも、それ即すなわち『バスケ選手』として手の届かない存在かといえば……まだ分からない。

「みんな！」

　依頼するまでもなく葵あおいがコートにサインを送り、五人の選手たちに真の意味での『戦いくさ』の開幕を告げてくれる。

　さあ、まずは──兵ひよう糧ろう攻ぜめ。ライフラインを分断しにかかる。

「おし、ほんじゃ四点目を頂きに………………ん？」

　先ほどと同じようにゆっくりと進み出した怜那さんの右前方に椿つばきちゃん、左前方に、柊ひいらぎちゃんがそれぞれ立ちはだかり、

「……ほほー。そこまでやるんだ。さすがアタシのこと、よくごぞんじ」

　さらには左後方にミミちゃん。右後方に雅美さん。

「四人マーク……！」

　コート内で、ただ一人ひとりかげつちゃんから一対一のチェックを受けたままの綾あやさんが驚おどろいて口元を抑える。なお、かげつちゃんを残したのは単にバランスの問題。五人付けてしまうと、逆にスペースが無くて守りづらくなるからこの形がベストという結けつ論ろんに落ち着いただけだ。

　意味合いとしては、至極シンプル。

　まずは全員がかりで、怜れ那なさんを無力化してやる。

「いいね、面おも白しろくなってきた」

　この物理的戦力差を前にしても、あくまで不敵に笑う怜那さん。自分の技術ならば、何人増えようと関係ないと思い込んでいるのだろう。

　だけど、果たしてそうかな。

「ほんじゃ、いきますか…………んおっと!?」

「……オシイ」

　早速得意の独特な後傾フォームのドリブルに入ろうとした矢先、ミミちゃんの細腕が襲おそいかかりはっと体勢を戻す。そう、あのドリブルは正面から対たい峙じすると甚はなはだやっかいだが、その実後ろは隙すきだらけだ。三六〇度に敵が居る状況では、使い物にならない。

　さらに言えば股また抜ぬきも無理だろう。よしんば誰だれかの足元からボールを通せたとしても、怜那さん自身が包ほう囲い網もうを突破不能なはず。

「うぇ、やりづら」

　即すなわち、多くの曲芸的スキルがこの状況では繰くり出せない。怜那さんの技が他ほかにもたくさん有ることは知っているが、その多くが自じ己こ顕けん示じ欲よくに満ちた派は手でさを伴う。裏を返せば、たっぷりスペースが無いと繰り出せない１ｏｎ１に特化したムーブだということ。

　マンツーマンか、せいぜいダブルチームまでなら対応出来ても、五対五の試合では思い通りになんてさせない。

　ちなみに言うまでもないが、実はこの状況、打破するのは非常に容易たやすい。普通の『バスケ選手』ならば、こんな穴だらけの戦法なんて一いつ瞬しゆんで破ってくるだろう。

「怜那！」

　なにしろ、コート上には自分以外に三人もフリーな選手がいるのだ。パスしてしまえば、全すべてが無力化──それどころかいびつすぎる布陣は完全に逆効果となる。

「……あーもう、邪じや魔ま！」

　それでもやはり、と言うべきか。残念ながら、と言うべきか。怜那さんはひたすらドリブルでの突破に拘こだわり、

『──13番、チャージング！』

「え!?　アタシ!?」

　やがて強引すぎる猛進によりファウルを犯し、こちら側にボール権を返へん還かんしてくれた。

「効果、てきめんだね」

「これだけで乗り切るのは本意じゃないけど、かといって見逃す理由もないしな」

　五人の中に一人ひとりだけ『バスケ選手』以外が紛れ込んでいるのだとしたら、そこを突くしかない。見えてる弱点を見逃してやるなんて、そんな甘い考えはできない。

　もしかしたら、小学生の試合なのに余裕がなさ過ぎると批判されるのかも。

　でも俺おれはやる。全責任を負ってでも、『バスケットボール』という競きよう技ぎの意味を曲げないために、一人でしかプレーできない選手の無力さを白日のもとに晒さらす。

「……ったくも～、イライラすんなぁ」

　それに、怜れ那なさんの弱点はどうやら他ほかにもありそうだ。

「いくよ、ミミ！」

「ウィ、まいりまショウ」

　ターンオーバーとなり、得意の素す早ばやい攻めで一斉攻こう撃げきを仕掛ける五年生たち。

「マークしっかり！」

　させじとディフェンスに付く硯すずり谷だにの面々だが、

「今度こそ止めてよ～」

　ただ一人、怜那さんだけが緩かん慢まんな動き。ほとんど歩くような速度で、ディフェンスに戻るという意い識しきがおおよそ感じられない。

　あまりにも、致命的だぞ。この五人を相手にするときは、間違ってもフリーにしてはいけない『狙そ撃げき手しゆ』が存在するというのに。

「カゲツ！」

「うん！」

　まず四人が直ちよく線せん的てきにインサイドを目指し、相手の守備を収しゆう縮しゆくさせる。

「さあ、お願ねがい……雅まさ美みっ！」

　そして、満を持してボールは外へ。

「悔いなさい、葦あし原はら怜那。その無責任な生き様を！」

　待ち構えていたのは慧けい心しん学がく園えん初等部の誇り高き職しよく人にん──藤ふじ井い雅美！

「…………うげ」

　ようやくハーフライン過ぎまで戻ってきた怜那さんの数歩先から、雅美さんは寸分の狂いもなき精度で硯谷のリングを射い貫ぬく。

「すごい、雅美ちゃんっ！」

「……ふふ、さすがの肝っ玉だわ」

　愛あい莉りと紗さ季きを皮切りに巻き起こる大歓声。ロングシュートがもたらす点数以上の付加価値は、この爽そう快かい感かんだ。一気に沸き立つベンチと応援席が、怜那さんがもたらした重い空気を吹き飛ばしてくれる。

「お前、怖くないよ」

「……あ？」

「ドリブルは確たしかにすごいけど、怖くない。試合中には、何もさせない。ボクたち五人がそろったら、お前なんか相手にならない」

　双子から口々に冷めた言葉を浴びせられ、ギロリと眼めを尖とがらせる怜れ那なさん。

　──さぁ、どうなる。

　公式戦が初めてだとしたら、バスケで思い通りに事が進まないのも初めての経けい験けんだろう。この状況で葦あし原はら怜那さん──。

　君は、何を想う？

「…………はー。なんか、すっげーつまんなくなってきた」

　反応は、どうやら俺おれたちにとってもっとも楽で……もっとも残念なものとなりそうだった。

　再度四人に囲まれた怜那さんの動きが、明らかに鈍にぶる。もはや戦いすらをも放棄し、勝手にボールを持っていって下さいと言わんばかりの隙すきだらけなドリブルに、俺もまた信念がかすかに揺らぐ。

　水を差してしまった、かな。慧けい心しん対硯すずり谷だにという切望の試合が、互いにとってわだかまりを残す結末に至ってしまったなら、俺は果たして、コーチとして正しい選択を為なしたと胸を張れるだろうか。

「ざんねんデスが、いただきマス」

「いーよー。もってきなー」

　ミミちゃんにスティールを決められても、怜那さんは何食わぬ顔。

「はーあ。なにこの『ばすけっとぼーる』とかいうクソゲー。アタシひとりならいつでも圧勝なのに、五人になったらちょーキュークツで全然楽しくないじゃん。ゲーム的に、どっかおかしいんじゃないの？」

　結末を投げ、負けたという自覚すら得ることなく、ただただ置かれた環かん境きようを忌いみ嫌うその姿に、無力感が募る。

　懸け念ねんは感じ、こうなる可能性を理解した上で断行した作戦だったけど。いざ向き合うと辛つらいな……。

　深い溜ため息いきを抑えきれないまま試合に再注目すれば、さきほどのリプレイのようにフリーとなった雅まさ美みさんがシュートを決め、こちらの点数がさらに加算される。

　これで、19─12。まさか硯谷相手に序じよ盤ばんでここまでのリードを得られるとは思わなかった。

　それどころか、このままだと点差はさらに開くかも。

「また決められてるし。帰ろうかな、もう」




「…………………………………………弱虫」




　複雑な思いで先行きを想像していたその時、硯谷のエンドライン際から意外な光景が飛び込んでくる。

「……？　ねー、綾あや。今、誰だれに向かって言ったの？」

「怜れ那なに、だよ」

　気けだるげに直立する怜那さんに歩み寄った綾さんが、哀れみの瞳ひとみを向けて仲間に対し批判の言葉を口にしたのだ。

「……どういう意味？　なんでアタシが弱虫なの？」

「勝ち負けの線せんを、自分でごまかしちゃうなんて、弱虫だよ」

「……へー。それは、初耳だわね」

　印象だと、綾さんは決して他人に対して強く出るタイプの子ではない。怜那さんもそう思っていたからだろうか。表情には意外さが垣かい間ま見みえる。

「なんか急にナマイキになったね、綾。バスケ部来たばっかなクセして」

「怜那だって、来たばかりでしょ。ずっと逃げてたんだもん」

「ハァ!?　逃げてない！　アタシのすごさを、あのチビキャプテンとかが理解しようとしないから──！」

[image: ]

「すごいなら、なんでこんな点差になるわけ？」

「……っ」

　激げつ高こうする怜那さんに、今度はエンドラインからパスを受けた選手がおもむろに近付く。

「現実、見て。一人ひとりで先走って何度もチャンスを潰つぶして、敵のシューターをフリーにして、決められた。それが、あんたが今日きようやったことの全すべてだよ。すごいどころか、最悪。葦あし原はら怜那。いまんとこ、あんたは硯すずり谷だにで過去最悪の選手」

「そんなんバスケのルールが悪いの！　アタシのせいじゃない！」

　嘆なげきを露あらわにする上級生の選手にも、怜那さんは意い固こ地じに主張を曲げない。

　……いけない。ただならぬ雰囲気に、審しん判ぱんがバイオレーションの笛を吹くか迷い始めているな。おそらく、このままだと時と計けいは止められるだろう。

　慧けい心しん側としても、攻めてくる気が無いのならプレスをかける選択肢もあった。しかし、子どもたちは五人とも介入を望まぬようだ。

　俺もまた、その判断に異を唱えないでおく。

「……ねぇ、怜那。なんで私たちが全員、今まであんたに対して何も言わなかったか、わかる？　練習をサボっても、サボってばかりなのにベンチインしても、『おかしい！』って文句言わなかった理由、わかる？」

「決まってるじゃん！　とーぜんアタシがすごいからでしょ！」

「そうだよ」

「……!?」

　肯定が、返ってくるとは思わなかったのだろうか。怜那さんが、はじめて大きく表情を動かした。

「君たち、私語はつつしみなさい！　止やめないと、全員ファウルを取るよ！」

　ここでついに、中断の笛。

　それでもまだ、怜れ那なさんと他ほかの四人の対立は収まらない。

「そうだよ。何も言わなかったのは、怜那のこと、本当にすごいって思ったから。私たち六年生が卒業したあとは、怜那にエースになって欲しいって思ったから。だから、もう逃げ出さないように、ずっとずっと我慢してきた。いつか、怜那が個人プレーだけじゃなくて。バスケの楽しさに気付いてくれるかもって期待しながら、何も言わずに待ってた」

「……エース、じゃん。こんだけ上う手まいんだから、もうとっくに」

「じゃあアレ、なんとかしてよ」

　そう言って六年生の選手が指さしたのは、七点差が刻まれたスコアボード。

「…………」

「気付いて。勝てるんだよ、私たち。怜那が『バスケ』さえしてくれたら。怜那のおかげで勝つか、怜那のせいで負けるか。……どっちを選びたいの、怜那自身は」

「そんなの」

　そんなの、問われるまでもないはずだ。そこまで深く面めん識しきがあるわけではない俺おれでさえ、葦あし原はら怜那という少女が自ら敗北を認めるという行為に易やす々やすと甘んじられるわけがないと、はっきり確かく信しんができる。

　だからこそ、一度は勝負を──バスケそのものを否定してしまうことで、結末から逃げだそうとした。

　しかし本心では分かっていたはずだ。もし逃げたとしても、このゲームを落とせば、それは二度と消えない結果として残ってしまうことを。

「そこまで！　そこまでだ！」

　睨にらみ合いが収まらぬまま、ついに主しゆ審しんはファウルを告げ、ボール権がこちらに戻ってくる。全員にと警けい告こくしていたが、実際ファウルを課されたのは怜れ那なさんと六年生の子一人ひとりだけだったのは、武士の情けとでも呼ぶべき対応だろうか。会話の内容自体は耳に入っていたろうしな。

　さて、とにかく仕切り直し。再び攻こう撃げき権けんを手にしてじわりと進攻を開始する慧けい心しんに対し、内紛を経た硯すずり谷だにはどう変わるのか。あるいは、変わらないのか。

「…………だめだこいつ」

　柊ひいらぎちゃんの、深い溜ため息いき。

　結けつ論ろんとして、怜那さんに変化は起こらなかった。ロングシュートを立て続けに決めた雅まさ美みさんにはしっかりマークがついたものの、今度は柊ちゃんがフリーに。マンツーマンを受け持つべき、怜那さんは、大きく距きよ離りを開いてぼんやりと立ち尽くしたままだ。

「ひー。一回ボール返さない？　なんかこの攻め番、あいつからもらったみたいでシャクだし」

「……そだね」

　相そう談だんの末、あえておざなりなロングシュートで的を外し、意図的にターンオーバーを起こす柊ちゃん。俺おれとしてもその判断は妥当に感じる。もちろん、相手が犯したファウルなのだからそのまま攻めても批判すべき事ではないが。

「なんか、ありがとうね。とりあえず、ぼちぼち『普通のバスケ』はじめますか」

　苦笑混じりに礼を伝え、攻めてくるのは先ほど大きく意見を対立させていた六年生。怜那さんの突破力は捨て、全員参加のまっとうなバスケを選択すると決めたようだ。

　それを見て、オーダーを出すまでもなく五年生たちもオーソドックスなマンツーマンの体勢に戻る。

　怜那さんは、ここまでだろうか。モチベーションを枯らし、ただの数合わせとして居合わせるだけの存在に、成り下がってしまうとしたら……本当に残念だ。

「……………………」

　ぼんやりとボールの行き先を眼めで追いながら、歩いて敵陣に向かう怜那さん。パスが来ないことを悟った様よう子すで、伏し目がちなその瞳ひとみからは先ほどまでのぎらぎらした熱ねつが少しも感じられない。

　それを冷たく一いち瞥べつしたのち、本来はこの五人の司令塔らしい六年生が攻め口を見定める。

「もう、出し惜しみしてる場合じゃないね。……綾あや！」

「はい！」

　ほどなく、ボールを託した先はポストラインの真ん中辺りに陣取った綾あやさん。

　そうだ。五対五の試合中ならば、最重要の警けい戒かい対象はむしろこちら。ついに、その成長が露あらわになるか。

　だとしても、怖おじ気けづく必要などない。

「普ふ段だんから愛あい莉り先せん輩ぱいにみっちり鍛きたえてもらっているんだから、簡かん単たんには抜かせないっ！」

　立ちはだかるは、五年生の中で図抜けた長身を誇る袴はかま田だかげつちゃん。本人が気合いを込めて口にした通り、この日まで部内で薫くん陶とうを受けてきた経けい験けんが背中を支えてくれる。上うわ背ぜいは綾さんの方が勝るが、それでも愛莉には及ばないのだ。きっと当たり負けはしないはず……！

「愛莉さんに、みっちり……か。羨うらやましいな」

　──ただ。

「……はは」

　かげつちゃんを責める気などもちろん毛頭無いが。先ほどの言葉はもしかすると綾さんのハートに、想定以上の火を灯ともしてしまったかもしれない。

「でもね、きっと私の方が強いよ。離はなれていたからこそ、会いたくても会えなかったからこそ。愛莉さんに認めてもらいたいっていう想おもいは、あなたより……ずっとっ！」

「……うっ!?」

　ぐん、と綾さんの方が沈み込み、繰くり出されたパワードリブル。負けじとかげつちゃんも力を込めるが、形勢は──不利。なんとか踏ふみ留とどまってはいるものの、ほんの一いつ瞬しゆん力を弱めただけで一気に押し切られてしまいそうなほど危うい均きん衡こうだ。

　愛の力、恐るべしとでもいうべきか……。

「や、やられないっ！」

　それでもなんとか食い下がるかげつちゃん。

　……けど、どこか不ふ穏おんな空気を感じる。いつのまにか、妙に綾さんの顔つきが穏おだやかだ。まるで、何か別の一手を狙ねらい澄すましているかのような──。

「だめ、かげつちゃんっ。周りにも注意して！」

　同じく悪お寒かんが走ったらしい愛莉が叫ぶも、もう遅かった。

「…………」

　かげつちゃんと密着したまま、綾さんがアウトサイドに目くばせを送る。

「……ん？　なにさ今さら」

　その相手は──なんと怜れ那なさん。そして綾さんは気付いて貰もらえたことを確かく認にんするや、今度はリングの方をちらりと一いち瞥べつしてみせた。

　その、合図の意味は。

「ゴール？　上？　あーもう、もどかしいな。言いたいことがあんならちゃんと口でいーなよ」

「っ!?　も、もしかして。……怜れ那な！」

　要領を得ず怪け訝げんに眉まゆをひそめる怜那さんより早く、大きく目を見開いたのは10番の選手。

「なんスか？」

「走って！　飛んで！」

「走って、飛ぶ？　………………あ」

「ま、まさか。噓うそだろ……!?」

　俺おれの中でも、ある一つの仮設は既に浮かんでいた。でも、指示を出せない。そんなことが本当に起こり得るのかという疑問のせいもあったし、もし実現してしまったら──

　──そもそも、止ヽめヽよヽうヽとヽ思ヽっヽてヽ止ヽめヽらヽれヽるヽもヽのヽでヽもヽなヽいヽ。

「できるでしょ、怜那なら！」

「さーね、やったことないし。…………でも、いけんじゃね。アタシならッ！」

　最後に綾あやさんの後押しを受けて怜那さんは全速力で駆け出し、大地を踏み切って宙に舞まう。気付けばその顔つきも、ゲーム開始当時の攻こう撃げき的てきな気け配はいを取り戻している。

「おねがい！」

　そこ目掛けて、綾さんは持っていたボールをふわりと浮かせた。

「ったく、これ外したら死ぬほどハズいじゃん…………ぷくく！」

　怜那さんとボールの動きは空中で交差し、かと思えば……なんとそのままレイアップが放たれる──!!

「ア、アリウープ……!?」

　ネットの中を通り抜け、コートで跳ねるボールを凝ぎよう視ししながら、もはや呆あきれかえるしかないとばかりに叫びを漏らす葵あおい。俺自身も緊きん迫ぱくした試合の最中でなければ一周回って笑いを堪こらえきれなかったかもしれない。

　ジャンプした勢いのままパスを受け取り、空中で放つシュート。さすがにプロの男子選手のようにダンクには至れないにせよ、怜那さんの身体能力に対して俺たちが全すべての形容詞を失ってしまうには充分すぎる瞬しゆん間かんだった。

「知ってると思うけど、愛あい莉りさんは押し引きだけの選手じゃないよ？」

「く……！」

　そしてもう一人ひとり、綾さんにも最大級の賛さん辞じを送らねばなるまい。当然ながら、打ち合わせをするタイミングなど無かったはず。それでも怜那さんなら狙ねらいに気付いてくれると読み、実際に成立させた判断能力。そしてその前提に至るまでの、ポストプレーの上う手まさ。

　予想以上だ。このひと月で、綾さんが高めたセンターとしての資質、底が見えない。

「……今のが、あんたらの言う『バスケ』ってこと？」

「ううん。これだけじゃぜんぜん足りない。……けど、いくら怜那でも、ひとりきりじゃ絶対できないプレーでしょ」

「ま、そりゃね」

　自陣に戻りながら、静かに言葉を交わす怜れ那なさんと綾あやさん。緊きん張ちよう感かんが傍はた目めにも伝わってくるほど二人ふたりの間にはぴりぴりとした空気が流れていたが、でもどことなく不ふ思し議ぎと、先ほどよりも打ち解けた印象もまた抱かせる。

「感想、聴きかせてほしいな」

「さすがアタシと思ったね。やっぱバスケ、こーでなきゃ楽しくない。ぷくく」

「よかった。ボール運びもドライブも、全部一人ひとりでやらなくても楽しいって思えたんだ」

「………………む」

「なら、お願ねがい。少しだけ、味方を信じて。私たちと一いつ緒しよにバスケをして。一緒に攻めて、一緒に守って。ただ、それだけで良い。そうしてくれれば、……私たちが、怜那に怜那のバスケをさせる」

「綾」

「信じて、みんなを。私たちが、怜那を本当のエースにしてみせるから」

　頑かたくなな、綾さんの瞳ひとみ。かつて顔を合わせた時は、はたしてこんなにも力強さを伴った少女であったろうか。

「綾、ちゃん」

　眩まぶしそうに、愛あい莉りが瞳を細める。おそらく綾さんは、センターとして。仲間をコートの中心で支える屋台骨として恥じぬ選手になりたいと、強く願ったから。愛莉に届きたいと、手を伸ばし続けたから、変わることができたのだろう。

「…………本当のエース、ね」

　目め線せんを下げ、迷いを残留させたままの怜那さん。……ただ、少し前まで常に纏まとっていた、全すべてに対し斜に構えているような雰囲気が薄うすれている。

「ここ、決めておかなきゃ」

　直感的に思う。どうやら今、こちらもまた出し惜しみをしていたら致命傷になるな。

　もっとも、そんなことはコートの中に立つ五人が輪わをかけて感じているだろうけど。

「ぐぬぬ……ハデなことして……」

「しんぱいありまセン。目には目を。ハデにはハデを」

　忌いま々いましげな柊ひいらぎちゃんからパスを受け、颯さつ爽そうと攻め入るのは俺おれたちにとってのワンダーガール、ミミ・バルゲリー。虎こ視し眈たん々たんとゴールを見据える姿はあまりにも頼もしく、再び荒れ始めた流れを一気に引き寄せてくれるはずと、期待ばかりが滾たぎる。

「すげーことに気付いた。点数決めても、すぐ取り返されたら意味ないじゃん」

「……そうこなくちゃ、デス」

　そこに立ちはだかったのは、怜那さんだった。ついに攻めのみならず、守りの場面においても『バスケ』に参加することを決めたらしい。

　彼女の中でたった今、確たしかな価か値ち観かんの変化が起こり始めている。

「ちょろっと見てた感じ、どーもあんたが一番上じよう手ずいっぽいね。おけ、じゃあアタシが止めたげる」

　磁じ石しやくが引かれ合うように実現した、エースとエースのマッチアップ。ぞわりと全身を、武む者しや震ぶるいが駆け抜ける。

「ノン。ししょーにはかないません。ワタシも、アナタも」

「なにそれ。気に入らない。ほんじゃアタシが勝って、アタシがあんたのこと下僕にしちゃお」

「いいでショウ。できるものならば──ッ！」

　一いつ瞬しゆんの停滞ののち、ミミちゃんが仕掛ける。ポーカーフェイスから繰くり出される閃せん光こうのようなダックインは間違いなく脅威だが、

「わは、速いじゃん。……それなりには！」

　天性の運動神経を誇る怜れ那なさんを突破するには至らない。く、すごいな。はっきり言ってディフェンスのやり方自体は素人しろうとレベルなのに、身体能力だけで正面に回り込んで防御を成立させている。

　だとしても、悲観は無用。

　ミミちゃんの技がこれきりで打ち止めになるなんて、有り得ないのだから！

「──Ｕｎ」

「……スピンムーブ！」

　ドライブの勢いを活いかしたまま、ミミちゃんの身体からだがバレエダンサーのようにくるりと回転する。そしてドリブルを止めないまま僅わずかに方向転換し、怜那さんの脇わきをかすめて通り抜けようとするが、

「行かせませーん」

　突破は、失敗。初見にも関かかわらず、人間離ばなれした反射神経で怜那さんは再び先読みで進路を遮さえぎる。

「──Ｄｅｕｘ」

　しかし、まだ！　相手の動きを見るやミミちゃんはなんとそのまま再度の回転を披ひ露ろうし、スピンムーブにスピンムーブを重ねる！

「こしゃくなっ」

　これはさすがに勝負ありと拳こぶしを握りかけた刹せつ那な、体勢を崩しながらもう一度食らいついた怜那さん。

　……ああ。俺おれは今、とんでもない試合に立ち会ってしまっているのかもしれない。

「──Ｔｒｏｉｓ！」

「って、まだあんのッ!?」

　そう感じたのは、既にミミちゃんが三回転目──一〇八〇度のスピンを試みていることに、気付いてしまっていたからでもある。

「チョット、キモチ、ワルイ」

　嘯うそぶきつつも、ついに怜れ那なさんを抜き去り、しっかりレイアップを決めてみせたフランス人の少女に、俺おれはある意味で謝しや罪ざいを述べたい気分だった。

　あはは……ごめん。規格外なら、すぐ近くにもちゃんといたね。

「くっそ、もう少しで止められたのに」

　そして、自分以外にこんな芸当ができる選手がいたのかと眼めを瞠みはりながらも、むしろさらにモチベーションを高めている様よう子すの怜那さんもまた、改めて末恐ろしい。今の荒削りなカン任せのディフェンスに基き礎そ力りよくが備わったら、下へ手たをするればミミちゃんの三連スピンムーブですら、阻はばまれてしまうかもしれない。

　もっとも、その頃ころにはミミちゃんもさらなる成長を遂げているであろうが。

「まーだ、イジめられたりないみたいだね！」

　エンドラインから意気揚々とボールを受け、じわじわと攻め入ってくる怜那さん。

　もう、四人がかりは使えないだろう。もはや怜那さんはパスでクアッドチームを散開させる手立てを選べると、確たしかめるまでもなく悟る。

　だからここからが、本領。本当の意味で今日きようまで培つちかってきた、『怜那さん対策』の出番だ。

　──頼んだぞ、椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃん。

「およ？」

　ハーフラインを過ぎたところで、怜那さんが意外そうに首を捻ひねる。

「ひとりだけなの？　てっきりダブルこけしで来ると思ったのに」

「だれがこけしだ！　お前なんてボクひとりで充分」

　理由は、マークマンが椿ちゃん一人ひとりだけだったせいだろう。

「ふーん。ま、どっちでもかわんないけどね。ほんじゃまずは、お返しッ！」

　きょとんとした気け配はいを引っ込めて、加速する怜那さん。繰くり出した技は、

「いち、にの……さんっ！」

「うぇ!?」

　先ほどのミミちゃんのスピンの、完全コピー!?　い、一回見ただけでモノにしてしまうとは……。これには椿ちゃんも対応しきれず、脇わきをすり抜けられてしまう。

「へへ、らくしょ～──っと!?」

「ち、惜しい」

　しかし、想定内だ。一度抜かれるくらいのことは。

　前進を果たし、そのままインサイドに突入するつもりだったのであろう怜那さんが、ハッと危き機きを察してたたらを踏む。

　至近距きよ離りで、抜き去ったはずの少女が再び立ちはだかっていたせいで。

「……二体目？」

「体、ってなんだよ。……でも、そーとも。さっきのが椿つばき。ボクが柊ひいらぎ。お前に味わわせてやる。双子地獄を！」

　椿ちゃんに続いてマークに付いたのは、柊ちゃん。

　そう、これこそ俺おれと葵あおいが同時に思いついた対策。

　あえてダブルチームではなく、二人ふたり別々に、ただし──連続で。エースの足を絡み取る。

「はん、二度手間になっただけじゃん！」

「……く、ごめんつば！」

「あいよ！」

「……え!?」

　柊ちゃんのマッチアップも、労せず躱かわしてみせた怜れ那なさん。

　しかし、まだ。まだ終わらない。立ちはだかるは──もう一度椿ちゃんだ！

「二度で済むと決めつけんのは、早いんだよん」

　汗を纏まといながらも、不敵な笑えみ。そうとも、二度ばかりか、ゴールとの間にスペースが残っている限り、双子のどちらかが割り込んで行ゆく手てを阻はばむ。絶妙なコンビネーションがなければ成立し得ないこのスイッチが、怜那さんを巨大な迷路に叩たたき込むのだ。

「怜那、時間が無い！　一度外！」

「は？　……あ、三十秒以内とかあるんだっけ？　だー、めんど！」

「……うし！」

　守り切った。止められはしてないが、抜かれてもいない。一度のオフェンスは三十秒以内に完了させなくてはいけないというルールがある以上、絶えず進路を阻んでいればいつかは時間切れにできる。

　いける、いけるぞ。二人なら、エースを封殺できる。

「く！」

「ドンマイです！」

　リターンを受け、時と計けいを気にしながら焦り気味に放たれたシュートは運良く外れ、これにて相手の攻こう撃げきは無得点で終了。双子の力でリードを保ったまま、試合時間は残り一分に迫る。

「ラスト一本、しっかり詰めよう！」

　次なるオフェンスは惜しくも失敗したが、残り時間30秒強となって点差は21─14。リードを保ったまま後半に折り返せることは、既に確かく定てい的てきとなった。

「ちっくしょ……まるで無限に生はえるなめこじゃん……」

「ぬふぬふ──ってだれがなめこだ！　ふん、せいぜい吼ほえてなよ負け犬！」

「…………ざけんなよ、マジで」

　それでもなんとかあと二点、差を詰めるべく猛攻を仕掛ける硯すずり谷だにだが、五年生たちは鬼気迫る守備で糸口を摑つかませない。ラストチャンスを託された怜れ那なさんも、絡みつく双子にいささか辟へき易えきしている様よう子すだ。

　しかし、この状況でもなお怜那さんを使ってきたんだな。綾あやさんを起点にするという手もあったろうが、そうしなかったのは直感的に『流れ』を意い識しきしてのものか。

　確かく率りつで言えば、綾さんを頼った方が手堅い。だがしかし、その二点では場の空気を塗り替えるほどの印象を得ることができないだろう。

　いっぽう、もし仮に怜那さんが双子の包ほう囲い網もうを破る快挙を成し遂げたのなら、そのインパクトたるや──。

「おいおいアタシ、どうした。二人ふたり同時でもなきゃ、ましてや四人でもない。来てんのは一人ひとりだけだぞ……」

　ぎり、と唇を嚙かみながら、ヘアバンドで逆立てた髪を揺らす怜那さん。表情と髪型が重なって、どこか獅し子しを連想させる容姿だ。

「これをどうにかできなきゃ、アタシ今まで──なにやってきたんだよッ！」

「は、速っ!?」

　激げき情じように乗せた、ダックイン。それは今まで披ひ露ろうしてきたムーブに比べれば、さして派は手でさの無い見み慣なれたドライブ。

　だが……いや、それ故に。怜那さんの過去のどのドライブよりも圧倒的に鋭するどい！

「まだまだ……っ!?」

「ちょこまかうっさい！」

　躱かわされた椿つばきちゃんとスイッチする柊ひいらぎちゃん。しかし怜那さんはあらかじめ双子の行動を予期し、ぐっと右足を踏ん張ってその場で一度二度とレッグスルーを繰くり出す。その動きに柊ちゃんが気を取られ軸をブレさせた隙すきを見逃さず、再前進。

「上う手まい……」

　どんどん俺おれたちのよく知った、基本に忠実なバスケの動きに、近付いている。

　もしや、本能的に。歴史によって洗練されたドライブの手法を、怜那さんはコンマ一秒ごとに進化を遂げ、無意識で習得し始めているのか……!?




　だとすれば、憎たらしいほどに、愛されてる。バスケットボールの神様に。




「ぜーったい行かせない！」

　それでも再び食らいつく椿ちゃん。今度こそ怜那さんの進路を阻はばめる、完かん璧ぺきなタイミングだ。これなら、少なくとも停滞は避けられない……！

「綾、そこ動くなあっ！」

「え…………うん、大丈夫！　きて怜那っ！」

　そう思った矢先、今までは常に最さい短たん距きよ離りでゴールを狙ねらいに来ていた怜れ那なさんが、初めて『迂う回かい』という行動を選ぶ。

　そして、向かった先にはゴール下でかげつちゃんとポジション争いを繰くり広げていた、綾あやさんの姿が！

「し、しまった！」

　敵味方のセンタープレーヤーが壁かべとなり、ディフェンスを阻はばまれる椿つばさちゃん。あたかもそれは、教科書に載せても遜そん色しよくないほど典型的なスクリーンプレー。

　個人技のオフェンスしかまともな知ち識しきがなかった怜那さんだ。もともと習得していた技ではないのだろう。

　ただ、そこに綾さんの姿を見つけたから、利用した。センスだけで、ドライブに限らず、専門的な連携技術にまでたどり着いてしまった。

　完かん璧ぺきだ。とにかく、これでついに双子のスイッチすら、破られてしまったか。

「………………え!?」

「──13番、チャージング！」

　感服の溜ため息いきを漏らしかけた、その寸前。

　俺はさらに予想を飛び越えたシーンを目まの当あたりにする。

　ただし、今度はこちら──慧けい心しん側のファインプレイ。

「痛ったいわね、もう。…………あは」

　綾さんの脇わきをかすめゴール下に飛び込もうとした怜那さんより一いつ瞬しゆん速く、その進路に立ちはだかっていたのは、雅まさ美みさん。

　急きゆう激げきな衝しよう突とつで思いきり吹っ飛ばされながらも、見事ファウルを勝ち取った事実を知るや仰あお向むけのまま小さく拳こぶしを握る。

「…………邪じや魔ま、じゃん」

「ふん、そうよ。五人でやるバスケは、こういう邪魔も入るの。思い知った、初心者さん？」

「──っ！」

　雅美さんの挑発に、怜那さんが見せた表情は今までで一番悔しそうで、今までで一番年相応に子どもらしく映った。

　とにもかくにも、ターンオーバーの直後に第２クォーター終了のブザーが鳴なり響ひびき、

「いよっし！　どーだ見たかっ！」

　前半の最終スコアは21─14。

　見事慧心学園側の、完全なる勝ち越しで折り返しを迎える結果となった。
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　さすがは、慧けい心しん。

　大きくリードを許しながらも、麻ま奈な佳かは高揚感を抑えきることが出来ないままハーフタイムを迎えてしまった。

「全部、やってくれたね。私たちが望んでたこと、全部」

「ええ、やはり慧心戦に賭かけたのは正解。おかげで怜れ那なも、手痛いのを喰くらっていくらか眼めが覚めたみたい。有あり難がたすぎて、申し訳ないくらいよ。……ここから逆転してしまうのが」

「あはは、確たしかに。……でも、やるけどね」

「当然」

　選手たちが戻ってくる間際に、初はつ恵えと内ない緒しよ話ばなし。共犯者のように笑いあいながら、姉妹は気概を露あらわにする。

　差は、七点。支払った勉強代は、決して少なくない。だとしても、硯すずり谷だに女じよ学がく園えんミニバスケットボール部にとって、掛け替えのない財産となるだろう。

　もちろん、そう言いきるためにはこの差を埋め、逆転することが絶対条件だが。

「お疲れ様！」

　話を切り上げたところで、戻ってくる第２クォーターの出場メンバー。誰だれしもが皆、口く惜やしさを満面に浮かべている。

「……センセ」

　と、不意に二人ふたりの前で立ち止まったのは、噂うわさの当人である怜那。頰ほおを真まっ赤かに染め、深く眉み間けんに皺しわを刻んだその表情は、かつて覗のぞかせていた軽けい薄はくな雰囲気を感じさせず、まるで別人のようだ。

「なんですか？」

　淡々と問い返した初恵に、怜那はぐっと空気を飲み込んで間を作る。

　が、やがて意を決したように、

「一生のお願ねがい！　次も、第３クォーターもアタシのこと出して！　今、なんか……なんか思いかけたの！　もしかしたらバスケ……五人でやるバスケ、楽しいかもって！　だからお願い、この後、また確たしかめさせて！」

　頭を下げる怜那の前で、麻奈佳と初恵はどちらからともなく顔を見合わせる。

　正直に言ってしまえば、プランとしては『アリ』だと思う。このまま試合に出続けて、慧心のバスケに対する真しん摯しさを間近で味わえば、さらに一皮怜那の皮がむける可能性は、確かに感じる。

　しかし、だとしても。さすがにこれ以上の横おう暴ぼうは、チームとしての和を乱す。

　さすがに今日きようは、もう打ち止めだろう。

「怜れ那な。残念ながら、それは──」

「──いーんじゃ、ないですか」

　同じ考えであろう初はつ恵えがかぶりを振った直後、背後から響ひびく声。

「…………未み有ゆ」

　振り返れば、声の主が口を『へ』の字型にして、麻ま奈な佳かたちのすぐ近くまで迫っていた。

「私たちは、文句ありません。この試合、怜那の出場時間がどれだけ長くても、構いません」

「六年生、全員の意見です」

　その後ろには、さらに四人のメンバーたちが、瞳ひとみに信念を込め一列に並んでいた。

「……なんで？」

　怪け訝げんそうに訊きき返したのは、懇こん願がんした張本人。さすがにこの展開は予想していなかったのか、まるで自分の望み通りになろうとしていることすら気付いていないかのように、目を白黒させている。

「もちろん、この試合で負ける気は無いですし、この後全国にも行く予定だから、引退はまだまだ先」

「でも、いつか。私たちは中等部に上がらなきゃいけません」

「その時のこと、みんなで話し合ってたら……やっぱり怜那をこのままにして、進学は出来ないねって」

「今の怜那を残したままじゃ、安心してミニバス卒業できないってこと。ちゃんと、未有たちが責任持って『次期エース』に育ててからじゃないとね」

　口々にその思惑を語る、レギュラーたち。

「五人とも……」

　何かしら、目的意い識しきを持って怜那に接してくれているとは思っていたが。全すべては伝統あるチームを慮おもんぱかってか。

　自分もまたこのチームのＯＧとして、麻奈佳はひたすらに誇らしさを感じるばかりだった。

「な、なんスかそれ……」

「教育してあげるっていってんのよ、怜那」

「お姉ねえさんたちがあんたに、バスケを教えてあげる。みんなで戦う、本当のバスケをね」

　どこか居い心地ごこち悪そうにたじろぐ怜那に、久く美みとみすずが冗じよう談だんめかして両側から肩を叩たたく。

「……怜那。出場の条件は、勝つこと。そのために必要なのは何か、第２クォーターで摑つかみかけていると信じています。チームの勝利のために、ゲームに加わる事は出来ますか？」

　初恵の問いに対し、うつむき加減で考え込む怜那。

「…………チームが勝てば、アタシも勝つ。なら、それで、良い。そーゆう勝ち方も、試してみる」

　が、やがて。確たしかな覚悟を感じさせる眼まな差ざしで、頷うなずいてみせてくれた。

「ふ。まーせいぜい頑張ってみなさい。そしてあんた、密ひそかにもう３ファウルよ。早々に退場にならないよう注意しなさいよね」

「そ、そんなヘマしないっスし。……ところで、退場ってファウル十回？」

『五回！』

「……うげ、マジで？」

　総ツッコミを受け舌を出す怜れ那な。なんだか、この手の和なごやかな雰囲気を感じるのも久しぶりのような気がする。七点ビハインドだというのに、なんともおかしな話だ。

「怜那、がんばって」

「……綾あや」

　そこに、しずしずと近付いてきたのは随一の長ちよう軀くを誇る、綾。彼女もまた、怜那の覚かく醒せいにおいては想像以上の助すけ太だ刀ちを為なしてくれた功労者だろう。

　なんて、さもお役御免のような言い方は場にそぐわないのだが。

「綾。がんばるのは、貴女あなたもですよ」

「………………………………………………え」

　きょとん、と首を捻ひねった綾に、麻ま奈な佳かは力強い笑えみで背中を押す。

　試合中、初はつ恵えと話し合った結けつ論ろん。

　慧けい心しんの正センター、香か椎しい愛あい莉りは、もはや久く美み一人ひとりで手に負える相手ではない。

　そして、第２クォーターで垣かい間ま見みせた、綾の確かな成長。

　ならば、次に講こうじるべき手立ては、自おのずと導みちびかれる。

「第３クォーター。愛莉ちゃん対策として、綾のこともコートに送り込むって、決めました。頑張ってね、期待してるよ」

　麻奈佳が微笑ほほえみかけると、愛莉に対する憧どう憬けいを募らせたその少女は、恐きよう縮しゆくと感かん激げきを半分ずつ浮かべて、両手で口元を押さえ込んだ。

　……いや。よくよく見れば、３：７くらいかもしれないが。







　あとがき




　晴れてこの仕事ができるようになった二〇〇九年から、自分にとってはデビュー月である二月こそが新しい年の始まりであるという感覚が漠然と宿っているような気がします。

　というわけで世間的には遅すぎるご挨あい拶さつですが、みなさまあけましておめでとうございます。本年も何なに卒とぞよろしくお願ねがい申し上げます。

　無事、デビュー五年目を迎えることができました。

　と、文字にしてみて改めて驚きよう愕がく。もう五年ですか。光陰矢のごとしとはまさにこのこと。この頃ごろとみに、時の流れの早さにおののく瞬しゆん間かんが多くなったような気がします。

　五年も経てば人間少しずつ考え方も変わってくるもので、おそらく今の自分には良くも悪くも応募作と同じ原稿を書くことは不可能でしょう。それでも今日まで『ロウきゅーぶ！』を『ロウきゅーぶ！』として多くの方に応援して頂けているのは、この作品が決して自分一人ひとりで創つくり上げたものではないからに他ほかなりません。メディアミックスに際しては携わって下さる全すべての方が素す敵てきなアイデアで新鮮な魅力を引き出して下さっていますし、てぃんくる先生のお力なくしては世せ界かい観かんが成り立たないのは言わずもがな。

　担当編へん集しゆうの和わ田ださんも、相変わらずダジャレまみれです。

　そこに関してだけはそろそろいい加減にして欲しい感も有りますが、いざ仕事となれば鋭い切り口で作品を導いて下さいます。

　出会った人々と試し行こう錯さく誤ごしながら描き始めた『ロウきゅーぶ！』なのですから、その関係性を変えることさえなければ、これからもまっすぐ前に向かって進んでいけると信じています。

　月並みですが『初心忘るべからず』ですね。

　ところで初心といえば、異性を異性として意い識しきし始める時期って、個人差こそあれ小学生くらいというのが一般的なのではないでしょうか。

　つまり初心を忘れない一般人にとって、胸を焦こがす存在はいくつになっても小学生……？

　なるほどこの最高感、格言によって約束されたものだったようです。納得。

　今巻もお手にとって下さりまことにありがとうございました。ラストシーンがあんな感じなので、次の巻まであまり間を開けないよう努力します。伴って『天使の３スリーＰピース！』の続刊がだいぶ遅くなっておりますが、必ず、必ず出しますので今しばしお待ち頂ければとても嬉うれしいです。まずは四月発売号の『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』に『天使の３スリーＰピース！』の短編を掲載して頂ける予定になっておりますので、よろしければぜひこちらを。

　そして『ロウきゅーぶ！』はすべて本、ゲーム＆ＯＡＤ、アニメ２期を控え、今年ことしも全力態勢。僕と共に楽しんで頂ければ恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。


二〇一三年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。様々な出来事を経て、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、作家デビュー。お酒も大好きな著者は、日本酒、焼酎、ワインにその他となんでもござれな雑飲タイプですが、この紹興酒はラベルに引かれ思わず手が出たようで。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。「マテリアルゴースト」（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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電撃文庫編集部
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「てぃんくる先生」係
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